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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第零話　少年と少女









　真上に昇のぼった日の柔やわらかな日差しの中。未いまだ冷たさを残す風の中に、私は少女と向き合って立っていた。

　お互たがいを隔へだてる距きよ離りはそう長くない。どちらかが一歩を踏ふみ出す気さえあれば、すぐに溶とけて無くなってしまう短い距離だ。

　だが私も、また少女も動かない。お互いの身を触ふれ合わせることが目的であるにも拘かかわらずだ。

　紅あかい瞳ひとみを輝かがやかせ、雪のような肌はだを持った可か憐れんな少女。背格好は私と同じくらいの、十歳前後といった所だろう。少女ながらも完成を覗のぞかせる目鼻立ちは、私の見てきた中では非常に可憐であるといえる。

　さて、ここで一つ誤解のないよう断っておかねばならない。身体からだを触れ合わせることが目的とは言うたが、私とこの少女は今日出会ったばかりの関係である。

　故ゆえにその関係は恋こい人びと同士なんて甘いものではない。また、いずれそうなるつもりではあるが──友人同士という微笑ほほえましいものでもない。

　では、どういう関係かと言うと──

「──あは。行く、よ！」

　一度凪ないだ風が再び吹ふくと同時のこと。少女が、その口を三日月の形に裂さいた。

　酷ひどく嬉うれしそうなその声は、直後に響ひびく鈍にぶく湿しめった破は砕さい音に混じり、私へと急激に接近してくる。

　お互いに近寄ろうとしないこの状じよう況きように業ごうを煮にやしたか、少女は邪じや魔まな距離を取り除くべく、地を蹴けりその身を躍おどらせたのだ。

　少女の細い肢し体たいから繰くり出されたとは思えぬ蹴りが、先ほどまで脚あしを下ろしていた地を爆ばく砕さいさせたかの様に抉えぐり取っていた。

　地を穿うがつほどの勢いは全てが速度へと変へん換かんされ、五マートルほどあった筈はずの距離は、秒を数える間もなく瞬しゆん時じに消しよう滅めつする。

　こうして私達はお互いが、お互いの手が届く距離へと身を置くことになる。並みの人間であれば視認すらも許されぬ速度で私へと肉にく薄はくした少女は、酷く楽しそうに三日月を歪ゆがませた。

　──刹せつ那な、「身体を触れ合わす」目的を成すために、少女の左拳こぶしが空へと溶ける。

　ほんの一いつ瞬しゆんだけ風が鳴き、鋭するどいそれに代わるように、私の頰ほおを暴風が撫なぜた。

　空へ消えた少女の拳は伸のびた状態で現れた──私の顔の有った場所にだ。

　風が鳴る寸前、突つき出される拳を見た私が顔を横へと傾かたむけていなくばその拳は確しつかりと私の鼻っ柱、顔の中心を捉とらえていただろう。

　大の大人はおろか、大おお熊くまの頭ず蓋がいをも打ち抜ぬくような暴力が、だ。

「あはは！　凄すごい、凄いよスラヴァくんっ！」

　少女の細ほそ腕うでが生み出したものとは到とう底てい思えぬ拳けん打だ。

　優やさしい風を飲み込み、無む慈じ悲ひな暴風を纏まとう必殺の一いち撃げき。

「じゃあ、これはどうかなあ!?」

　それが、嵐あらしの如ごとく乱打される。

　一が二になったと思えばそれは六になり、一瞬のうちに十を超こえている。

　明確な殺意をもって繰り出される拳打の嵐は、一撃ごとが先の一発に劣おとらぬ必殺の一撃。

　そう、身体を触れ合わす事が目的とは、つまり──闘たたかう事。

　見た目で言えば十かそこらの少年と少女。私と、シェリルというこの少女が対たい峙じしていたのは、闘うためであった。

　正確に歳としを言うのならば、私は十二。シェリルは十五歳であったか。お互いに長命の種族であり、実際の年ねん齢れいよりか見た目は幼いが──ともかく。

　こんな少女と対峙するなど、自分でも何の因果かとは思うがしかし、私もまた武術家の端はしくれ。こうして対峙した以上は、拳を交かわすつもりだ。

　殺さつ到とうする拳の一つ一つを見切り、時には交わし、時には流すことで無力化していく。

「壊こわれない、あはは！　壊れない！　こんなの初めてだよ、スラヴァくんっ！」

　まだまだ幼いにも拘わらず、そうとは思えぬほどの拳を繰り出しながら──その幼さに似合わぬ狂きよう気きを発するシェリル。

　まったく、一体どう育てたらこんな風に育つというのか。無む邪じや気きな幼子に罪はないというに、これではあんまりだ。

　迫せまる拳打も意に介かいせず、ほんの一瞬だけ、シェリルの育ての親である祖父──我が悪友の顔に視線を送る。

　そこには見慣れた嫌いやらしい笑えみがあって、思わず溜ため息を吐つきたくなった。

　やれやれ、他人の子育てに口を出す趣しゆ味みは無かったが、これは小言の一つでも言ってやらねばならんか。

　……そうと決まれば、まずはこの場を収束せねばな。

　散っていた意識を一つにまとめ、私は自らの心を静めた。穏おだやかに流れる清流が如し。澄すんだ意識が、世界を一層澄まして見せる。
















　すると殺到する拳の一つ一つが、緩ゆるやかに見えた。力の流れを見続けてさて何年が経たったか。このくらいは容易たやすい容易い。

　突き出される拳のうち一つに狙ねらいを定め、左の手を添そえる。濁だく流りゆうが如き力を持つシェリルの拳打は、それでもその勢いを殺すことなく前へと進み続けていく。

　私はその勢いを敢あえて殺さぬよう、拳の進む方向へと引っ張りながら、その勢いを借りるようにして身を翻ひるがえす。

　すると、余計な力を与あたえられたシェリルの拳は、主あるじである身体を引き──私の足にシェリルの脚が引っかかり、シェリルの身体は地から離はなれ、唆そそのかされるように拳に引かれて空を飛んだ。

　私にとっては非常に緩やかに見える時間の中、自身の拳打がどれほど強かったかを示しながら、シェリルは勢いのままに飛んで行く。

　──そして、数マートルほど進んだ後に、地面へと着ちやく弾だんした。

　小こ柄がらな少女とは言えど、人が飛ぶにしては不適切な速度をもっての衝しよう撃げきだ。石よりかは柔らかい土とは言え、落ちどころが悪ければ、死もありうるダメージのはず。

「あは！　さすがはスラヴァくんだね。痛いのなんて、久しぶりだよ」

　だが、それも「常人ならば」の話。この少女には、そんな心配は必要あるまい。

　何事も無かったかのように立ち上がったシェリルは、私の方へと向き直り、楽しそうな笑みを浮うかべた。

　まったく、あのヤロウも大した弟子を取ったもんだ。シェリルの祖父、腐くされ縁えんの男を頭に浮かべながら、私は構えを正した。

　──さて、ここらで何な故ぜ私がこうして闘っているか、それを語っておこうと思う。

　年寄りの話だ、少しばかり長くはなるが──そう、アレは今から三十年以上も前の話になるのだろうか。
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　生まれ落ちて百と余年。思えばずいぶん長く生きたものだ。

　いつも纏っている胴どう着ぎを脱ぬぎ捨て、皺しわだらけの身体を露あらわにする。

　……老いさらばえたこの身体には、思いつく限りの無理をさせたものだ。

　修練場に備え付けられた大きな鏡に映る皺だらけの身体を見て、私は思った。

　見れば、枯かれ枝のようにやせ衰おとろえた肉体には、それに刻まれた皺よりも多くの傷が残っていた。

　生まれ落ちて百と余年。武道に捧ささげてきた年月はそれとほぼ同等の期間。

　百年に及およぶ長い間いじめ続けてきた身体だ、よくもまあ文句も言わずについてきてくれたと思う。

　……最強、か。たった二文字の泡うた沫かたを夢見てどれほど下らない事をしてきたのだろうか。

　肉体を酷こく使しせぬ日は無かった。行ぎよう住じゆう坐ざ臥が、身を闘いに置き、傷の上から傷を作った。

　そうして得た筋肉は無む駄だなものと淘とう汰たされ、残ったのはこの枯れ枝が如き身体のみ。

　だが私は筋肉の鎧よろいを纏っている頃ころよりも強くなった。もっと早く技術という「武」の力を理解出来れば、初めからそちらを目指していたものを。

「かふっ……」

　咳せき込むと同時に、私は干からびた身体のどこに隠かくしていたのか、という量の血を吐き出した。

　百を超えた老体だ、もはや絞しぼりカスすらも残っていない体力が尽き、私は正座したまま前のめりに倒たおれこんだ。

　……私は病を患わずらっていた。肺を侵おかされ、血を吐き、死にいたるという奇き病びようだ。治すことには治せるが、この老体にはとても耐たえられぬ施せ術じゆつが必要だという。

　師し匠しようですら克かつことの出来なかった病だ。未熟者の私に打ち破れる道理もなかったか。

　今際いまわの際きわ、師匠は言っていた。世界の果てよりも遠い所にある、故国の医い療りようならば何とかなっただろうに無念だ、と。

　あの時は武を極めた師匠にも後こう悔かいがあるのか、と衝撃を受けたものだが、なるほど。今の私ならばその気持ちもよく理解出来た。

「ふ、くくく……」

　意志とは裏腹に、血と共にかすれた老人の笑い声が押し出されてきた。

　──思えば、後悔ばかりの人生であった。今いま更さらそれに気付いた己おのれの愚おろかさに、思わず笑いが出る。

　武に身を捧げ、子はおろか妻すら持たなかった。

　私財を肥やす事もなく、ただ武のみを求め続けた。

　娘むすめのように思っていた弟子の大成すらも見る事が出来ず、私は死に逝ゆく最さ中なかにある。

　……だが、そんな事はどうでもいい。

　百と余年を武に捧げ、その頂を観みる事すらも出来なかった。それが心残りだ。

　あの師匠ですら自らを半ばに届かぬ所まで足を踏ふみ入れたばかりと言っていた。ならば私が到とう達たつした地点は、その道程の二割か、はたまた一割か──

　若き頃から力に頼たよらぬ武に理解を示していれば。もう少し鍛たん錬れんを積む事が出来たのではないか。

　後悔を重ねて生きていくのが人生とはよく言ったものだ。人間としては長い寿じゆ命みようをもってしても、私の人生は後悔ばかりであった。

　妻も要いらぬ、子も要らぬ。金も要らぬ、何も要らぬ。

　だから天よ、私に──俺に武を。武を極きわめるための時間を。

　我ながら駄だ々だをこねる幼子の様だと思う。しかしそれでも、私は時間が欲しかった。

「──ッ、師匠！」

　私が天に祈いのった刹那、道場の扉とびらを破るような勢いで、愛まな弟で子しが駆かけこんでくる。

　今の私の格好は、上着も纏わず血に塗まみれて倒れこんでいる状態にあった。

　私に駆け寄った彼女が、重さなど感じさせぬこの枯れ枝を手に取り、起こす。

　いっぱいに溜ためた涙なみだが、彼女の瞳ひとみを震ふるわせていた。

「行かないでください！　私を置いて逝いかないでください、せんせぇっ……！」

　堰せきを切るかのごとく、少女の様な弟子の顔から涙が零こぼれ落ちる。

　か細い指で軽く叩たたかれた様な優しい衝撃に、目を覚まされたかのように瞳を開いた。

「師匠！　私です、アルマです！　お分かりですか!?」

　我が弟子──アルマが、目を開いた私を見てか、泣きながら顔をほころばせる。

　叫さけばなくても聞こえておるよ──そう、頭を撫なでようとするが、どうにも身体からだは動かない。

　私が五十歳の時に拾った、天てん涯がい孤こ独どくの少女。これほど長い付き合いになるとはな。

　拾った時に十二歳だった彼女は、齢よわい六十を超えてなお、十五、十六の少女を思わせる顔だちをしている。

　人間であれば化け生しようの類たぐいであると師匠は驚おどろいていたが、その外見の理由はアルマの出いで立ちを見れば分かる。人間の物と比べてやや長く、とがった耳。アルマは、エルフと呼ばれる長命な種族の出であった。エルフは十二までは人間とほぼ同じように成長し、十二を超こえてからは人間の約十倍の時をかけてゆっくりと老いていく種族──

　……娘のように思っていた子だったが──やれやれ。百を超えた爺じじいと十六程度の少女では祖父と孫ではないか。

「泣く……でない……アルマよ……。シジマ流の者が……簡単に涙を見せるな」

　手は動かせなかったが、何とか言葉を絞しぼり出す。

　すると、涙の奥に浮かぶ笑え顔がおが一層強いものとなった。

「お気付きになられたのですね……っ！」

　言葉を発した私にいくらかの生命力の残ざん滓しを感じ取ったか、その声は震えながらも嬉うれしそうなものだった。

　先ほどから、アルマが私に対し必死に回復の魔ま法ほうを施ほどこしているおかげか、喋しやべれる程度の力は戻もどってきた様だ。だが今の私は穴の開いた器うつわ。与えられた生命力が、注がれた傍そばから抜ぬけていくのを感じている。元々は傷をふさぐという用よう途との魔法だ、理ことわりに従って死に逝く者をつなぎとめる魔法など、この世には存在しない。

　それを認める事は出来ないのだろう。アルマにとって、私は親そのものだと本人から聞いた事がある。どうやらそれは真実の気持ちだったようで、少しだけ嬉しくなった。

「もうよい……魔法を止めなさい。私もまた、理に従う時が来ているのだ」

　ようやく動くようになった腕うでを、アルマの手の上に置く。

　確かな回復を感じつつも、アルマの顔は冷たい絶望に染まった。

「いや……いやです！　まだ諦あきらめる様な時ではないではございませんか！　私の修行も未いまだ成らぬと言うに、勝手な事を言わないでくださいっ！」

　駄々をこねる子供のように、私の言葉を聞こうとはしないアルマ。

　……気持ちは、分からないでもない。私も師匠が逝く時は大層に駄々をこねて、同じ様な事を言ったものだ。

　先はああも思ったが、弟子の成長を観ることが叶かなわずに逝くというのも、やはり残念な事のうちの一つである。

　なれば、伝えておかねばならぬ事もある。シジマ流の師し範はんとして。そして、父として。

「聞きなさいアルマ……これが私の最後の言葉となろう。父として、師としての遺ゆい言ごんだ……よいな？」

「──やだ、やだぁ……逝かないで、せんせぇ……っ」

　私の瞳に、己の命運を判わかっている者の色を見たか、アルマはついに泣き崩くずれてしまった。

　残された時間は僅わずかだ。武を極めることはとうとう叶わなんだが、せめて師より預かったシジマの技わざを、後の世に遺のこさねば。

　アルマが落ち着くのを待つ。ただ言うだけではない、伝わらねば、遺さねば意味がない。

　少しだけ時間を要したが──アルマも少し落ち着いたようだ。涙こそ流しているものの、その瞳は確しつかと私を捉とらえていた。……この子の師で、父でよかった。

　いつ果てるとも分からぬ命の火、シジマの灯ともしびを遷かえすことを優先する私を許せ、アルマよ。

「まずは師としての、スラヴァ＝シジマとしての言葉だ」

　洟はなをすすりつつも、アルマは私の言葉に従い、口を噤つぐんで頷うなずいた。

「この時をもって、アルマよ。お前をシジマ流三代目の師範と認める……まだまだ未熟なところもあるお前だが……私の全てを伝えたつもりだ……今以上に励はげみ、シジマの技を伝えてゆけ……よいな……っ」

　吐はき出しそうになる咳せきを飲み込みながら、私は小さく息を吐いた。

　恐おそらく、正しよう真しん正しよう銘めい私の最後の力だろう。こうまでうまく喋ることは、もう出来まい。アルマもそれを解わかってくれたのか、涙を流しつつもただ強く頷いてくれている。

　聞き訳が良い子で、本当に助かった。これならばこの子に親としての言葉を遺せるかも知れぬ。乱れそうになる息を必死に整え、私は続けた。

「今ある……技を、磨みがけ、アルマ。理り合あいを得た、時……お前は、シジマ流の免めん許きよ皆かい伝でんとなる。……シジマ流を頼たのんだぞ、アルマよ」

「……はい、確かに承うけたまわりました、師匠」

「その暁あかつきには、お前はアルマ＝シジマとなるなあ……くっくっく。……かふっ、げふっ！」

「師匠っ！」

　畜ちく生しよう。いよいよもって持たぬか、襤ぼ褸ろめ。

　咳の度たびに肺に穴が開いているのではないかと思うほどの激痛だ。

　まだだ老体、伝える事を伝えていないだろうが。

「そしてっ……ここからは、父としての──スラヴァ＝ヴェサーとしての言葉だ……っ！」

「もうおやめ下さい！　本当に死んでしまいますっ！」

　普ふ段だんの可か憐れんな声など何ど処こへ行ったか、震えて言葉を理解するのがやっとの声で、アルマは叫んだ。

　そう言ってくれるな。共に過ごした五十年、親らしい事などそうはしてやれなかった。

　今更で悪いが、少しくらいは親らしい事をさせてくれ。

　必死に制止するアルマの頭に、手を置く。

　もうそんな力などとっくに残っていないとは思ったが──案外、人間何とかなるものよ。

　血で汚よごれた手を拒こばむ事もなく、私の最さい期ごを悟さとったアルマは、黙だまって唇くちびるを嚙かみ締しめる。

「愛していた。妻も子もない私の傍かたわらで、花の様な笑顔をくれたお前は、私にとって紛まぎれもなく娘であった。……お前は長く生きろ。なんでも良い、その長い生の中で確かな幸せを見つけるのだ」

　自分でも信じられぬほどに、私は穏おだやかに言いきった。

　涙を流し続けていたアルマの瞳から零れる雫しずくが、一いつ瞬しゆんだけ止まったように思えた。

　……親を亡なくした子と、親代わりの私。いびつではあったが、幸せだった。

　願わくは、娘には幸せな家庭を築き、平和に暮らして貰もらいたいものだ。

　伝えるべき事は伝えた。私は先ほどの後悔など無かったかのように、信じられぬ程ほどの満足感に包まれていた。

　……しかし、新たな後悔もまた生まれる。子を持つというのがこんなにも幸せというのならば、結けつ婚こんの一つでもしておくべきだったかもしれぬ。だがそれでは、アルマを我が子としていたかは分からない。……では、これでいいか。

「師し匠しよう……？　師匠……っ！」

　アルマの呼ぶ声が遠ざかる。ぬくもりは感じる以上、遠のいたのは私の意識か。

　嗚あ呼あ──悔くいの残る、良い人生だった。

　私の手がアルマの頭から滑すべり落ちると同時に、私の意識は闇やみに落ちて行った。

　……出来ることならば、来世では悔いの残らぬ人生を過ごしたいものだ。




　　　　◆




　……などと想おもったのは、一体どれだけ前のことだっただろうか。

　気がつけば、私の瞳には、一組の男女が映っていた。

　顔の特とく徴ちよう……とがった長い耳から察すれば、この二人はエルフだろう。

　エルフといえばアルマとほか数人くらいしか関わりの無い──いや、そもそもエルフというのはエルフの国から出ずに一生を終える者が多い閉へい鎖さ的な種族。私には、この二人がエルフの者であるという事しか分からない。勿もち論ろん、この二人に見覚えなどあるわけもない。

「あなた、今この子私達を見なかった？」

「ああ、交こう互ごに見たな。……この歳としで僕達が親と分かるのかな？」

　二人のエルフは、私の顔を覗のぞき込みながら幸せそうに笑った。

　……これは異な。今この男女は、私の動きを述べて笑ったように思える。

　隣となりに赤あかん坊ぼうでもいるのだろうか、と。私は首を振ふるって視線を動かす。

　が、見えるのは木で出来た柵さくのみ。背中に伝わる柔やわらかな感かん触しよくと合わせて考えれば、私はベッドに寝ねかされているという事になる。

　……いやいや待て待て。どういう事だ。そもそも私は死んだはず。

　それがなぜこんな場所で寝ているのだ？　というか、このベッド、小さすぎやしないだろうか。

「おや、首を振るっているね。僕達の言葉を否定したのかな」

「いやだわ、そんなわけないでしょう。それに、そうだとしたらお母さんは悲しいわ」

「あはは、そうだね」

　二人の男女が、顔を見合わせて笑う。

　……なんだ、この違い和わ感かんは。何かおかしいぞ。

　私は一体どうなったのだ。色々な事を考えるが、答えは出ずに思考の糸が絡からまってゆく。

　しかし同時に、頭は否定しつつも一つの答えが導きだされ、肝きもを冷やしてゆく。

「ねえ、抱だっこしてもいいかな？」

「ええ、大だい丈じよう夫ぶよ」

　幸せの絶頂、といった様子の夫婦が、私の両りよう脇わきへと手を伸のばす。

　私へ伸びるエルフの青年の腕に釣つられて視線を動かすと……ありえん、いくら老体とはいえ、私の胴どうが細すぎる。

　いや、ふっくらはしている以上細いというよりもこれでは……小さい。

「よーし、パパですよ～」

　そのまま、私の体は抵てい抗こうする間もなく軽々と持ち上げられてしまう。

「うふふ、ママのことも忘れちゃダメよ。ねえ、スラヴァちゃん？　私がママよ～」

　混乱の連続。その最中に我が名が呼ばれた事で、私は硬こう直ちよくした。

「ねえスラヴァ、スラヴァっていうのはなあ、伝説になった立派な武術家の名前なんだぞ！　あのアルマ様が尊敬した唯ゆい一いつのお方らしい！　立派に育つんだぞ～スラヴァ！」

　──いま、なんと？　アルマ様だと？　スラヴァとアルマ。その組み合わせに思わず頭が痛くなる。否定しつつも辿たどり着いた答え。己おのれの名前を呼ばれたことで荒こう唐とう無む稽けいと捨てたそれが返ってくる。

　もしや、私は本当に──この夫婦の子になってしまったのか!?

「んー、この耳の形はママに似たかな？　すらりとしていてとても綺き麗れいだ」

「あら、目鼻立ちは貴方あなたにそっくりよ。私達の息子むすこだもの、スラヴァはきっと素す敵てきな子になるわ」

　現うつつとは思えぬ眼めの前の光景を、否定出来る要素が何もない。

　強しいて言うなら、今際いまわの際きわに私が見ている夢と言うところだが──いくらなんでもこの意識のあり方は確りとしすぎている。

　で、あれば私は本当に──この夫婦の息子になってしまったのだろう。

　……ひたすら練り上げた人生の末、迎むかえた死。

　思わぬ形で反ほ故ごになった死しに神がみとの約やく定じよう。

　夫婦の腕の間を交互に巡めぐる私は、あまりの事に頭がついていかれずに──はたまた、幼児の本能に従ってか──ひどい眠ねむ気けに襲おそわれた。

　これで、目を覚ませば私は天にいるかもしれない。

　だがもし、もしまだ赤ん坊としてこの夫婦の元にいたのならば──

　今度こそ後こう悔かいのない人生を送ってみせる。

　一度は降りた武の頂への山道を踏とう破はし、今度こそ頂に辿り着いてみせると。私は固く誓ちかいを立てるのであった。








第一話　五＋百六歳の少年









　深い森の中。私は静せい謐ひつの中心で、座して瞑めい想そうを行っていた。

　瞑想は己を無に近付けることで自然と同調し、自らに巡る生命を確かめるシジマ流の基き礎そと言っていい修行の一つだ。

　足を組んで大地に身をおろし、黙もくして自然と調和する。こうすることで我が内に猛たける魔ま力りよくを鎮しずめ、精せい霊れいと心を通わせていく。

　草から伝わる青々とした、今にも薫かおりそうな生命の力。私の身体からだに流れる幼さ故ゆえの命の奔ほん流りゆうが、優やさしげな自然の魔力と交わり、穏やかな大河に変わる。

　赤ん坊の頃ころからの瞑想の成果もあるとはいえ、今この身に宿る魔力は既すでに達人のそれと比べても遜そん色しよくがないまでに達していた。

　まともに身体からだを動かす修行を行えていないため、まだ前世の私に追いつくことすら出来てはいないが、魔力だけ見ればこの歳にして前世の七割と言ったところか。こうも頭でっかちになるとは──まったく、エルフの魔ま法ほう親和性とは恐おそるべきものである。

　物心ついた頃──五歳になった私は、集落を囲む森に出て、遂ついに身体を動かす修行を始めようとしていた。

　子供の真ま似ね事ごとをするというのは、既に百歳を超こえた私としてはどうにも難しく、既に随ずい分ぶんとませた子供として通ってしまっているのだが……それでも、動くに不自然でない年ねん齢れいまで子供らしく潜せん伏ぷくした私は今日、遂に外に出て歩く事を許可されたのだ。

　一日中を瞑想の修行に充あてられたとはいえ、こうして自然と気を交える事すら出来ない四年間は、前世で命を尽つきさせた私にはとてももどかしい期間であった。

　だがそれも今日でお終しまいだ！　これからは思う存分修行に打ち込む事が出来る！

　スラヴァ＝ヴェサー改め、スラヴァ＝マーシャルの人生は今日から始まるのだ！

　時間を失っていく恐きよう怖ふから一転して与あたえられた、人間の十倍近くの時間。

　武を極きわめるに一番足りぬと、師匠ですら嘆なげいたものが我が手の内にある歓かん喜き。その喜びは、摩ま耗もうした精神をもってなお私の体験した中で一番強い喜びだった。

　と、そこまで考えたあたりで、私は急に身体から自然の魔力が散っていく感覚を覚える。

　年とし甲が斐いも無く、昂たかぶってしまったようだ。

「……いかん、精霊達を少し驚おどろかせてしまったか」

　身体から離はなれていく緑色の光を見ながら、私は呟つぶやいた。

　瞑想の途と中ちゆうにマナを散らしてしまうとは、いつ以来の事だったか。今は不思議とこの未熟さすらも気持ちが良かった。

　ともあれ、だ。念願の身体を動かす修行を始める事にしよう。

　昂ぶる心を抑おさえる事もせずに、いや──むしろ更さらに熱を入れつつ、私は集中を始めた。

　身体から魔力を取り出し、眼の前の無空に、人型の形を思い描えがく。

　すると、眼の前には私にそっくりの人型が現れていた。

　……正確に言うのならば、前世の私に似た人型と言うべきだろうか。

　魔力で出来たそれは顔もない、服の模様もないまさに人型といった形ではあるが、しっかりと触さわる事が出来る。

　また、その人型は私が念じるとおりに動かす事が出来る。

　……そう。相手に都合がつかぬ時であろうが、並ぶ実力を持つ武芸者がいない時であろうが──自分一人で実力が拮きつ抗こうした者と組み手を行う事が可能なのである。

　シジマ流では、これを「影えい舞ぶ」と呼んでいた。影かげと舞まう、という意味であるという。

　前世では死する三年ほど前から身体が動かなくなっていたから──今生と合わせれば、約八年ぶりか。知り尽くした相手を再び眼の前にした事で、武道への情熱が燃え上がるのを感じた。

「いざ尋じん常じように──」

　物言わぬ自らの分け身を前に、私は少しだけ攻こう撃げき的な笑えみを浮うかべた。

　縦に曲げた右腕うでを、顔の少し前に。前に伸ばした左腕は、腰こしの高さに。両の掌てのひらは開き、拳こぶしを打つよりも、打たれた拳を流す受けに優すぐれた形をとっている。

　もう何十年と続けた、シジマ流の基本の構えだ。

　分け身に使用した魔力と、身体に残した魔力はちょうど半分ずつ。

　同じ流派、同じ構え、同じ実力が故にほぼ同じ速度で、構えを維い持じしたまま距きよ離りを縮めていく──やがて、爆ばく薬やくに伸びる導火線が燃え尽きたかのごとく、両者が弾はじける。

　一いつ瞬しゆんの内に私同士を隔へだてる距離が消しよう滅めつし──森に、激しい打だ撃げき音が響ひびき渡わたった。

　鉄板すらも切り裂さく勢いで薙ながれた手刀を避さけ、その勢いを利用し、我が影を投げんとす。しかし影を動かしているのは他ならぬ私自身。全ての動きを読まれていた過程で、放ほうり投げられた影の体勢を宙で立て直す。

　体勢を立て直した影は、地面に着地すると同時に柔らかな土を蹴けり穿うがった。

　与えられた風の如ごとき加速が、私の身体を今度こそ捉とらえる。私が思い描いた影は全盛の私そのもの──リーチの差が、私の身体へと一いち撃げきを入れることを許した。

　……ふむ、成る程ほど、成る程。今の幼子の身体では、やはり手足の長さにちと欠けるか。

　しかし、その差を補う小回りと柔じゆう軟なん性が備わっているのもまた事実。

　強打により吹ふき飛んだ私は体勢を立て直し、影へと肉にく薄はくした。当然、私自身が操あやつる影は私の接近を視認している。影は私自身が一番困る行動──胴を狙ねらう蹴りを繰くり出す。

　だが私は、小こ柄がらな身体を利用して地面と足の隙すき間まに潜もぐり込んだ。小さな身体を生かす足運び。試してはみたかったが効果は上々といったところか。

　足を振ふるったままの影は、隙だらけと言うに相応ふさわしいものだ。私は、致ち命めい的てきとも言える隙に向かって掌しよう底てい打ちを叩たたき込む。

　掌を通し魔力そのものを打ち込む『勁けい』といわれるシジマ流初歩の攻撃技わざだ。子供の身体から繰り出されるものと連想するには不ふ釣つり合あいな爆ばく発はつ音が響き渡り、影が水平に弾はじき飛ばされる。

　……嗚あ呼あ、これだ。戦いくさの音、戦の臭におい。

　久しい戦いの、強きよう烈れつな陶とう酔すい感かんが私を包んでいく。もう歯止めが利きかぬ。

　弟子の修練にすら嫉しつ妬とし、指をくわえて見ていた頃から、実に八年ぶりの感かん触しよく。

　苦痛であるはずのそれが快感にすら思え、自分が被ひ虐ぎやくの趣しゆ味みにでも目覚めてしまったのではないかと錯さつ覚かくする。

　……いや、違ちがうか。私は自身の疑問に対し、武術家なんて皆みな、とんでもない被虐主義者で、嗜し虐ぎやく主義者に違いないと答えを返す。

　でなければ常じよう軌きを逸いつした訓練を、何年も続けられるものか。

　殴なぐり殴られ、蹴って蹴られて、投げて投げられる。

　実力が全く同じである以上、その闘たたかいはどうしても長きに亘わたるものとなる。

　結局私と私の闘いは、今修行をしているこの場の近くに、村の者の気配を感じ取るまで続けられた──




　　　　◆




「ただいま。父さん、母さん」

「ああ、お帰りスラヴァ──って、どうしたんだいその服は!?」

　家に帰って、帰宅を告げる挨あい拶さつをする私を迎え入れたのは、服の汚よごれに驚く父の叫さけびだった。

　見れば、なるほど。確かに服はあちこちが破け、泥どろだらけになっていた。

　……これは参った。心配だけはかけまいと身体の傷は魔法で完かん璧ぺきに治してきたのだが、服の方はそもそも直せぬということを失念していたようだ。

　年甲斐も無く──いや、そういえば今の私は五歳だったか。しかしそれに百と六を足したものが実際の年齢である以上、やはり年甲斐も無くはしゃいでしまったと言わざるを得まい。

　だが本当に参ったな。どう弁明したものだろうか。

「怪け我がは無いのか!?　どこかで転んだのか!?　痛いところは無いか!?」

　父、アラム＝マーシャルがその金の髪かみを振り乱し、走ってくる。

　エルフの社会では、男でも長ちよう髪はつというのは珍めずらしくない。故に、振り乱す。

　線の細い美青年、といった様子の彼には不思議とそんな長髪も似合っていて──やめよう。現状と向き合わねば。

「うん、ええと、転んでしまった。ごめんなさい、服を汚してし……汚しちゃった」

　未いまだ慣れない少年の言葉遣づかい。その言葉は自分で想おもうほどに無様なものだった。

　……そろそろ慣れねばならぬと理解してはいるのだが、どうにも歯がゆくて適かなわぬな。

　とはいえ、父を心配させてしまったという心苦しさは本物だ。

　こんな薄うす気味悪い子供に対しても全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを注いでくれる父だ、このように心を砕くだく様を見るのは、私としても心苦しい。

「怪我はないよ。痛いところもないから大だい丈じよう夫ぶ。でも、服はちょっと破け……ちゃった」

「ああ、スラヴァ！　……いいんだよ、君が無事ならパパは良いいんだ。服は少し勿もつ体たい無ないけど、代わりが利く。けど君はたった一人の宝物なんだ、危ない事は避けてくれよ？」

　少し芝しば居いがかった動作で私を抱だきしめる父上。……これもまた、何ど処こか慣れぬものだ。くすぐったい様な、恥はずかしい様な、しかし温かい。

「……ごめんなさい。次から気をつけるよ」

　私が呟くようにそう謝罪すると、私を包む父の手が離れ、今度は私の肩かたへと置かれる。

　──どう見ても二十かそこらにしか見えない父は、今年で百歳を超えたという。であるならば、私の実際の年齢とはそう離れていない事になる。

　人間とエルフでは寿じゆ命みようも、老いていく速さも違う。それは外見だけの問題ではなく、心もそうらしい。

　百歳前後のエルフは個人の差はあれど、みな人間で言えば二十そこそこにしか見えない。それは外見もそうだが、何よりも心の在り方がそう見せるのだろう、と思っていた。

「よし、スラヴァが分かってくれればいいさ。パパは何も言わないよ。でも今度危険な事をしたら、パパは凄すごく怒おこるかもしれない。それだけは分かってくれよ？」

「……うん、わかった。次からは気をつけるよ」

　なにやら納得した様子の父が、居間の奥へと消えていく。

　少し遅おくれて、厳しくも優やさしい母の声が此こ処こまで届いた。

　……やれやれ、自らが招いた事とは言え、少しばかり面めん倒どうなことになりそうだ。

「スラヴァ～？　ママは危ない事だけはしちゃいけませんって言ってたよね～？」

　居間の奥からやってくる、心配が故ゆえに怒った我が母マルタ＝マーシャル。

　今度修行をする時は、親を心配させるような事だけはやめておこう、と。

　いい歳をして親に説教をされるというみっともない真似をしてしまった私は、密ひそかにそう誓ちかうのであった。








第二話　空白の後の世界









　日々を修行に費ついやし、温かな村で暮らしていた私は、気がつけば十二歳になっていた。

　個人差はあるが、エルフの成長が急激に遅おそくなっていくこの年とし頃ごろは、エルフにとっても様々な節目となる。

　生誕から十二の年月を刻む日はささやかながらも祝い事を行うし、本格的に学校に通い始めるのもこの時期だ。

　人間であれば早くて四、五。遅くとも六歳ごろには学校に通い始めるのだが、そこはエルフという長命の種族。彼らの中にはやはり、緩ゆるやかな時間が流れているように思う。

　ともかく十二歳を迎むかえた私にも、節目が訪れていた。

　この歳としになると色々とやる事が出来てくるが、中でも私にとって一番大きな変化は学校に通う義務が出来たという事だった。

　一時期は文字を読む事が不自然でなくなるという理由から、学校に通う事を少し楽しみにしていたのだが……このエルフの学校というのはまた、随ずい分ぶんと曲くせ者ものであって──

「うう、スラヴァとお別れなんて寂さびしいわ……。長期休きゆう暇かには必ず帰ってくるのよ？」

「大げさだな。ああ、出来るだけ頻ひん繁ぱんに帰れるようにするよ」

「頼たのむぞー、スラヴァ。ママが落ち込んだままじゃパパまで落ち込んでしまうからね」

　先まずはこの学校というもの、大体が寮りようでの共同生活を強しいられるという事。

　誰だれに向けるわけでも無いとはいえ、この力はあまり示して良いモノではない。故にこれを隠かくすためには、寮という場所に於おいての修行方法を工夫する必要があるだろう。少なくとも、今までのように影えい舞ぶをする機会は減ってしまうはずだ。

　それでも、学問の修行と思えばこの程度の期間は我が慢まん出来た。今はなるべく自然に少年を装よそおうため、あえて文字を遠ざけて生活をしているのだが、しっかりと文字を学べばそれももう不自然ではなくなる。

　ならば所しよ詮せんは二、三年──それだけ我慢すれば良いと言うのならば、修行の不自由もなんとか我慢しよう、と私は考えていた。……考えてはいたのだが、私の見立てが甘かった事を知ることになるのは、そう遠くの出来事では無かった。

「ううー、でもスラヴァと満足に過ごせないなんて……。それも二年や三年じゃないのよ？　パパは寂しくないの？」

「勿もち論ろん寂しいさ。でも、学校に通うことでスラヴァが大きく成長してくれるなら、パパは我慢するよ」

　もう幾いく度ど目めになるかもわからない両親のやり取りを見つつ、私は溜ため息を吐ついた。

　聞くところによると、エルフの学校というのは通うようになる年ねん齢れいが遅いためか、少なくとも三年よりかは長い時間を通わなければならないらしい。

　たった三年間、闘いを我慢しただけで発はつ狂きようしそうになった私が、それ以上の期間を大人しくしなければならないのだ。

「……僕も、流石さすがに長いと思うかな」

「おやおや、スラヴァもママに似て寂しがり屋さんかい？　大丈夫、これから先の人生、学校に通っている時間なんてあっという間さ」

　当の父上のお言葉がこれである以上、やはりエルフにとって学校に通う期間程度は「たった」なのだろう。

　……ううむ、「かるちゃーぎゃっぷ」を感じるのう。

　前世では若者の言っている言葉の意味が分からなかったりしたものだが……種族の違いというのはそれ以上のものを感じさせるようだ。

「まあ大丈夫さ。きっと楽しいし、得るものも多いと思うよ。パパは応おう援えんしているぞ～」

　事実応援している気持ちは伝わっているのだが、やはり「他ひ人と事ごとと思って」という念がとれぬ。

　少しだけ恨うらめしげな視線を、親元を離はなれたくない子供の可愛らしい感情と勘かん違ちがいされ、私は隠す事もなくため息を吐いた──。




　　　　◆




　そこいらから聞こえる子供達の楽しそうな声を後ろに、私は本を読んでいた。

　私が居たアルトルの村とは違い、この辺りは非常に子供が多い。

　長命であるためか、エルフの子供というのはそう多く居ないのだが、ここはむしろ子供しか居ないのではないかと思うほどだ。

　それもそのはず。ここは私が住んでいた里から、馬車で一日と少し離れた場所にある、ミラフィア国立アルファレイア総合アカデミー。

　ミラフィアの国中からエルフの子供が集まるこの学校に、私は通っていた。

　当初の推察通り、やはり派手に身体からだを動かせない環かん境きように置かれた私は、文字を習ってすぐからこうして本を読んでいた。今までも字が読めないわけではなかったのだが、習った事もない字を読む子供が居ても不気味なだけだろう。

　しかし、こうして勉強をせざるを得ない環境に置かれてみると、武術以外でも何かを身に付けるというのは、なかなかどうして楽しいものだ。百年以上を一つの事に打ち込んだ実績と合わせて考えると、どうにも私は凝こり性しようの様だ。

「スラヴァくん、また本を読んでるんだ？」

　木こ漏もれ日びを受けながら本を読む私に、少女の声が掛かけられた。

　本に栞しおりを挟はさみ、声のした方向へ首を向ける。……そこには、織物のように滑なめらかな亜あ麻ま色いろの長髪を、後ろで二つに纏まとめた少女が此方こちらへ微笑ほほえんでいた。

　歳のころは──人間で言うのなら、十歳前後という所だろう。

　人ひと懐なつこい笑えみが特とく徴ちようの、少女らしい少女だ。

「セリアか。……うむ、今日は涼すずしいからな」

　面識がない者同士が集まった学校も、通って一ヶ月もすれば親しい者の一人や二人も出来るというものだ。

　私にとって、このセリアという少女は、今生で初めて出来た友人という存在だった。

　誰にでも優しく、明るい彼女はクラスの人気者で、どうやら最初は子供らしい明るさの無い私を心配して声を掛けてきたらしい。

　それをきっかけに彼女とはよく話すようになったのだが──セリアは同年代の者にしては、良く気が利きくし、考え方も少しだけだが大人びていた。

　その上で人懐こく物おじしない彼女は、私の知識が少しだけクラスの子供たちより進んでいる事を知ると、良く私に付いてくるようになった。

　疑問をこさえては私に答えをせがみに来て、そのまま笑い話の一つでもしながら、その日は共に過ごす。ゆっくりとした時間を続けて過ごす内に、私と彼女は共に一番の親友と言える関係になっていた。

　彼女がそんな事を話すと、クラスメイトの接し方も遠えん慮りよのないものになって来て、今では私も順じゆん風ぷう満まん帆ぱんな学園生活を楽しむ事が出来ている。

「えへへー、隣となり座っていい？」

「ああ、座りなさい。今日はどんな質問があるのかな」

「んーん、今日はいいの。スラヴァくんとゆっくり過ごしたくって」

　前世で娘むすめはいたが、今度は孫でも持ったかのような気分だ。孫でも遊びに来たらこんな感じなのだろうか。

「ねえスラヴァくん、何読んでたの？」

　穏おだやかな気持ちに包まれていると、ふとした拍ひよう子しに気になったか、セリアが私の手元に視線を落とした。

　……ふむ、私のイメージとはかけ離れている本ではあるが……見せても構わないだろう。

　余談ではあるが、私は知らぬ間に「お爺じいちゃん」と呼ばれるようになっていた。この年頃の子供というのは、変な感性が鋭するどく、侮あなどれぬ。

「これは、武術の歴史を記した本だよ。私の尊敬する人が、どう記されているかを知りたくてね」

　栞を挟んだ本が開かぬように、表紙がセリアに見えるよう本を傾かたむける。

　そこには、武術の歴史13048、と簡素に記されている。

　この13048、というのはエルフの使っている暦こよみの最新の──つまり、今年のものだ。

　エルフの歴史は、暦が出来てから千年かそこらの人間のものより、ずっと長いらしい。

「武術？　って、アルマさまがやってるやつ？」

　微笑んだまま首を傾けるセリアの頭に、浮うかぶ疑ぎ問もん符ふを幻げん視しする。

　……アルマ様、か。武術の神アルマ。そしてその師し匠しようスラヴァと言えば、エルフの国では知らぬ者が居ないほどに有名な人物だと聞いている。

　武の頂に到とう達たつすることが出来なかった私が語り継つがれている事に、とんでもないむず痒がゆさを感じてはいるが──それよりも気になるのは我が弟子、アルマの名だ。

　私の言いつけを守り、シジマの名を継いで精しよう進じんを重ねて名を残したのだろう。
















　それまでに一体どれほどの年月がかかり、そして身を練り上げた後に何を成したのか。

　そう、一番気になっている事を、今私は知ろうとしていたのだ。セリアとのゆっくりとした時間で忘れていたが、その事を思い出す。

　今までは中々欲しい情報を得る機会がなく、いざ堂々と文字が読めるようになってみれば、欲しい本は高価ときたもの。

　数年前から貰もらえるようになった、小さな菓か子しを買える程度の小こ遣づかいを貯ため、ようやく手にした『武術の歴史』……それがいま、私の手の内にあるのだ。

「そのアルマ様を私は良く知らなくてね。この本で勉強しようと思っていた所なのだよ」

「珍めずらしいねー。スラヴァくんの名前は、アルマさまのお師匠さまと一いつ緒しよの名前なのに」

　それは知っている、と口には出さず、苦笑いを浮かべる。

　何せ、私自身の事だ、と言っても誰も信じまい。変な子供と白い眼めで見られるだけだ。

「さて、私はこの本の続きを読みたいのだが、よいかな」

「んー？　大だい丈じよう夫ぶだよ！　スラヴァくんと一緒にいるだけで私は楽しいから！」

　花が開いたかと思うほど、屈くつ託たくのない笑みを浮かべるセリアに笑いかけ、私は栞のさらに奥の位置にある頁ページを開く。目当ての名前は──あった。

　……「アルマ＝シジマ」か。成なる程ほど、やはりあの子はシジマの名を継いだのか。




　アルマ＝シジマ。

　イワオ＝シジマが興おこしたシジマ流を継いだ武術家。

　元々は孤こ児じで、スラヴァ＝シジマ（スラヴァ＝ヴェサー）に養子として育てられることになる。時期を同じくして、育ての親であるスラヴァ＝シジマの姿に憧あこがれ、シジマ流の門を叩たたく。

　類たぐい稀まれな魔ま力りよくと、優すぐれた武術であるシジマ流を組み合わせ、数々の武術家を下していった。

　昨今では新人の育成にも力を入れており、各地でシジマ流開祖の名を冠かんしたイワオ＝シジマ杯はいを開き、有望な少年少女にシジマ流を伝える事を目的として活動している。

　実績を見れば公式戦において負けなしという輝かがやかしい戦績を誇ほこっており、彼女を歴史上最強の武術家と見る専門家も多い。（余談ではあるが、著者もその一人である）

　しかし、彼女自身は歴史上最強の武術家は自らの師匠であるスラヴァ＝シジマだと声を大にして公言しており、この事から彼女が師、スラヴァ＝シジマを深く尊敬している事が感じ取れる。

　また────……




　……なんと、まさかあの娘こがここまで大成していたとは。つらつらと記された輝かしい履り歴れきに、思わず私は破顔した。

　我が子のように思っていた少女は、予想以上に大きく成長していたようだ。

　あの真ま面じ目めな子だ、言いつけを守り、技わざを磨みがいていったに違ちがいない。

　セリアが見ている事も忘れ、強い笑みを隠かくしもせず、私は文章を読み進めていく。

　書いてある文章はまさにべた褒ぼめと言ったところで、にやけが止まらない私だが──ふと、違い和わ感かんを感じ取って眼をとめた。

「あれ？　どうしたの？」

　気に入らない事でも書いてあった？　と。

　隣のセリアが、心配そうな声を私に投げかける。気に入らない訳ではないのだが、気になる事が一つあったのだ。その声に対して、そう答えると私は一つ前の頁に戻もどる。

　気になっているのは、人物の概がい要ようにあった「昨今では」という一文。

　この書き方だと、まるで彼女が存命しているかのようだ。

　もしかすると、大成した弟子の顔を一目見る事が叶かなうかもしれぬ。

　思わぬ幸運に、私は酷ひどく興奮しながら、目当ての項こう目もくを探す──

　現在は13048年。それから換かん算さんして、アルマの誕生年が12700から12800年程度まで前の時間であれば、エルフの彼女なら十分に存命を見込むことが出来る。

　目当ての文字、誕生年の項目を見つけて私は歓かん喜きした。

　12956～……伸のばし棒の後に、数字はない。つまりアルマは生きているという事になる！

　奇き跡せきとはこのことか。私は弟子の成長を目まの当たりにする機会を与あたえてくれた天に、強い感謝の念を感じざるを得ない。

　これが誕生年という事は、逆算すればアルマは今──

「おや、その本は──」

　本を覗のぞき込む私とセリアの頭上から、凜りんと透すき通った女性の声が降り注ぐ。

　海すら己おのれを恥はじる様な、美しい蒼あおの長ちよう髪はつ。優やさしげな光を湛たたえながらも、鋭い厳しさを感じさせる瞳ひとみ──浮うき世よ離ばなれしたその美び貌ぼうに、私は覚えがあった。

「ふふ、なんだか恥ずかしいな。こうして自分自身が書かれている本を見ていると、むず痒い気持ちになるよ」

　本に掲けい載さいされた写真と全く同じ顔──

　いくらか歳としを重ねたとはいえ、忘れるはずのない愛まな娘むすめの顔が、私の上にあった。

　アルマ＝シジマ。12956年に生まれ、13048年現在にて健在。

　つまり、現在アルマは約九十歳。人間でいえば二十歳くらいの年ねん齢れいになっていて──

　今私が居る世界は、私の死後から今まで、三十年ほどしか経たっていなかった事になる。

　主観ではついこの間別れを済ませたばかりの、姿の変わらぬ愛娘を目もく撃げきして私は固まった。とうに老ろう婆ばになっているものという先入観があったが、予想以上に私は、近しい世に生まれ変わっていたようだ。

　……短すぎや、せんかのう……？

　凜とした女性に育ったアルマ。しかし、私にとっては私に縋すがり付いて泣き喚わめく彼女を見たのはついこの間であって──引退を表明した役者が一日二日で戻ってくるかのようなばつの悪さを感じながら、私の口はあんぐりと開いてゆく。

「あー！　アルマさまだー！　本物？　ねえ本物!?」

「ふふ、元気のいい子だ。ああ、本物だよ。もっとも、私なんかの偽にせ者ものがいるかはわからないけどね」

　エルフの間では知らぬ者がいない、伝説の武術家に、セリアが飛びついていく。

　十二歳の少女が相手とはいえ、全力のぶちかましとなるそれを、アルマは苦も無く受け止める。

　父が我が子にするように、豪ごう快かいに、されど優しく少女を振ふり回すアルマ。

　めまぐるしく動く視界に、セリアも楽しそうに叫さけび声をあげている。

　少しの間そんな戯たわむれを続け、やがてアルマはセリアを丁てい寧ねいに地面へと降ろした。

　セリアは少しだけ名残なごり惜おしそうだったが、それでも嬉うれしそうに地面を踏ふみしめる。

　……アルマは前世の私の前では常に敬語だったが……目の前の「アルマ＝シジマ」は、凜とした強い口調を操あやつっていた。

　私が死んでからこうなったのか、それとも私の前以外ではこうだったのか……そんなどうでもいいことを考える私の頭は、間ま違ちがいなく混乱していた。

「さて、少し聞きたいのだけど──その前に、君の名前は？」

「私セリア！　アルマさまはどうしてここにいるのー？」

「そうか、セリアというのか、いい名前だな。なに、少しこの学校に用があってね──ん？　もう一人いたのか」

　セリアと微笑ほほえましく話していたアルマが、私の存在に気付く。

　身を屈かがめ、私の顔を覗き込むアルマ。誰だれよりも見慣れている瞳と目が合うことで、妙みような気持ちが私に満ちていた。

　彼女を遺のこして死んだ気まずさとか、あれだけ色々言っておいて結局生きている──と言っていいのかはわからぬが、とにかく罪悪感のようなものだとか──

　渦うず巻まく思考の中、私の頭の中は強きよう烈れつな使命感が支配していた。

　我が娘だけには正体を明かしてはならぬ。

　自分で言うのもなんだが、スラヴァ＝シジマに心しん酔すいしていた彼女のことだ。エルフの少年となった私をまさか本人とは思わぬだろうが……何気ない仕草から気付くやもしれぬ。

　元々、スラヴァ＝シジマの死は確かな事実。死者は決して生き返らぬ。

　確かに私の心はスラヴァ＝シジマのものだが、今の私はスラヴァ＝マーシャルという名を持つ少年だ。であるならば、今の私はスラヴァ＝シジマではない武芸者を志すただの少年という事になる。

　──三十年も経ったのだ、スラヴァ＝シジマはとうに故人である。それは変わらぬ事実で、娘むすめも納なつ得とくしている事だろう。

　正体を明かすという選せん択たく肢しは無かった。何せ私自身が信じられなかったほどの奇き縁えんだ、悪戯いたずらに今の世をかき回す事は避さけたい。

　……などとは言うが、本音を言えば、前世の縁えにしは今の私に不要と言ったところか。

　晩年のアルマは、どうにかして私の名を表おもて舞ぶ台たいに広めようとしていたからな、多分、身を明かせば同じことがおきるだろう。せっかく手に入れた身軽な身体、今失うのは惜しい。

　名が売れれば、それだけ面めん倒どうなことが付きまとうのだ。

　しかし、いつ訪れるかは分からぬ話だが──武の頂に手がかかる頃ころには、彼女に正体を明かしても良いかも知れぬ。

　眼前の愛娘に身を明かしてやりたい気持ちを抑おさえ、私は正体を隠す意志を固める。

　やり直してまで得た時間だ。私は今生こそ、最強という幽ゆう玄げんに辿たどり着かねばならぬ。

　そうと決まれば、是ぜが非ひでもぼろが出ないようにせねば。

「む、ええと……初めまして？」

　なので、敢あえて自分に意識させるよう「初めまして」という言葉を使う。

　流石さすがのアルマとはいえ、ヒントなしでは眼前の少年が自らの師だとは夢にも思わんだろう。たどたどしい挨あい拶さつをした私に、アルマは微笑み掛かける。

「ああ、初めまして。セリアのお友達かな？　名前はなんていうのかな？」

　まあそれでも、私にとって一番困る質問が来るのは避けられぬのだが。

　私の名は前世の私と同じものというか、前世の私から「拝借」して付けられた名なのだ。

　アルマにその名前を言えば、恐おそらく苦い記き憶おくを想起させるだろう。出来れば偽ぎ名めいの一つでも用意したい所ではあるが──セリアが居るためそれも叶わぬ。

「スラヴァ＝マーシャルといいます。両親からはアルマ──様のお師し匠しよう様から貰った名だと聞いております」

　故ゆえに、悩なやむ素そ振ぶりもなく打ち明ける。私の存在を隠すと決めた時から、縁を持つ者に名前を聞かれたら素す直なおに答えよう、と決めていた。

　娘の名前に様を付けるというのはやはり凄すごい違和感で、思わずそのまま呼びそうになってしまったが──なんとか堪こらえたのは不幸中の幸いだ。

「……そうか、師匠の名から──」

　さて娘はどう思うか。そんな私の疑問は、悪い方の予測が当たってしまったようだ。

　微笑に僅わずかな影かげを落とし、アルマは俯うつむいた。その目には、僅かな涙なみだが湛えられている。

　……三十年も経つと言うに、まだ悲しみを捨てられぬか。元は人間である私からすれば長く感じる三十年という期間も、エルフにとっては長い時ではないので無理もない。

　流石に娘の涙を見ては、今すぐにでも私の正体を打ち明けてやりたいという気持ちも生まれるが──どの道信じるかも分からぬ。そう言い訳をし、私はアルマの言を待った。

　やがてアルマは、涙を飲み込んで笑えみを作った。

「良い名前だ。その名前は、史上最も強く、最も偉い大だいな武術家の名前だ。名前に見合う、立派な男の子になるんだぞ？」

「は、はい……」

　微笑むアルマは、もう元の調子に戻っていた。……我が娘ながら強い子よ。

　しかし最も強く、最も偉大とは、いくら親とはいえ買いかぶり過ぎではないだろうか。

　他人の視点で自分への評価を聞くなどという、奇き異いな体験をする事になったが……流石に恥ずかしいのう。

　思えば、前世ではもはや宗教のように私を慕したっていた時期もあったな。あの時期にしっかりと私への想おもいを矯きよう正せいしておくべきだったか。

「さてと。それじゃセリア、スラヴァ。少し聞きたいんだけど、校長先生が居おられる部屋は何ど処こかな？」

　調子を取り戻したアルマが、私の顔を覗き込むために屈めていた体勢を正す。

　そういえば、先ほど聞きたい事があると言いかけていたな。確か校長室の位置だったか。

「ああ、それでしたら……いや、ご案内しましょう。少し複雑な構造をしているため、上う手まく伝える自信がありませぬゆえ」

「そうかい？　ならお願いしよう」

　少しだけ入り組んだ位置にある校長室へと効率よく案内するため、私は『武術の歴史』を鞄かばんに入れて立ち上がった。

　私の申し出を受け、アルマは顔に喜びの色を浮うかばせた。

「わーい、アルマさまと一いつ緒しよだー！」

「おっとっと、元気だなあセリアは」

　立ち上がったアルマへと、嬉しそうに飛びかかるセリア。

　先ほどのようにそれをなんなく受け止めると、アルマはセリアを自らの腕うでにかける。

　人間で考えると二は十た歳ちくらいの少女にとって、いくら小こ柄がらとはいえど少女一人を片かた腕うでで支えるのは軽いとは言えぬ加重であろうが──アルマは、やはり重さなど感じさせない足取りで歩いている。

　すこし眼めを凝こらせば、非常に滑なめらかで力強い魔ま力りよくがアルマを覆おおっていた。うむ、瞑めい想そうを欠かさずに続けているようだな。

　思わぬ所で弟子の成長の一いつ端たんを知る事となり、私はつい嬉しくなって頷うなずいた。




　　　　◆




「では皆みなさん揃そろいましたので講堂へと移動しましょう」

　アルマの案内を終えたあと、教室へ戻もどってうつらうつらとしていた私は、担任のフィンレイ＝マクガヴァン教きよう諭ゆが発した声で我に返った。

　穏おだやかな顔をした教諭の顔が、クラスを見回す。釣つられて視線を横に向けて見れば、今日欠席している男の子を除いた殆ほとんどが席に着いていた。

　そういえば今日は午後から集会があると言っていたか。

　十二歳になったばかりの子供達を集め、引率する教師に付いていく。何な故ぜだか学級を纏まとめる委員長に抜ばつ擢てきされてしまった私は、フィンレイ教諭のま後ろに並ぶ事になっていた。

　委員の仕事として、列になった子供達の中に居ないものが無いか等を確認していく。

「先生、全員居ります」

「はい、ありがとうございますスラヴァ君。では移動しましょうか」

　私の報告を受けた教諭は、一度自分の眼でさっと列を確認してから、歩きだした。

　まるでひな鳥か何かのよう。教諭の後ろに付く私が歩くと、前の教諭に付いていかんと二十数名の生徒達が歩きだす。

　他のクラスや学年の者達と合流し、同じペースで歩きながら、やがて私達はアルファレイア総合アカデミーの誇ほこる講堂へと到とう着ちやくする。

　やたらと流りゆう麗れいな装そう飾しよくが施ほどこされているのは、何か意味があるのだろうか。聞けば非常に頑がん強きようなつくりでもあるという。美と機能美を好むエルフの文化の一端に首をかしげながらも、講堂に到着した私は、私達のクラスに割り当てられた場所へと腰こしを下ろした。よっこらせ、などと言葉が出てしまう辺り、前世の癖くせが抜ぬけきっていないことを実感する。

　……さて。一体この集会では何を話すのだったか。

　壇だん上じようには既すでに校長が準備万ばん全ぜんといった状態で立っていた。

　エルフの血を継つぎつつもなお、白はく髪はつと白髭ひげでいっぱいになった顔。噂うわさでは千歳を超こえていると聞いたが──人間の歴史が刻まれ始めてすぐから生きているとは、それはもはや化石ではないのか。出来る事なら私もあれほどの時間が欲しいものだ。そうすればきっと、武の頂を覗のぞきうるだろう。

「あー、ごほん。みな聞こえるかのう」

　壇上に設置された、拡音の魔ま石せきを通し、校長の声が広い講堂の隅すみ々ずみまでいきわたる。

　私が嫉しつ妬とを感じている間に、学校中の生徒達が集まり終えていたようだ。

　気がつけば午後の集会は始まろうとしていた。

「うむうむ、聞こえておるようじゃのう。皆みな行ぎよう儀ぎが良くて大変結構。では校長の長い話と馬ば鹿かにされる前に、さっそく本題に入ってしまう事にするかの」

　自らの長い髭を撫なぜながら、エルフの老人は朗ほがらかに笑う。

　言うとおり校長という存在の話はやたらと長い事が多い。百年以上前の話故、おぼろげな記憶だが──人間の頃通っていた学校の校長は、話が長かった気がする。

　あの頃はその話に意義を見み出いだせなかったものだが──きっとそれは今でもそうだろう。学を重ねてきた老人ならともかく、私は強さだけを求めてきた馬鹿だ。多分、話の内容など頭に入らない。

　そういう意味では、校長の判断は英断である。

　この年とし頃ごろの子供もまた、大いにやんちゃだ。小難しい話など理解出来まい。

「うむ──では、入ってくれ」

　校長は生徒達に向けていた視線を、左へと向けなおした。

　講堂の左右は別の入り口から出入り出来るようになっているため、私から見て右の方向から誰だれかが現れるのだろう。

　さて誰が来るというのだろう。推察しようと頭を動かし始めた瞬しゆん間かん、それは現れた。

　……穏やかな歩調に合わせて揺ゆれる、蒼あおい長ちよう髪はつ。

　先ほど間近で見たばかりのそれが、遠くで揺れる。……噓うそじゃろう。

「では、挨拶を。アルマ＝シジマ殿どの」

「承うけたまわりました。……知っている者もいるかもしれないが、私はアルマ＝シジマという者だ。本日から此方こちらの学校で、君達に武術を指導する事になった。──君達には武術を通じて、身体からだ以上に心を鍛きたえていって欲しいと思う。短い間ではあるが、宜よろしく頼たのむよ」

　直後、巻き起こる大だい歓かん声せい。海鳴りを思わせるような大声が、私の身体を叩たたく。

知っている者もいるかも──どころではない、これでは知らぬ者など居ないのではないか。そう思わせるほどの熱気だ。

　流石に比ひ喩ゆと思っていた形容が、比喩でなかった事に口が開く。

　しかも武術を教える、とは。姿を隠かくし通すなど出来るのだろうか。

　ただでさえやり辛づらい修行がさらにやり辛くなった瞬間を悟さとり、私は大きくため息を吐ついた──。
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「それではスラヴァにシド、お互たがい準備は良いか？」

「はい」

「はいっ！」

　アルマがこの学校にやって来てから数日、アルファレイア総合アカデミーの昼下がり。

　頑がん丈じように造ってあるこの講堂で、私はクラスメイトと向き合っていた。

　体育の一いつ環かんとして新たに設立された武術の授業。その中で、練習試合を行うためだ。

　その為ための場所として多少無理をしても壊こわれない講堂を選んだらしいが──まさかこの為に頑丈に造ったわけではあるまいな。

　しかし、練習試合の形とはいえ、私としては久方ぶりに人と対たい峙じする事になるな。

　私と対峙する少年の名はシド＝オールダム。

　エルフの国から出て、立派な冒ぼう険けん者として名を残したいと公言する、大志を抱いだく少年だ。

　活発そうに散らされた緑の短たん髪ぱつに、眼付きの悪い、攻こう撃げき的な瞳ひとみ。

　普ふ段だんの素行はあまりいいとは言えないが、私はこの小こ僧ぞうが嫌きらいではなかった。

「へへっ、いつも本ばっか読んでる奴やつには負けないぜ！」

　確かに彼は悪戯いたずらも良くするし、口も悪い。勉強の時間だって良く寝ねている。

　だがこうして身体を動かす機会には大いにはしゃぎ、意い欲よく的に取り組んでいる。

　特にこの武術の授業に対しては、大層楽しそうに取り組んでいた。

　良くも悪くも純じゆん粋すいなこの少年は、子供らしさに満ち溢あふれて気に入っていた。

「先ほど教えた事をしっかりと守り、正々堂々と勝負するように。それでは──構え！」

　強くは当てない。そして眼潰つぶしや金的などは禁止。危ないと感じたらすぐに攻撃を止める事。アルマが提示した条件は、大きくこの三つだ。

　どちらかに一つでも破る意志があると感じた場合は、アルマが戦せん闘とうを中止させるという。

　試合の邪じや魔まにならぬ位置にいるアルマだが、今の彼女ならばそれをする事は容易だろう。

「いくぜスラヴァ！」

「──応。遠えん慮りよをせずにかかってくるがいい」

　試合の開始が宣言されると、私は幾いく千幾万と取ってきた構えを取った。先ほど習ったばかりのものとはいえ、習った以上は使っても問題はないだろう、シジマ流基本の構えだ。

　我が偉い大だいなる師、イワオ＝シジマが編み出した、受けに優すぐれたこの姿勢。

　私が師し匠しように師事し始めたころはまだまだ珍ちん妙みような構えという扱あつかいだったが──今や幾つもの分流を持つシジマ流。もはやこの構えは武術の基本と言ってもいいものとなっている。

　この構えの起こりからを知る私にとっては随ずい分ぶんと感かん慨がい深い。旧友に再会したかのような感情を覚え、私は微笑ほほえんだ。

　対するシドも、構えは同じモノ。ただそれは動きの本質などまるで理解していないため、見様見真ま似ねで取られた単なる姿勢に過ぎない。

　弟子を取る度たびに覚えていた、妙な微笑ましさ。相手が武術の「ぶ」の字も知らぬ少年とは言え、こうして試合の形を通して指導出来る事は嬉うれしく思える。

　さて。後はアルマが試合開始の合図を下すだけなのだが──何い時つまで待っても、アルマの凜りんとした声が発される事は無い。疑問に思った私がアルマの方を見ると──アルマは、口をあんぐりと開けて固まっていた。

「おいせんせー、どうしたんだよ？　早く始めようぜー？」

　構えを解いたシドが、腕を頭の後ろで組み、呆あきれたように発する。

「え、あ──ああ、済まない。悪いが、二人とも構えなおしてくれ」

　疑問を感じていたのは私だけではなく、シドも同じくしていたようで──アルマは、シドの声を受け、呆ほうけていた表情を普段のものへと正す。

「あの構えはまさか……いや、でも完成しすぎている──？」

　私が構えを正し、シドが色々と考えながら間ま違ちがいだらけの構えを形作っていく最中、アルマは何かを呟つぶやいていた。しかし、この距きよ離りでは流石さすがに聞こえぬ。

「では、用意はいいか？　──始めッ」

　だが今はそんな事はどうでもいい。若い芽と対峙するなど何年ぶりの事か。

　勘かん違ちがいをした武芸者見習い共どもを処理するのとは違ちがい、若い芽を伸のばして行くというのは武術家にとって至上の愉ゆ悦えつが一つだ。

「でりゃあっ！」

　試合開始の合図と同時に、先ほど苦心して取った構えなど何ど処こに行ったか、まっすぐに距離を詰つめて馬鹿正直な拳こぶしを繰くり出してくるシド。守りの構えから繰り出すには向かぬモノだが、そもそも構えが崩くずれている以上関係もない。

　──宜よろしい、非常に子供らしい屈くつ託たくのない拳だ。空白で出来た純粋さ、この先何をどれほど詰め込めるのかと思うと思わず笑みが零こぼれる。

　だが私も一いつ介かいの武術家──子供のころに抱いた「最強」の夢を諦あきらめきれぬ武芸者の一人なのだ。いくら練習試合でもわざと負けてやるような大人げは持ち合わせていない。

　前に置いた手を、シドの腕うでに添そえるように動かし、まっすぐな力の向きを複雑に操あやつる。

　力も魔ま力りよくも殆ほとんど込めず、私はシドの腕を起点として、シドの体勢を崩した。

　迎むかえ撃うつのではなく迎え入れるように。打ち消すのではなく、飲み込むように利用する。

　体勢を崩されたシドの脚あしを、私は軽く払はらった。するとどうか、シドの身体は子供の小こ柄がらとは言え、重さを失ったかのように──回転しながら宙に放ほうり投げられる。

　啞あ然ぜんとするアルマと子供達。人が宙に浮うくという現象に歓かん声せいを上げる一部の子供達。

　これが力に対し武で当たるという事。幼き子にそれを示し、私は宙に浮くシドが落下し始めると共に彼の身体を優やさしく、落下の力を殺すようゆっくりと受け止めた。

「え、あれ？　俺、今──負けたのか？」

「うむ。アルマ様が言っていたであろう、これが力に頼たよらぬ理り合あいの『武』だ、シドよ」

　シドの後頭部に手を添え、地面すれすれの所で浮かしている状態。視界に映る天てん井じようと私の顔を見てようやく現状を認識したシドは、夢でも見ていたかのようにそう呟いた。

「す、すっげー！　さすがお爺じいちゃん！」

　派手な動きに歓声を上げた一部の生徒が叫さけぶ。気がつけば、私は拍はく手しゆに包まれていた。

　晩年は歓声など煩わずらわしいだけの雑音と感じていたが──純粋な子供達の賛辞というのは、中々に微笑ましいものだ。

　純粋な子供達とは言うが、そういえば私も今は年とし頃ごろを同じくする子供だったか。

　未いまだ慣れぬ現状に僅わずかな苦く笑しようを浮かべ──直後、固まった。少し待て。今私は何をした？

　確かいい感じに気持ち良くシドを投げ飛ばしたような。一つ一つ行動を思い返してゆく。

　──自分のしでかした事を理解したとたん、私は顔色を青ざめさせた。馬ば鹿かか私は。苦笑は、引きつった笑えみへと変わっていく。

　当初の予定では、そう。殴おう打だを受け流し、足払ばらいでシドを転てん倒とうさせるまでが決めていた流れだった。

　だがその後がいけない。

　私が今行ったのは「映うつし木この葉は」と言われる、シジマ流の技わざだ。

　敵の身に木の葉の軽さを映し出す、遠心力と呼ばれる回転の力と、他ならぬ相手自身の力を利用して空中にて勢いを付けた頭を地面に叩きつける。シジマ流の全ての技に通ずる基本技術の粋すいを集めた応用技だ。

　身体全体が硬こう直ちよくしてしまったかのよう。錆さびついた扉とびらのようにぎこちない動きで、私はアルマの方を覗のぞき見る。

「スラヴァ……君はその技を、どこで？　いや、何処で身につけたかはどうでもいい。その歳としで、どうやってそこまでその技を作り上げた──？」

　……やってしまった。何千何百と刷り込んできた技だ、無意識に出てしまったといえばそれまでだが──何もこんな場所で。

　それは私にとって呼吸の様なものとなっていたようだ。思わぬ愚おろかに、頭を叩たたきたくなる。しかし、自分を戒いましめるのは後だ。

　スラヴァ＝シジマの技を一番近くで見続けてきた我が娘むすめ、その表情は表現しがたい困こん惑わくに包まれている。……今はとにかくこの場を切り抜ぬけねば。

「ああ、えと……父がシジマ流を習った事があるらしく……。全ての基本を集めた「映うつし木この葉は」は物心付きし幼少から教え込まれていた技で──。ええと、確かに今日武術を学び始めたばかりの初心者に使う技ではなかったと、今では反省しています──」

　かえって饒じよう舌ぜつ過ぎただろうか。よくもまあすらすらと。自分でもそう思うほど「らしい」言い訳を述べた私は、反省しているかのような表情を作り出す。

　父がシジマ流の者というのは真っ赤な噓うそだが、シジマ流が興おこった当時ならさておき、世界中にシジマの分流がある今ならそう信しん憑ぴよう性の無い話でもない筈はずだ。

「幼少のころからその技を……？　……何歳から始めたのかな」

「五つの時からです。でも、これ以外の技はやがて教えると言われ、教わっていません」

「ではこの技のみをひたすら磨みがき上げた……と？」

「は、はい……」

　……我ながら演技も板に付いたものだ。完全に「武術をひけらかしてしまい反省する子供」を演じていると思う。

「いや、これから私が教える事だ。その辿たどり着く先を見せたのは──まあ、褒ほめられる事ではないが、これがシジマ流の試合である以上咎とがめる事でもない。技を掛かけた相手への配はい慮りよも良し。……完かん璧ぺきな『映うつし木この葉は』だった。君は筋がいいな」

　ややぎこちないものながらも、アルマは笑顔を見せた。

　……な、何とかなったか。これに懲こりて注意を払う必要があるな。

　全く、馴な染じませた動作を意図的に抑おさえるなど、かえって武術から遠のいてしまいそうだ。だが、とっさにフェイントを入れる時などには生かせるかもしれぬ。

　ひとまず去った危機に胸を撫なでおろし、私は手に抱かかえたままのシドを立たせる。

　呆けたシドが覚かく醒せいすると同時に、アルマが私達を試合場から出るよう指示する。

　しかし危なかった。あの子の前でシジマの技を使う時は気をつけねば。

　この武術の授業の厄やつ介かいさに気付いた私は、汗あせを拭ぬぐう。

　すると、いつの間にか隣となりに座っていたシドが運動着の端はしをつまんだ。

「……どうかしたかな」

　その瞳が何かを語りたげにしていたので、一応は年長の者として促うながしてやる。

　寸止めとはいえ、シジマの技を掛けたのだ。恐きよう怖ふ感かんでも抱いていないと良いが。

「スラヴァ、すっげえな。どうやったらあんなに強くなれるんだ？」

　そう聞くその表情は、私の予想とは真反対の尊敬の眼まな差ざしに変わっていた。

　……ふむ。どうしたら強くなれるか、か。それは私が知りたいところだ──と言いたいが、一つだけ分かっている事を教えてやるとしよう。

「日々の精しよう進じんあるのみ、だ。強い意志を持って長い時間をかければ、シドとていずれ私と同じ場所へと上のぼり詰める事が出来よう」

「精進……？　頑がん張ばるってことか！　よっし、いつか絶対勝ってやるぜ！　見てろよ！」

　やはり、この年頃の子供というのは眩まぶしいものだな。

　自分もその眩しい年頃と同じ歳という事も忘れ、私は笑みを作るのであった。




　　　　◆




　──エルフの学校、ミラフィア国立アルファレイア総合アカデミー。

　国中からエルフの子供達が集まる学校で、唯ゆい一いつ大人達が集まる部屋──職員室に、絶世の美女と表しても事足りぬ女性が一人唸うなっていた。

　約九十歳という、エルフとしてはまだ若い身ながら、伝説として歴史に名を刻む武術家──アルマ＝シジマだ。

　シジマの名を継つぐに相応ふさわしい少年や少女を発はつ掘くつする為ため、若い芽の育成に力を入れる彼女。

　十年単位で国や学校を渡わたり歩く彼女は、ようやく訪れた国内最大の学校で気になる少年を見つけていた。

　手元にはクラス全員の情報を網もう羅らした名めい簿ぼが開かれていて、開かれたページには、スラヴァ＝マーシャル……今は亡なき師と同じ名前を持つ少年の情報が掲けい載さいされている。

「……私もどうかしているな。あんな少年に師し匠しようの面おも影かげを重ねるとは」

　目にしていた書類を机に置き、アルマは天を仰あおいだ。想おもうは、人間という種族であったために、エルフからすると余りにも若くして逝いった偉い大だいな師の顔。

　種族は言うに及およばず、眼も鼻も耳も、体格すら似つかぬ「スラヴァ＝マーシャル」という少年。礼れい儀ぎ正ただしい少年というのが、アルマがスラヴァに対して抱いだいた第一印象であったのだが、彼のクラスで初めての授業を行った今、アルマはこの少年への印象を改めていた。

「全く似ていないと言うに……何な故ぜ私は師匠を重ねているのだ」

　既すでに自身の中では答えの出ている疑問を、あえて口に出すことでその理由を再確認する。

　……あの「映うつし木この葉は」の流りゆう麗れいな迄までの完成度──一いつ瞬しゆん別の技ではないかと勘違いするほどに昇しよう華かされたシジマの技が、そして何よりそうある事が自然であるかのようなシジマの構えが、師・スラヴァ＝シジマの姿を浮かび上がらせる。

「同じ名にこの奇き縁えん──師匠、貴方あなたの導きだと言うのですか？」

　今は天に居る師に語りかけるアルマ。その答えが、返ってくる筈もない。

　しかし彼女は、一つの事を決心していた。──ようやく見つけた。

　瞳ひとみに灯ともる意志の炎ほのおが、燃え上がる。色を失ったような世界に、再び色が浮かび上がる。

「師匠……私は、ようやくシジマの名を託たくせる後こう継けい者しやを見つけましたよ」

　天に向け、アルマは再び呟く。

　……まさか天に居る筈の師が、この少年本人だとは露つゆ知らず。

　話題に出された少年は、絡からみつつある前世の縁えにしに小さくくしゃみを吐はき出すのであった。








第四話　「自分」の話









　柔やわらかな日差しが丁度良く体を温める絶好の陽気の中に私は居た。

　時刻は昼を回ってすぐというところだろうか。腹はちょうどよく空すいている。

　普ふ段だん身を置くものとは少しばかり様子の違ちがった活気。

　楽しげな人々の声というのは学校にいる間も良く聞くものであったが、それでも今私が身を置いているのは、子供達の楽しげな声ではなかった。

「あー、見て見てスラヴァくん、あれすっごく美お味いしそう！」

　そんな活気に混じり、私の袖そでを引っ張る明るい声。

　聞きなれたセリアの声に、ふと顔を向ける。

「どれどれ──なるほど、蜂はち蜜みつのパンか。セリアは本当に甘いものが好きなのだな」

「えへへー、乙女おとめは甘いものには目がないんだよ？」

　セリアが指差す方には、金色の光こう沢たくに包まれたパンを売る屋台があった。

　──今日は週に二度しかない休日。本来ならば修行に充あてるこの日だが、今日は少しばかり様子が違っていて。

　私は学友であるセリアとシドと共に、アルファレイアの街へと繰くり出していた。

　特に目的もなく、強しいて言うのならばただぶらぶらと歩いて買い食いでもしようというのが目的だ。

　前世の私であれば無む駄だと断じていたところであろうが、たまにはこんなのも良いかも知れぬと思えるのが不思議に思う。

　一回死ぬ事でかえって心にゆとりでも出来たのだろうか。私的には、自分のこの変化は悪くはない傾けい向こうに思える。

「甘いもんも良いいけどよー、俺はしょっぱいもんが食いたいな」

　頭の後ろで腕うでを組みながら言うのは、武術の授業で打ち解けてから、共にいることの増えたシドだ。友好的に接してくるこの少年を、私は気に入っていた。

　最近では、シドとセリアと私、この三人で共にいることが多い。

　だが、今日は少しばかり様子が違っていて──あと一人、この輪の中にいる者が居た。

「まあまあ、時間は沢たく山さんあるんだ、ゆっくりと見て回れば良いだろう」

　にこやかに二人を諫いさめる、優やさしげな声。

　沢山の人々が行き交かうこの往来で、誰だれもがふと足を止めたくなるほどの美び貌ぼう。

　アルマ＝シジマ。このエルフの国において、殆ほとんど知らぬ者の居ない生きる伝説だ。

　──また、今の私にとっては少しばかり悩なやみの種でもある。

　前世の私というものをアルマ以上に理解している者は、そうはいない。

　折角手に入れた自由な立場をふいにしたくはないため、我が娘にだけは正体を気取られる訳にはいかない。故ゆえに少人数で顔を会わせ続ける状じよう況きようは、なんとなしに居辛づらさを感じてしまうのだが……

「こうやって教え子と遊びに出るというのも、新しん鮮せんで良いものだ。元気な子達を纏まとめるのは大変だと思うが、スラヴァは大人だな」

「……私などまだまだ。それよりも、先生も楽しんでいますか？」

「ああ、私は楽しんでるよ」

　それでも、前世でこうしてアルマを遊びに連れて行ってやる事は殆ど無かったことを思い出してしまうと、こんな時くらいは──と思ってしまう。

「そうですか、ならば、よかった」

　ゆっくりと、確認するように呟つぶやいた。届けるつもりはなかったが、小さな声は雑ざつ踏とうにかき消されることなくアルマの耳に届いたようだ。

　すらりと伸のびる脚あしが折り曲げられ、私とアルマの視線が同じ高さに合わせられる。
















「ふふ、ありがとう。優しいな、スラヴァは」

　アルマは優しげな笑えみを湛たたえながら、私の頭に手を置いた。

　……そういえば、良くこうして頭を撫なでてやったな。

　何の因果か、今ではそれが逆の立場になっているとは、なんとも奇き妙みような話よ。

「ねーアルマさま、スラヴァくん、そろそろご飯にしようよ」

「ああ、そうだな。さ、スラヴァ、行こうか？　セリア達も、もう我が慢まん出来ないみたいだ」

　蒼あおい髪かみを揺ゆらしながら、アルマは凜りんとして立ち上がった。

　今は私よりも背の高いその影かげに入るようにして、私はアルマに追従する。

　向かう先は、蜂蜜のパン屋ではなく、シドの居た牛ぎゆう串くし屋の方だ。

　甘いものは、食後に回すのだろうか。私としても、すきっ腹には塩気のある食べ物の方がありがたい。

「やっと来たかー！　もう腹ぺこぺこだぜ！」

「すまんな。……さて、どうする？　此方こちらで食っていくのか？」

　列に合流しながら屋台の隣に設置された、簡素な椅い子すと机を見て取り、私はどちらにともなく疑問を投げかけた。

「そうしようよー。それでね、蜂蜜のパンを食べながら街をお散歩しよう？」

　答えたのは、セリアであった。

　そういえば蜂蜜のパンもを食べたいと言っておったな。

　であるならば、串とパンを持ちながら歩くというのはちと難なん儀ぎなことか。

「少しお行ぎよう儀ぎが悪いが、たまには食べながらぶらぶらと歩くのも楽しいかもしれないな。でも、蜂蜜のパンなんて服なんかに付いたら大変だ。十分気をつけて歩くんだぞ？　最近はこの辺りでも治安が悪くなってきているからな。トラブルは出来る限り避さけよう」

　そんなセリアの声に反応を示したのは、アルマだった。

　少女を残したその表情は、いかにも楽しそうだという色に染まっている。

　アルマは昔から甘いものが好きだったな。今でもそれは変わっていないようだ。

　……それでも、一応は注意を促うながすあたりは臨時とはいえ教師らしいといえる。

「おっちゃん！　牛串二本くれ！　あと白パンも！」

　……などと考えている間に、いつの間にか順番が来ていたようだ。

　財布の中身は、両親から少しだけ小こ遣づかいを貰もらっているため、このくらいは大だい丈じよう夫ぶだろう。

　成績優ゆう秀しゆうという事で貰った小遣いだが、この歳になって小遣いを貰うとは少しばかり情け無い。だがそれでも今の私には収入を得る手段が無かった。

　今の所は、何い時つしか返そうと思いながらありがたく受け取っておくしかないのである。

「私も牛串を一本と白パンを。牛串の塩気は少なめに頼たのむ」

　難しいことは後にしよう。今はとりあえず、学友達との休日を楽しもうではないか。

　前世でもあまり贅ぜい沢たくな食事を取ることは無かったが、それでも食べることは好きだ。

　晩年に根付いた、好みの薄うす味あじを注文し、私は僅わずかに心を躍おどらせるのであった。




　　　　◆




　牛串の屋台を後にした私達は、アルファレイアの街を歩いていた。

　目当ての蜂蜜パンを手にした少女達は満面の笑みで、小さな幸せを嚙かみ締しめている。

　──思わず、息を吐く。こんなにゆとりを持って散策するなど何年振ぶりのことか。

　前世では殆どの時間を強さの獲かく得とくという一点のみに向けていたからな──エルフに生まれ変わることで、少しは彼らのゆとりを見習うことが出来ただろうか。

　しかし、こうして自らの足で街を巡めぐってみると、元人間の私としては目新しい発見が多いな。私は、前世で訪れた色々な国の情景を頭に思い浮うかべる。

　人間の国、エルフの国、魔ま人じんの国、獣じゆう人じんの国の四つの国からなるこの世界。源流を同じとする一つの種族から分かれたにしては、どれも面おも白しろい特色があった。

　人間の国で長く過ごし、そこに骨を埋うずめた私から見ても、エルフの国の街というのは人間の国のそれと大きな差異は見受けられなかった。だがよく見るとエルフ以外の種族は殆ど歩いていない。やはり、生前に受けていた印象どおりにエルフの国はある程度閉へい鎖さした文化を持っているようだ。

　ただ、やはりエルフの人々は行儀がいいと言うか──人が多いというのにこの街がある程度平和というのも面白いところだ。魔人の国に行った時は驚おどろいたものだ。街並みで言えばあまり違いはないのだが、あちらは非常に治安が悪かったことを思い出す。

　ただ、獣人の国は見て分かるほどに特とく殊しゆであったな。獣人以外の三つの種族にはコレといった特とく徴ちようがあるのだが、獣人は耳の形や尻尾しつぽなど、身体的特徴が人によって違っていたのだ。また、その街並みも特殊だ。師し匠しようが二度と戻もどることの叶かなわぬ、遠い故郷に良く似ていると言っていたあの街並み。不思議な情じよう緒ちよがあったあそこは、機会があればもう一度訪れてみたいものだ。

　──一口で「人」とは言っても、考えれば大きな違いがあるものだ。

　文化や発展、人ひと柄がらなど、どれをとっても違う。

　そんな感覚の違いからか、エルフの感覚から言えば一昔前、人間の感覚で言えば遥はるか昔には戦争があったという。

　現在では戦争などとっくの昔に終わっていて、孤こ高こうを貫つらぬく魔人を除いた三つの種族が手を取り合っているが、エルフの国が閉鎖的なのは、こういう背景があるからなのかもしれんな。

　街並みを見て、私は物思いに耽ふける。学校を卒業したら、そんな世界中の国を回ってみたいものだと。

　世界の四国にはそれぞれの歴史があり、それゆえに違う歩みがある。エルフという種族に生まれ変わり長い寿じゆ命みようを持った今こそじっくりと世界を廻めぐり──各地の実力者達と手を合わせてみたいものだ。

　寿命や病、立場の問題で叶わなかった夢。それを実行出来るかと思うと、ついつい口の端はしが歪ゆが──もうとした、その瞬しゆん間かんであった。

「ねーねー、私、アルマさまのお話が聞きたいなー」

　唇くちびるを蜂蜜で僅かに煌きらめかせるセリアが、無む邪じや気きな瞳ひとみをアルマへと向けたのは。

　小さな間の様な沈ちん黙もくが破られたことに、思わず私もアルマの方へ視線を投げてしまう。

　見れば、シドも私と同じくしていたようだ。私と違うのは、シドの手からはもう蜂蜜のパンがなくなっていることだろうか。

「え？　わ、私の話か？」

　流石さすがにこの突とつ然ぜんの問いかけにはアルマも驚いたようだ。返事の為ために慌あわててパンから口を離はなしたためか、その唇にはセリアのものと同じ光こう沢たくが生まれていた。

　──ふむ。だがアルマの話とあれば私にも興味はある。

　父と娘むすめという関係での会話は、よく交かわしていた。だが、教師と生徒という「他人」の関係で語るアルマの言葉は、私だからこそ知りえないものだ。

「あ、それは俺もすげえ知りてえ！　英えい雄ゆう譚たんとか聞かせてくれよ！」

　この空気に順応したシドも、アルマに目を輝かがやかせている。

「え、英雄譚？　自分で話すには少しハードルが高いな……」

　左右から期待の眼まな差ざしを投げられたアルマが、パンを持ったままに後ずさる。

　こうも輝いた目を向けられては、エルフの英雄もたじろぐというものか。

　二人に退路をふさがれたアルマが私を見る。助け舟ぶねを出してやるのもよいが、私自身がアルマの話に興味がある以上それも出来んなあ。

　子犬のような視線に対し、私は柔にゆう和わな笑え顔がおで応える。

　最後の梯はし子ごが外された事を悟さとったのだろう、アルマは息と共に肩かたを下ろした。

「あー、えっと……せ、セリアは何を聞きたいのかな？」

　とはいえ、状況を諦あきらめきったわけでもないようだ。自分の英雄譚を自ら語るよりはマシだと思ったのだろうか、ぎこちない笑みをセリアへと向ける。

　私もエルフとして生を受けた以上、アルマの活かつ躍やくは耳にしたが、見聞きしたわけでもないので、詳くわしい話は把は握あく出来ていない。

　直接アルマから聞くことが出来ればと思っていたが、この様子では期待出来ぬか。

　──数年前に世界を襲おそったという、魔ま法ほうの効かぬ巨きよ龍りゆう。

　アルマは世界中の英雄達が敗れていったそれをシジマの技──拳こぶしのみで下すことで、英雄と呼ばれるようになったという。その時の話を詳しく聞いてみたいが、どうやらこの分だと中々本人から聞くのは難しそうだな。

　とはいえ十年以上会っていなかった娘の話だ。なんであれ気になるのが親心である。

さて、セリアは一体何を聞くのだろうか。

　一歩置いた距きよ離りながらも、興味を隠かくすことも無く私はアルマを見つめた。

　視線がアルマへと集まる。果たして、セリアの口から投げかけられる質問とは──

「じゃあねー、アルマさまの好きな人とか聞きたいな！」

　非常に少女らしく、可愛らしい質問で──

「──なんだと？」

　私を凍こおりつかせる、非常に凶きよう悪あくなものだった。

　好きな人だと？　我が娘に想おもい人がいると!?

「す、好きな人か……うーん、聞いてもセリアには判わからないと思うけど……」

　それもこの反応、いるというのか!?

　顔を赤らめて小さく身体をよじらせる愛まな娘むすめの反応に、思わず目を見開いてしまう。

　親代わりの人間として、やはり私はアルマにも女としての幸せを味わってもらいたいとは思っている。私自身が妻を娶めとらずに人生を終えたこともあり、娘には幸せな家庭を築いてもらいたいという思いも人一倍あるつもりだ。

　──だが、こうして私がこの世に生きている以上、私は親としてそれを成す相手が確かな人物か、見み極きわめる義務がある。

　アルマは抜ぬけていることもあるが、人を見る目はあるしっかりとした子だ。

　我が娘が相手を見み紛まごうなどある筈はずが無いとは思うが──万が一もあってはならぬ！

「……私も気に掛かかります。武術でならした先生の想い人とは、どんな方なのか」

「えー、俺はそんな話より格好良いい冒ぼう険けんの話が──」

「それは後でもよかろう？　何より此方は聞きたい者が二人居る。優先してはくれんかな」

　話題を戻そうとするシドを制して、私は一歩前へと歩み出た。

　許せシドよ。私には愛娘が変な男に引っかかっていないかを確かめる義務があるのだ！

「あ、お、おう。珍めずらしいな、スラヴァがムキになるのって……」

　少しばかり気が漏もれていたか、シドは何時に無く大人しげな態度で、私と入れ替かわるように後ずさりをした。

「うーん、参ったな……聞きたいか？」

　アルマはといえば、口では渋しぶりつつもその表情は満まん更ざらでもなく、むしろどこか語りたそうにすら見えるフシがある。

　これは押せば口を開くだろう。

「聞きたい！」

「ええ、是ぜ非ひとも」

　ならば押す。決めるべき場所は見誤らぬ、セリアと同調して、アルマへと詰つめ寄る。

　先ほどまでのたじろぎとは違ちがい、その仕草は「もじもじ」といった様子のアルマ。

　直接見ることは叶わぬが、話だけでも聞かねば。もしその男がロクでもない奴やつであれば──かつての父が殺気を練り上げている事にも気付かず、アルマは空いた手を頰ほおに当てた。

　……何時もの凜りんとした、研とぎ澄すまされた美しさはそこには無い。あるのは、可愛らしい恋こい煩わずらいを楽しむ少女の笑顔だ。

「し、仕方が無いなあ……その、惚のろ気けになってしまうのだが、構わないのか？」

　セリアと一いつ緒しよに頷うなずく。すると、アルマは此方こちらを覗のぞき見るように語り始めた。

「まずな、その人は凄すごく強いんだ。私よりもずっとだよ」

「ほんとかよー！　アルマさまより強いとか、すっごいな！」

　……ふむ、まずはアルマよりも強い、か。悪くは無いな。

　強さに性別は関係は無いが、それでもやはり男ならば惚ほれた女くらいは守れねばな。

「それに、あの人は、何ど処こまでも優やさしい方なんだ。お忙いそがしい方だったから、私はあまり構ってもらえなかったけど、それでも深い愛情を注いでくれたんだ」

　成る程ほど、優しいというのが本当ならば、それは最低条件とも言えるところだ。

　忙しさにかまけてアルマをないがしろにするのは許せんが、それでも家庭を持たんとする男ならばある程度は理解が出来る。

「へー、優しい人だったんだねー。ちなみにちなみに、格好良かった？」

「それはもう！　しなやかな筋肉に包まれた体は、すらりとしていて、背も高くて……顔も、エルフの私達から見ても格好良かったと思うよ」

　そして、外見もまあアルマの好みの範はん疇ちゆうではある、と。内面外見は良し、忙しさを覚える程度の立場にもあるか……今のところは完全も良いところではないか。

　しかし、私はアルマの口ぶりから、どうしても気に掛かることがあった。

「エルフの視線から、という事はその馬のほ……その方はエルフではないのですか？」

　そう、態わざ々わざエルフの意識を持ち出すということは、その者がエルフならざる者ではないかというようなものであるからだ。

　馬の骨と言いそうになるのを何とか飲み込み、私は質問を投げかける。

　すると、アルマの目は一いつ瞬しゆんだけ驚きにまるくなり──次いで、僅わずかな影かげを孕はらんだ。

「……うん、そうだ。その人は人間なんだ。はは、欠点をあげるなら、私達とは住む時間が違うってところだね」

　そう言って作られた笑顔には、深い悲しみの色があった。

　……我が師や私を含ふくめた人間の中で育ったアルマは、親しい者を何人も見送ってきた。

　だからこそ、住まう時間の差が何を齎もたらすかを、良くわかっているのだろう。

　しかし、それだけではない、表情の深い色はもしや──

「──では、その方は？」

「うん、もう、居ないよ。でもね、本当に好きだった──いや、今でも大好きなんだ」

　やはり、と思った。そう語るアルマの表情は、笑っているというのに、何な故ぜだか私が死する時に見たものと同じ色を含んでいたからだ。

　……居もしない相手に業ごうを煮にやすとは、私もまだまだよな。

　昔から感情の豊かな子だ、さぞ辛つらいことを思い出させてしまったのだろう。

「えっと、ごめんなさい、アルマさま」

　沈しずんでしまったアルマを見て、セリアがその顔を俯うつむかせる。

　するとアルマは──笑った。その顔に、もう悲しみの色はない。

「いいや、いいんだセリア。むしろ、謝るのは私のほうかな。今でも私はその人の事が大好きでね、隙すきあらば自じ慢まんしたいと思ってるんだ」

　片目を瞑つぶり、微笑ほほえんでみるその形は所謂いわゆるウインクというもの。

　泣き虫とばかり思っていたが、しばらく見ぬ内に娘は外見以上に成長していたようだ。

「さあて、でも聞いてしまったからには私の惚気話に付き合ってもらうぞー？」

「あははー望むところだよ！」

　ふと、息を吐はいている自分に気がついた。

　強い子だな、我が娘は。亡なくなった者を思い続ける一いち途ずさは、何処までもこの子らしい。

　親の私としては、新しい恋を見つけて幸せになってもらいたいのだがな。

　しかし、そうか……アルマより強いとは、是非一度その男と手合わせをしてみたかった。

　流派は？　武術家ではなく魔ま術じゆつ師しや剣けん士しであろうか。やはり気になってしまう。

「先生よりも強いと仰おつしやられていましたが、その方は一体どんな技の使い手なのですか？」

「うん？　ああ、スラヴァも武術をやるんだったか。フフフ……それがね、君も使うシジマ流の使い手なんだよ、その人は」

「なんと、シジマの技を使われるのですか！」

　純じゆん粋すいな興味からその者の強さについて聞いてみると、返ってきた答えに私は驚おどろいた。

　確かにシジマ流は非常に優すぐれた武術であるが、なんとその者もシジマ流を使うという。

　アルマはシジマ流の中でも相当な使い手だ。未いまだ私や師し匠しようと比べれば壁かべを乗り越こえ切れずにいるとは思うが──そんなアルマでさえ、武術を学ぶ者からすれば高き絶ぜつ峰ぽうに居ると言っても良い。

　その上でもこの世界というものは広く、アルマを超こえる武術家は少なくない。

　少なくはないが──他ならぬシジマ流にいるとは、ほうほうこれは意外であった。

　私がまだ人間であった頃ころには、それほどまでの使い手はおらんと思っておったが……私の死後に芽め吹ぶいた者がいたのであろうか。

「お辛つらくなければ、是非お話を聞きたいのですが、いかがですか」

「お、のってきたな？　シジマ流の話ならば、喜んで話そう！」

　こういう所は、やはり我が娘よな。

　武術の関連の話になり顔に生気を漲みなぎらせるアルマを見て、私は苦く笑しようした。

　その嬉うれしそうな顔に、ついつい私まで嬉しくなってしまうが、ふむ……この分だとよほど尊敬されているようだ。

　未熟なれど期待は出来るシジマ流の門下というのには、数人覚えがある。

　さて、アルマの想い人である使い手とは私の知る者か否いなか。様々な感情を入り混ぜつつ、私はアルマの言葉を待った。

「とはいってもネタをばらしてしまえば、なんだそうかとなってしまうのだけどな。その人っていうのは──私のお師匠様なんだよ」

「はは、成る程。お師匠様というのであれば、弟子よりも強くて当たり前ではありますね」

　そして発された答えは──確かに、成る程と思ってしまうものであった。

　確かに言うとおりだな、知ってしまえば期待していたよりも簡素な答えに、笑いが漏れてしまう。

　そうかそうか、師匠か……師匠とな？

　私の記き憶おくでは、アルマには私以外の師は居なかったとは思うが。

　……いやいやまさか。

「ひょっとして、スラヴァさまのこと？」

　頰に指を当てながら、セリアが首を傾かしげる。

　聞きなれた名前が、そして今「アルマの師」として思い浮うかべた人物が会話に出たことに、体が硬こう直ちよくする。

「スラヴァ様って、伝説の武術家だろ！　俺でも知ってるぜ！　あ、スラヴァもその人とおんなじ名前なんだよな！」

　私の隙へ畳たたみ掛けるように、伝説の武術家という小こ恥はずかしい肩かた書がきが発される。

　かつての私、スラヴァ＝シジマ。その名前の認知度はアルマ程ではないにしろ高いようだ。……ではなくて、本当にどういう事だ。

　流石さすがに頭が混乱してきた。いや、ある程度は判っているのだ。

「みんな詳くわしいな。そう、私の想い人は──スラヴァ＝シジマ様だよ。若くしてこの世を去った、偉い大だいな武術家で──何よりも愛いとおしい方だった」

　そう、ただ、否定したかっただけだ。まさか、自慢の娘むすめの想い人が、かつての自分自身であるはずがないと。そう思いたかっただけだったのだ。

　というか、若くしてとはなんだ。病で生しよう涯がいを終えたとはいえ、百年以上も生きた私は人間では枯かれ木の域だったと思うのだが。

「こうしてはっきり言ってしまうと、恥はずかしいな……私もまだ若いのかもしれない」

　想おもい人の名を告げた娘は、いまさらながらにその行こう為いを恥ずかしく思っているようだ。

　それより、義理とはいえ父という相手に斯か様ような気持ちを抱いだいたことを恥じてくれ、娘よ。

　……育て方を間ま違ちがえたか？　いや、しかし幼い少女であれば「父と結けつ婚こんする」と言うのも珍しくはないと師匠が言っていたか？

　アルマに一番近しい異性であったのは事実だが、そのせいでそんな感情をこじらせてしまったのだろうか。

「ですが、スラヴァ……様は、先生にとって父のような方であったと聞いていますが……そのあたりはどういった感覚だったので？」

　ともかく。この歳で父に恋心を抱いているなど、父として治してやる必要があるはずだ。

　自分の名に様とつける違い和わ感かんに口角を固まらせながら、何とか発音する。

「で、でもな？　師匠は本当に優しくて強くて……そんな方が、たとえ娘に向けてという形でも愛情を向けてくれたら、惚ほれるだろう？　あの人は私にとって父でもあって、兄のようでもあって、一番身近な異性でもあったんだ……しかも年だって、四十も離はなれていないんだぞ。意識するなと言うほうが無理さ」

「わかるなー。私もそんなに優しくされたら絶対嬉しいもん！」

　しかし、返ってきたのはさも「仕方がない」と言うような反応であった。

　……文化の違いを感じる。頭が痛い。本当に我が正体を明かして良いものかと悩なやむな。

　前世の私は過去の者とし、思い出のまま決着をつけさせてしまったほうが良い気が……

　女子達は恋の話に花を咲さかせてしまっている。

　ふと、シドと目が合う。如い何かにも退たい屈くつそうな目をしているな、飽あきてしまったか。

　盛り上がっている女子の輪というのは、どうにも男からすると入りづらくて仕方がない。

　話題には参加出来んが、しかしそれよりも──

「で、その時に師匠は何て言ったと思う？　『何も案ずることは無い、とりあえず体を温めたらどうかな？　簡素で悪いが、スープくらいならば馳ち走そうしよう』……って手を差し伸のべてくれたんだ。見知らぬ地で一人ぼっちだった私は、このお言葉だけで救われた気がしたよ」

「へえー、スラヴァ様って優しかったんだね！」

　それよりも、ただこの状じよう況きようがむず痒がゆい。

　娘として接していたアルマは、確かに良く私に懐なついていた。

　だが、第三者の視点で私自身の自慢を聞くというのは、中々応えるものがある。

　口に何を入れているわけでもないのに、次から次へと飛び出すまさにべた褒ぼめといった自慢の数々に、顔が赤くなってくる。もはや詩し吟ぎんの域。顔から火が出そうだ。

「し、失礼……少し用を足しに行って参ります」

　これはたまらんとばかりに、私は頭を下げてアルマ達から離れんとした。

　娘から知らず恋心を向けられていたことなどもあり、ひとまず今は心を整理したかった。

「む、私達もついて行こうか？　最近は物ぶつ騒そうだし、用心に越したことはないだろう？」

「いえ、大だい丈じよう夫ぶです。暫しばしお待ちいただければ結構です」

　アルマの制止を強引に振ふり切り、ふらふらとこの異質な空間を後にする。

　……参ったな。我が娘を更こう生せいさせるためにはどうすれば良いのだろうか。

　後ろに学友と教師の声を受けながら、私は早足に歩く。

　無論もよおしてはいないのだが、用を足すと言って離れた手前、早めに戻もどらねば。

　先ほど来たばかりの角を曲がり、アルマ達の視界から逃のがれる。

　さてどうしたものか……故人に対する想いというのは、否定されればかえって燃え上がってしまうこともある。

　アルマの想いがどうであれ、やはりエルフに良い青年を見つけてくれると嬉しいのだが。

　父親代わりとしては全まつとうな恋をしてもらいたいものだ。

　顎あごに手を添そえ、考え事をしながら歩く。

　とはいえ、武術以外はからきしな私だ、良案はやはり浮かばない。

　もどかしいのう。思考に半ば終着が訪れた、その時であった。

　前から、ガラの悪い男が歩いてくる。このまま行けばぶつかってしまうだろう。

　考え事に熱中しているとは言え、そこは私も武術家。己おのれの身に迫せまる危機には敏びん感かんである。

　見れば見るほどに男のガラは悪い。エルフにもこういった手合いの者がいるのか……と当たり前なことを考えながらも、道を譲ゆずる。

　余計な火種は除くに限る。そう思っていたのだが──男の体が揺ゆれ、道を譲った私に向かって方向を変える。

　明らかに私が避よけた後の方向転てん換かんだ。

　ははあ、と得心した私は急な事に動じず、避けた方向へとさらに一歩ずれる形をとる。

「ぐへっ！」

　すると、恐おそらくはぶつかる予定だった対象を失ったためだろう、ガラの悪い男は地面に熱ねつ烈れつな求愛をする事となった。

　……ふむ、これは避けようが避けまいが、男の思おも惑わく通りになっていたのかも知れんな。

「おや、大丈夫かね。随ずい分ぶんと派手に転んだようだが」

「て、てめぇ……分かってて言ってやがるな!?」

　避けられる事は想定していなかったのだろう、男は強したたかに打ったらしい鼻を押さえて立ち上がった。

　まあ確かに分かって言っているが。何が目当てかはある程度予測をつけることが出来るが、まあ短気なものよ。

　腕うでを組み、鼻を鳴らす。今はこのような者に付き合っている暇ひまはないというに。

「てめぇ、なんだその態度は！　舐なめてやがるのか！」

「歯し牙がにも掛かけておらんよ。生あい憎にくと急がしくてな、道どう化けの相方を探しているのならばほかを当たってくれんか」

「なんだとコラ……ぶっ殺されてえのか？」

　……どの道こうなった時点で荒あら事ごとは避けられまい。

　これ以上奇き異いの視線を集める前に、何とかしたいところだ。

「どうせ何を言っても無む駄だであろう。さっさと来るが良い」

　掌てのひらで煽あおぐ仕草で男を焚たきつける。

　怒いかり心しん頭とう、といった様子で、男の顔に激げつ昂こうの赤が浮かんだ。

　おおかたいちゃもんでもつけて集たかろうとでもしたのだろう。

　子供の一人歩きを狙ねらうような馬ば鹿か者ものだ、少しくらいは灸きゆうを据すえてやっても罰ばちは当たるまい。

「クッソ生意気なガキだぜ……！　てめぇは泣いて謝ってもゆるさねぇぞォ!?」

　懐ふところに手を突つっ込み、無雑作にナイフを取り出す男。

　妙みような自信はこれに由来してのものだろうか。だとすればモノに頼たよるなど、安い自信だ。

　何の技術もなく、何の小細工もなく、ナイフを振り被かぶった男が駆かけ出す。

　ある意味男らしいとも取れる気がするが、一つだけ言っておこう。

「……阿あ呆ほうめ」

　武器で戦力の差を埋うめようとするのは、情けなくも賢かしこいとは言える。

　だがこうまで大おお振ぶりの攻こう撃げきを、真正面から工夫もなしに繰くり出すとは。

　それも遅おそい。これなら避けずとも、魔ま力りよくを纏まとえば傷一つなしに受けられるだろう。

　打ち合うまでも無く判断出来る。この男は、かなりの小物であると。それを理解した途と端たん、自分は何をしているのかと溜ため息がせり上がってきた。

　天下の往来で、阿呆と事を構える私もまた、阿呆なのかもしれん。

　急に馬ば鹿か馬ば鹿かしくなってきた私は、抑おさえることもなく溜め息を吐はき出した。

　ほぼ同時、男が私を射しや程ていに収める。
















　私は身体を動かすことなく、振り下ろされるナイフを指で挟はさんだ。

「なっ、なんっ……おおッ!?」

　刀身にヒビが入らんばかりの力で止められたナイフは、男が両手を使ってもビクとも動かない。

　ナイフを挟んだままに歩みを進め、空いた左腕うでで軽く手首を打つ。

　すると、大の男が両手で摑つかんでいるにしては拍ひよう子し抜ぬけするほどあっさりとナイフは男の手から、私の元へと鞍くらを替かえた。

「お前、何者──うげっ!?」

　そしてそのまま、腹に拳こぶしを一発。

　大した抵てい抗こうもなくめり込んだ拳は、男の体から空気と共に意識を奪うばっていった。

　膝ひざから崩くずれ落ちた男は、再び地面に接せつ吻ぷんをかます事となった。

　どうやら、先ほどの求愛が実を結んだようである。

「かっ、くそ……『アレ』があればこんなガキ……」

　薄うすれ行く意識の中で最後に顔を上げた男は、なにやら出し惜おしみをしていたという旨むねの言葉を残し、再び地面との営みに戻っていった。

　傷らしい傷も無く、害意をもって挑いどんで来た者を見み逃のがすとは、私も丸くなったものよな。

　ちらほらと集まり始める観客達から逃れるように、私は取り上げたナイフを男の傍そばに置き、歩き出した。

　そろそろ帰らんと、怪あやしまれるだろう。せめて会話が終わっていることを祈いのりつつ、来たばかりの道へと折り返す心は、妙な重さを主張していた。

　……ううむ、武術を極きわめるのは良いが、他にもやるべきことが出来てしまったな。

　娘をどう更生させたものか。

　私は溜め息と共に、静かに肩かたを落とした。








第五話　前世の奇き縁えん、更さらに絡からまる









「……最近つまらんなァ」

　斜日の赤い光に照らされた部屋の中、一人の老人が、自らの髭ひげを撫なぜていた。

　柔やわらかな椅い子すに腰こしを預けながらも、足などを組んでいるその様は世辞にも行ぎよう儀ぎが良いとはいえない。

　髭を撫ぜるのに飽きたか、老人は手を動かし、けだるそうに机の上へと伸ばす。

　伸びた手は緩かん慢まんな動作で机の上の冷めた紅茶をつかみ、口へと近づける。

　使っている茶葉は最高級と言うにふさわしいもの。しかし、冷めてしまってか、その味はひどく無感動だ。

　エルフの耳を持つ老人は、ため息を吐ついてカップを置いた。

　手て持もち無ぶ沙さ汰たになった手は再び髭へと向かう。口の上の髭は、少しだけ紅茶で湿しめっていた。

「──スラヴァの奴やつが死んで、丁度三十年か。……長いのう、長すぎる」

　部屋に似合わぬラフな服装の中に手を入れ、くしゃくしゃになった写真を取りだす。

　そこには、この老人ともう一人、更に老いた老人──スラヴァ＝シジマが写っていた。

「──馬鹿野や郎ろうが。これだから人間っつうのはいかん」

　握にぎりつぶしそうになる写真を握りつぶさぬよう、老人は一いち瞥べつした写真を懐へと戻す。

　起こしていた上体がどうでもよさげに、椅子へと投げられる。老人の体とはいえ急な荷重に、椅子が悲鳴を上げた。

　老人の名は、チェスター＝プライムといった。

　自らプライム流決けつ闘とう術を編み出した──表の歴史に刻まれぬ武術家である。

　エルフの世にも、人間の世にも、歴史には決して書かれぬ裏の部分に属する者がいる。

　アルマ＝シジマ。これを表の武術家を代表すると言って良い者ならば、このチェスターという老人は、歴史に記す事の出来ぬ金と権力と命をかけた闘たたかいを生なり業わいとした──裏を代表する武術家であった。

　──かつて、スラヴァ＝シジマと互ご角かくの闘いを繰り広げた武術家。それがこの老人、チェスターである。

　エルフという種族に生まれながら、何をそんなに急ぐのかというほどに練り上げた。

　来る日も来る日も人を殴なぐり続けた。いつの間にかてっぺんにいた。

　そんな彼がスラヴァ＝シジマと出会ったのは必然であった。

「畜ちく生しようめ。またあいつとドツキあいてえなァ」

　拳でつかみ取った財産。欲しくて仕方が無かった筈はずの彼が腰こし掛かけるこの椅子も、広く高級な調度品に満たされたこの部屋も──何もかも空くう虚きよに映った。

　直じきに八百歳を超こえる男が、無感動に手を広げる。

　結局一番欲しかったのはなんだったか──きらびやかな部屋から、急に色が失われる。そんな気がした……その時であった。

「お館様、居おられますか？」

「あァ、いるぞ。入ってこいや」

「では失礼して──」

　華か美びな装そう飾しよくのこらされた両開きのドアから、メイドが訪れる。

　後二百歳若ければ手を出していたと思うほどの器量よし──そんな彼女の手には、一通の手紙と思われるものが握られていた。

「お手紙でございます、お館様」

「見りゃわかるわンなモン。で？　誰だれからだ」

　適当な人物のモノだったらば、持ってこないで捨てておけ。

　言外にそう語るチェスターに、恭うやうやしい表情を保っていたメイドが微笑ほほえむ。

「シジマ」

「──あン？」

「アルマ＝シジマ様からです」

「ンだよ、お嬢じようちゃんからけェ。久しぶりだな……持ってこい」

　思わぬ名に、チェスターの表情が変わる。

　期待していたモノとは違ちがったが──期待している人物からの手紙など来るはずがない。

　それでも、予想よりかは上等な差出人であった。メイドに近く寄るよう命じ、近づいてきたメイドの手から、優やさしく手紙を取る。

　小気味良い音を立てて手紙の封ふうが切り裂さかれ、中から現れたのは武術家のものとは思えないほどに繊せん細さいな文字。

　嬢ちゃんらしい──そんな事を呟つぶやき、チェスターは笑った。

　堅かた苦くるしい挨あい拶さつから始まる、形式ばった手紙。

　親友ともいえるライバルの弟子から送られるにしては丁てい寧ねいすぎるそれに笑いを浮うかべる。

　旧友からの微笑ましい手紙。

　それに目を走らせていたチェスターは──ある一文で目をとめた。

　その表情から、笑いが消える。

　視線で穴が開くのではないか、若もしくは興奮のあまり紙が千切れるのではないか。

　チェスターとは長い付き合いがあるメイドですら危き惧ぐするほどの変わりよう。

「お館様……？」

　心配したメイドが、チェスターに声を掛かけた。

　この老人がこんな表情をする時は余よ程ほど怒おこっている時か──その反対。よほど愉たのしい時のみである事をメイドは知っていた。

　今回はどちらか。その答えは──

「くくく、喝かつ喝かつ喝かつ！　おもしれェ事ほざきやがる、おい、見てみろや」

　心底愉ゆ快かいそうに笑うチェスター。

　解答は差し出された手紙に載のっているのだろうか──メイドは、手紙を読み進める。

　やがて彼女は、その笑いの意味にたどり着いた。

　──お話は変わりますが、私はついにシジマの名を継つぐにふさわしい者を見つけました。

　何としてでも彼を弟子に取り、師し匠しようの志を継いでもらうつもりです。

　一応、師匠の友であった貴方あなたには教えましょう。

　その者の名前は、スラヴァ＝マーシャル。十二にして師匠の技わざを思い出させる「映うつし木この葉は」を使う少年です。

　見た目は全く似ていないのに、どこか師匠と重なるその姿。貴方にも是ぜ非ひ見せて差し上げたいものです。

「──成るほど」

「くっくっく、面おも白しれェだろう？　あの馬ば鹿かと同じ名前のガキだとさ。それも、あのアルマの嬢ちゃんがヤツに似てる、と言ったモンだ」

　大笑いを続けるチェスターは、誰の目にも心底楽しそうに笑っていた。

　事実、チェスターは楽しくてしょうがなかった。

　スラヴァに心しん酔すいしているあの嬢ちゃんが似てるってのは、一体どんなモンだ？

　──会いてぇ。会ってみてえ。失われた色が戻もどってくる。人生、長生きしてみるモンだ。

　ようやく笑いを納めた、しかし満面の笑みの老人が、装そう飾しよく華か美びな椅子から立ち上がる。

「明日あした出るぞ。場所は言わなくても分かるな？」

「明日ですか？　彼女の稽けい古この方は──いえ、無む駄だですね。分かりました、そのように手配しておきましょう」

　そうと決まれば、行かねばなるめぇ。

　刻んできた八百の年月など感じさせない、幼さすら感じさせる笑い。

　かつて裏の社会で最強を名乗った男が、腰を上げる──




　　　　◆




「ぇえっきしぇえいい！　……む、風か邪ぜでも引いたか？」

　誰ぞ聞く者が居れば間ま違ちがいなく「親父おやじ臭くさい」と評価していたであろうくしゃみを放った私は、妙みような悪お寒かんを感じて、そんな事を呟いた。

　私は休日を利用して、学園から見える山を訪れていた。高い標高にあるここは地上よりも寒いが、魔ま力りよくを纏まとっている私にとっては大したものではない。

　であるならばこれほど豪ごう快かいなくしゃみをする理由に心当たりは無いのだが、現にこうして妙な寒気とくしゃみを伴ともなっている。考えられる理由は風邪にでもかかったかというところだが──体調管理には気を付けているつもりだ。その甲か斐いもあって今生では風邪なぞとんと引いてはおらぬのだが。

　とは言ったものの、用心に越こした事はあるまい。

　前世の教訓だが、病とは誠に恐おそろしいものだ。どんな達人とて膝をつきかねん。

　──ふむ。滝たき行ぎようはまた今度にして、今日は影えい舞ぶをより重点的に行うとするか。

　別段気だるさなどは感じていないが、用心に越したことは無い。滝行は魔力を鍛きたえるにも精神を鍛えるにもうってつけの良質な修行となるのだが──強さの獲かく得とくを願えばこそ、健康には代えられぬ。

　残念ではあるが、仕方が無い。轟ごう々ごうと音を立てる滝に、少しばかりの未練を覚えながらも、私は自らの分け身を生み出して対たい峙じする。

　こうして修行を重ねていて分かった事だが、どうも今の私と分け身ではやや分け身の方が強いようだ。つまりそれは、この身体では前世の私には追いついていないという事になる。

　肉体の性能的にはさほど変わらぬのだが、やはり小回りが利きくよりも間合いが広い方が厄やつ介かいであるらしい。前世の姿を模した分け身は今の私よりか大分間合いが長く、戦局は長く続けるほどに現在の私の不利へと傾かたむいていくことが分かった。

　長い間合いを持つ者への対策など考えることは山ほどに増えていくが……ともあれだ。今は一週間に二度しか機会の訪れぬ、実戦の稽古を行う時。

　退たい屈くつな五日間で溜ためた知識、練った戦法──十分に試さねば。貴重な外出、ただでは帰れぬ。

「──いざ」

　こうして週に二度の、私と私自身の戦いの火ぶたが切られた。

　今日は他の事をするつもりはない。存分に打ち、打たれるとしよう。

　山に打だ撃げき音が響ひびき渡わたり、あたりから動物の気配が遠ざかる。

　戦いは日が落ちるまで続き、私は何とか残した体力で寮りようへと帰った。

　魔力が足りぬ故ゆえ、身体の目立たぬところにはまだ傷が残っている。……いくら週に二度しかないとはいえ、修行に費ついやす魔力が多すぎたか。もう少し自制心を身につけねば。

　つい生き急いでしまう我が身を律し、なんとかベッドにもぐりこんだ私は、すぐに寝ね息いきを立て始めた──




　　　　◆




　そして、朝が来る。

　変わる事のない永遠のサイクルとはいえ、今日からまた修行の遠き日々が始まるかと思うと少し憂ゆう鬱うつになってしまうのは仕方のない事か。

　学園の制服に身を包み、食堂へと向かう。食堂があるのは寮の一階だ。寮は男子と女子で分かれているため、此方こちらの男子寮の食堂は少年であふれかえっている。

　今日の朝食は──魚か。前世では晩年良く食べたものだが、今生では脂あぶらの美う味まさを再認識した私だ、特に思う事もなく食事を受け取って席へ着く。

　金属の冷たさを感じるナイフとフォークを手に取り、食事に対する感謝の念を想おもう。

　ふむ、良い香かおりだ。これだけ多くの生徒のために一度に作ったものとしては、なかなかどうして……

　魚から立ち上のぼる、食欲をそそる香り。先ほどああは言ったが、やはり魚は良いものだ。

　鼻から胃は、近い位置にあるに違いない。そう想ってしまうほどに空腹を刺し激げきされた私は、魚をフォークとナイフで切り分ける。

「ああ、この子です。やあスラヴァ、おはよう」

　……と、まるで計ったかのようなタイミングでアルマが現れた。

　ようく聞きなれた声に、私はナイフの動きを止める。

　最近は、こうしてアルマが私の元へと訪れることが増えた。なんでも、私をシジマ流の後こう継けい者しやに据すえたいらしく、しきりに門下に入らぬかと勧かん誘ゆうをしてくるのだ。

　弟子に弟子入りなど笑い話にもならぬと、都度それらしい言い訳をして断っているのだが──ええい、飯の時間に、それも朝食時に仕し掛かけるとは何事か。

　私は、文句の一つでも言おうと、声のした方を──視線の上にあるはずのアルマの方へと顔を向ける。

　だが、そこには私の想像だにしないものが待ち構えていた。

　──確かにそこにアルマはいた。なのだが、それだけではない。予想だにしない、もうひとつの「見知った顔」がそこで笑っていた。

「ほぉう、この坊ぼう主ずがなァ──初めましてだな坊主。ワシゃァチェスター＝プライム。こいつの師匠の……ライバルってところかのう」

　鬱うつ陶とうしい鼻の下の白髭ひげ、前世の私よりも小さい体たい軀く。エルフ特有の尖とがった耳──何よりも嫌いやみったらしいその微笑ほほえみ。

　忘れるはずがあろうか、その顔は──

「彼の言っている事は本当だよ。スラヴァ、紹しよう介かいしよう。私の師匠の友人、チェスターさんだ。お手紙に君の事を書いたら是非会いたいとおっしゃってね、こうして紹介させてもらおうと思ったんだ」

　チェスター＝プライム。

　我が生しよう涯がいのライバルにして、裏の拳けん王とまで言われる剛ごう拳けんの持ち主。

　幾いく度どとなく競い合ったこの馬鹿面づら、忘れるものか。

　そうか、確かにそうだ。アルマが若くしているのならば、この糞くそ爺じじいが生きていてもなんらおかしくはない。むしろ、死んでいるわけがなかったのだ。

　次々と蘇よみがえってくる前世からの奇き縁えん。私は、不確かな「縁えにし」で頭を締しめ付けられるような感覚を覚えた。








第六話　好敵手









　武術の授業の時間がやってきた。

　普ふ段だんであれば、適度に手を抜ぬく必要がありながらも、他ならぬシジマの技わざを基き礎その基礎から確認する機会があるこの授業は嫌きらいではない。

　もちろんそこにはアルマの視線を含ふくめての感情でもある。いくら面めん倒どうな事が多いとは言え、武術の授業は、日々の学業より幾いく分ぶんかは張り合いのある時間だ。

　だが、今日は少し様子が違ちがう。

「嬢じようちゃんもモノを教える立場になるたァな。本当に長生きはしてみるモンだぜ」

「未熟な身ではありますがね。師し匠しようの──シジマの火を絶やすわけにはいきませんから。尤もつとも、後継者に迎むかえたいと思う人材を見つけたのは、最近も最近の話ですが」

　生徒達に指導しつつも、私の動きを監かん視しするアルマに加え──前世の私の動きを知りつくす好敵手、チェスター＝プライムまでもがこの場にいるからだ。

　……この糞爺め。裏社会の人間が何食わぬ顔でアカデミーなんぞ来やがって。

　アルマの住まう表の舞ぶ台たいよりも暗く深い裏の武術会。その元もと締じめが、何な故ぜだか平和なアカデミーに来ていやがるのだ。

　前世じゃあ事あるごとに組み手という名の喧けん嘩かをしていたチェスターだ。その実力もあいまって、私の技はアルマ以上に良く知っていることだろう。

　──やりづらい。私が感じたのは、そんな感情であった。

　我が娘むすめ相手ですらやりづらいというに、馬鹿みたいに争いあったチェスターが相手では、正体を隠かくしきる自信がない。私は、嫌な汗あせを搔かいていた。

「おいどーしたんだよ、すげえ青い顔してるぜ？　あのじーさんが怖こわいのか？」

　隣となりのシドが、青ざめた私の顔を見て、茶化すように笑う。

　正直冗じよう談だんではないのだ。非常に──死ぬほど不本意だが、確かに今の私はチェスターの存在を恐れているのだろう。

「さて皆みんな注目してくれ。今日は私の師匠とライバル関係にあった、チェスター＝プライム氏に来て貰もらっている。おそらく彼を知る者はこの場にはいないと思うが、それでも私以上の腕うでを持つ方だ。特に打撃の技術は私とは比べ物にならない程ほどの達人だ。今日は特別に君達を指導してくれるという。安心して指導を受けてくれ」

　あたりにざわめきが巻き起こる。それはそうだ。事実生徒達の中に、このチェスター＝プライムという男を知る者はいるまい。

　……私は知っているのだがそれはさて置き──表の舞台には決して立たず、如い何かにして人を倒たおすかとばかり考えている連中だ、知らなくて当たり前である。

　それほどまでに無名な男をアルマは「私以上の腕を持つ」と紹介したのだ、アルマがエルフにとって最強の代名詞である以上、それは冗談にしかとれぬ言葉であろう。

　今言った事の全ては冗談などではない真実なのだが。

　生前の私すらを苦しめた殺人拳だ。未いまだ私の域にも至らぬアルマでは、勝負にならぬ──とまではいかないが、勝ちを摑つかむのは雲に手を伸のばすが如ごとくであろう。

「では、今日はまず基本の動きを復習しよう。基本を学んだ後は、模も擬ぎ戦を行うぞ」

　私の思おも惑わくなど存じぬとばかりに、今日も武術の授業が始まった。

　実際に私の思う事など露つゆにも知らぬのだろうが……よりにもよってチェスターなんぞ呼びおって……

　アルマに対する恨うらみごとの一つも言えず、私は言われたとおりに──されど、敢あえて理ことわりの伴ともなわぬ構えを取る。

　この「構え」というものは、その印象以上に奥が深い。一見同じ構えとは言えど、数年数十年と磨みがいてきたそれには、色濃こく個人の「深み」が出てくるのだ。

　私とてそれは例外ではなく、それを真正面から見続けてきたのがこの男、チェスター＝プライムだ。しっかりとした構えなんて取った日には、アルマはともかくチェスターには即そく座ざに看破される自信がある。

　もはやそれはある種の信しん頼らいと言ってもいいかもしれない。あの爺じじいが耄もう碌ろくしてない限り、私との闘いを忘れるわけがないと──そんな、勝手な信頼だ。

　フェイントの類たぐいですらなく、敢えて構えを崩くずすなど武に対する冒ぼう瀆とくのようで心苦しい。

　わざと料理の塩を抜くような所業に、気が引ける。

　だが、こうでもせねばチェスターの眼めを欺あざむく事など出来まい。アルマの指示に従い、どこか足りぬ……技と呼んでよいか分からぬ何かを繰くり出していく。

　嗚あ呼あもどかしい。爺め、早はよう帰らんか。

　自分より六百歳以上年上の悪友相手に、心中で毒づく。伝わるはずもないのだが、焦あせりからついそんな事を考えてしまうのは、まだまだ私が未熟たる証あかしである。

　──しかし、それでも私は自身の見立ての甘さを知ることになる。

「おい、坊主……スラヴァっつったか？」

「む……？　はい、そうですが……」

　アルマと共に生徒達を見回るチェスターが、私の所で歩みを止めたのだ。

　厭いやらしい笑えみに歪ゆがんだ口髭が、憎にくらしい。手抜ぬきの型で私と分かる要素は無い筈はずだが──静かに焦る私に、チェスターが顔を近づける。

　動きの止まった私に対し、チェスターは私にしか聞こえぬ程度の小さな声で呟つぶやいた。

「……巧うまく手を抜くなァ、坊主」

　酷ひどく愉ゆ快かいそうなその声に、私は表情を強こわ張ばらせた。

　正体にまでたどり着いたかは分からない。だが、手を抜いた事を看破されていたからだ。

　無様を晒さらした表情を取り去り、平静を努めながらチェスターへと向き直る。

「……何の事です？」

「いやいや、別に咎とがめようってワケじゃあねえ。構えは完かん璧ぺき。されど、大切な場所だけをきっかりぽっかり抜くなんざ、器用な事するなと思ってなァ」

　何がある種の信頼だ、と歯は嚙がみする。この男は私の好敵手。もしかすると、この世で一番シジマ流と対たい峙じしてきた男なのかも知れぬということを、失念していた。

　動きの出来は完璧なれど、そこに「理」は存在しない。ただの型の模も倣ほうであった私の動きを、しっかりと観察していたと言うのか。

　もはやこうなっては言い訳も、捕とらえられた網あみの中で足あ搔がくが如し。下手に噓うそを重ねれば、より悪い状じよう況きようへと導かれる。私は、自らの置かれた状況を理解した。

「貴方あなたは──」

「皆みなまで語るなや。嬢ちゃんには黙だまっていてもいいんだぜ。そうさなあ……学校が終わったら、校長室に来い。そうすりゃ今までどおりだぜ坊主」

　何を想おもったかは知らぬが、チェスターは大口を開けて待っている所に飛び込めと言う。

　これは避さけられえぬ命令だ。今の言葉は、言外に「来なければアルマに告げる」と言ったようなもの。性しようが悪いところは全く変わっちゃいないか、狸たぬき爺じじいめ。

「あい分かりました。そのようにいたしましょう」

　結局のところ、私は沸ふつ騰とうした釜かまに飛び込む他ない。

　来るか来ないか、なんて選せん択たく肢しすらも与あたえなかったチェスターは、ひどく満足そうだ。

　ようやく顔を離はなしたチェスターは、ひどく攻こう撃げき的な牙きばを見せつけながら、言った。

「楽しみにしているぜ、スラヴァよう」

　……なんだと？　いままで「坊主」と呼ばれていたのに、急に名を呼ばれた事で動きが止まる。この呼び方は、まるで──！

「貴様、どこまで……」

「そりゃあ後のお楽しみだ。喝かつ喝かつ喝かつ、待ってるぜ」

　ひとしきり笑って満足したのだろう、私の元を去ったチェスターは、他の生徒の技を正していた。

　冷たい汗を流す私だが、今は平静を装よそおうほかない。

　アルマの指示する技の名前が、どこか遠く感じた。




　　　　◆




　非常に気が進まぬ中、今日の学業を終えた私は、校長室を訪れていた。

　他の部屋よりも幾分か立派な扉とびらの前に、私は立っている。

　普段であれば生徒が校長に用事を持つ事は少なく、この扉の前に人が居るというのは珍めずらしい事である。実際に、私とて校長に用など無い。

　用があるのは──この場で待つと言っていた、チェスター＝プライム……あの糞くそ爺じじいにだ。

　……手を抜いている事を看破されたという、弱みを握にぎられての呼び出し。

　一体何を言われるかと、今の私は相当に気が重かった。もう少し上う手まくやるべきだったか。だがあれ以上手を抜くと今度は不自然になり、アルマの追つい及きゆうを受けていただろう。

　考えても出ぬ答えを次から次へと浮うかばせながら、私は校長室の扉を叩たたいた。

「失礼致いたします、スラヴァ＝マーシャルです」

「おお、スラヴァ君か、入りなさい」

　自らの名を告げると、校長の優やさしげな声が聞こえてくる。

　許可を得た私は扉に手をかけ、押しあけた。

　……扉の重い事。気分の重さが加重された扉は、本来軽い筈なのにとても重かった。

「よう、待ちくたびれたぜスラヴァ」

　この男さえいなくば、こんな思いなどせんかったものを。

　恨みごとの一つでも吐はいてやりたいが、そうすれば多分、確実に正体が見破られる。

　代わりにため息をひとつ吐き出した私は、校長室へと足を踏ふみ入れた。

「お待たせしたのならば申し訳ありません。それで、如い何か様ような御ご用ようでしょうか」

「なァに、そう構えるこたねえ。お前さんと昔話がしたくてなあ」

　……心中で舌を打つ。何が正体を見破られる、だ。とっくに見破られているではないか。

　厭らしい笑みに、敵意を隠す事もなく、校長が居るのも忘れてチェスターを睨にらみつける。

「ふむ、チェスター殿どのはスラヴァ君とお知り合いか。しかしスラヴァ君、目上の方にその眼はいただけんぞい」

「構わねえさ、こいつとは深い仲でな、そんくらいは気にしねえ。それより、さっきの話は本当に良いいんだな？」

　私の態度を咎とがめる校長を、チェスターが制止する。

　ああ、そりゃあ私とお前はそういう仲だからな。校長に謝罪の意を示しながらも、私は心中で毒づいた。

　しかし──さっきの話、とはなんであろうか。

　……ろくな事ではないのだろうが、今は何も出来ん。黙もくして自らの処しよ遇ぐうを待つ他無い。

「他ならぬチェスター殿の頼たのみとあれば、構いませぬ。じゃがくれぐれも手て荒あらな事は──」

「そりゃ保証しかねる。が、まあ善処はするぜ。おいスラヴァ、ちいとばかし込み入った話をしようぜ？」

　──成るほど、な。チェスターの言の真意を、私は感じ取った。

　何時確信を持たれたのかはわからぬが、悔くやしい事に私は奴やつの手の上に居たというわけだ。

　畜ちく生しようめ、アルマも余計な事をしてくれたものだ。

「ええ、構いません」

「決まったな。じゃあ校長殿、おィら達ゃァ席を外すぜ。あんたももう歳としなんだ、安静にせいよ」

「ほっほ、まだまだ現役じゃよ。スラヴァ君、明日あしたの授業には出るのじゃぞ？」

　もはや私が事を諦あきらめた以上、とんとん拍びよう子しに話は進んでゆく。

　確かに余計な事をしてくれた。が……血が滾たぎるのもまた事実。

　校長室を出た私達は、お互たがいに指し示す事もなく廊ろう下かを歩く。

　溢あふれそうになる魔ま力りよくを抑おさえながらに歩くのは大変だ。つい昂たかぶってしまいそうになる。

　ゆっくりと校舎を出た私達は、そのまま校門も出る。

　寮りようはアカデミーの敷しき地ち内にあるため、学校の外に出てしまえばもう人の姿はなく、静かなものであった。

「おいスラヴァ」

「なんでしょうか」

「気持ち悪わりぃ喋しやべり方はやめな。とっくに気付いてんだ」

「……ちっ、無む駄だに鋭するどい爺め。いい加減耄碌せいや」

「喝かつ喝かつ喝かつ！　お前さんが生きているとあっちゃ、まだまだ耄碌するわけにゃいかんなァ」

　周囲に人が居ない事を確認した私は、喋り方を過去のモノへと戻もどす。

　……不本意だが、やはりしっくりくる。こまっしゃくれたガキの様な喋り方など、性に合わなかったのは確かだ。

「それで、どこで闘やるんだ。急な事だろう、場所はどうする」

「似てる奴が居ると紹しよう介かいされて本人に会うたァ夢にも思わねぇからな。どこかいい場所はねぇのか？」

「……ふむ、では私が使っている場所がある、其そ処こに行くか」

　好意的に見ても孫と祖父にしか見えぬ男達が、静かに林の中を歩いている。

　聞く者は居ないが、もし居れば物ぶつ騒そうさに頭を抱かかえるような会話を続けながら、目的地を決めた私達は歩みの方向を変える。

「鈍にぶってないのだろうな」

「舐なめンな、生しよう涯がい現役だぜ」

　宿敵の嬉うれしそうな声を聞いて、私は駆かけだした。

　子供と老人とはとてもではないが思えぬ速度で、二つの黒い影かげと化した私達は、アールバク山へ向かって駆ける。

　一時はどうなるかと思ったが──もはや、それもどうでもいい。

　久しく得るであろう実戦に向け、私は堪こらえ切れずに笑いを上げるのであった。








第七話　シジマの彼方かなた









「ほう、良い場所じゃあねえか」

「だろう。人を呼ぶ事になるとは思わなかったがな」

　アールバク山──私がいつも修行している秘境。

　普ふ段だん私以外人間が滅めつ多たに訪れる事の無いこの場所だが、今日は一つ新たな影があった。

　お互いの顔を見る事もせず、各々の準備をしつつ、軽口を交かわし合う。

　一見、和わ気き藹あい々あいとした空気すら纏まとっているようなこの場だが──その実、はちきれんばかりに膨ふくらんだ紙風船。ほんの少しの衝しよう撃げきで弾はじける様な危あやうさを孕はらんでいた。

　我が慢まんして我慢して我慢して、三十年ぶりに宿敵と拳こぶしを合わせようとしているのだ。

　私は腕うでを組み合わせ筋肉を解ほぐし、チェスターは仮想敵に向かって拳を突つき出している。柔じゆうと剛ごうを象しよう徴ちようするかのような準備の仕方だ。

　不本意ながら私は今、チェスターと同じ事を思っているだろう。

　早く闘たたかいたい。この十二年間、力を隠かくしながら己おのれのみで行える修行に時を費ついやしてきた。

　なんともどかしい事であっただろうか。そんな私が、前の生涯を通して互ご角かくだった男と全力で拳をぶつけることが出来るのだ。

　これで震ふるわぬ心など、枯かれ木にでもくれてやればいい。五十年は無かった様な心の震え。今の私を支配するのは、闘とう争そうへの期待だけだ。

「そろそろいいんじゃあねぇか？　日が暮れちまわァ」

「私もそう思っていたところだ」

　結局飢うえているのは奴も同じ。であれば、考えが似るのも至し極ごく当然の事だ。

　私は、シジマの構えを取った。「流水」と呼ばれる、守りを重視した基本の型──その構造を長い年月をかけて脳に溶とかし、肉体に浸しん透とうさせた理ことわりによる武装。

　対するチェスターは、左手を腰こしのあたりまで下げ脱だつ力りよくした、打だ撃げきを匂におわせる構えだ。

　長い時を奴との闘いで過ごした私には解わかる。あれもまた、基本の構えであるという事を。

　基本対基本。小細工のない純じゆん粋すいな闘争──堪たまらぬ。涎よだれが垂れそうにすらなる。

　もう言葉はいらぬ、一刻一秒でも早く闘いたい。

「シジマ流『元』師し範はん、スラヴァ＝シジマ──いざ」

「プライム流決けつ闘とう術が祖、チェスター＝プライム、参る」

　敢あえて前世の名前を名乗ると、チェスターは顔に強きよう烈れつな笑みを貼はり付けた。

　奴とて退たい屈くつしていたのであろう。日々の空くう虚きよでボケる前に引導を渡わたしてやるとしよう。

　開戦を告げる名乗りを済ませたものの、私たちは動けずにいた。

　二人とも、微び動どうだにしない静せい謐ひつ。しかし闘いが始まっている事は、互いが分かっていた。

　先ほどよりも動きがないというのに、楽しくて仕方がない。一いつ瞬しゆん気を抜ぬけば顔を打ち貫ぬかれるようなこの緊きん張ちよう感かん、久方ぶりだ。

　──静せい寂じやく。風すらも吹ふかぬ無音が支配する。野生の魔ま物もの達はこの場の異常に気付いて逃にげたか、周囲には一つたりと生命が感知出来ない。

　ただ一つ、いや、二つの例外が私達であった。

　魔物ですら逃げ出す殺気を中和し合うかのように、闘気を発し合う私とチェスター。

　……ふむ、少し驚おどろかせてみるのも悪くはないやもしれぬ。

　永遠に続いても驚かぬような静寂が、ふと打ち破られる。

　先に動いたのは、守りの構えを取る私であった。

　一瞬。まさに一瞬だけ表情に虚きよを浮かべたチェスター。刹せつ那なの無意識を感じ取った私は、瞬しゆん時じに駆けた。

　五マートルはあろうかという距きよ離りを、一足に詰つめる。

　虚を衝かれたチェスターの顔が苦く染まる。が、それも一瞬に満たぬ刹那。

　即そく座ざに牙きばある笑みを貼り付けたチェスターの、脱力した左手が空気に溶ける。極限までのリラックスにより生じる加速。ゼロから間を挟はさまずに最高速へ達した左腕うでが、その常識外の速度でかき消えたのだ。

　闇やみに紛まぎれた蛇へびの如ごとく、速度で姿を晦くらました重金属アダマントの鞭むちが私へと襲おそいかかる。

　まともに受ければ骨まで食い千切ろう、毒の方がまだ温ぬるいとさえ思える一嚙かみ。しかし初手を譲ゆずり、蛇の如き動きを予測していた私は突き出される腕に手の甲こうを這はわせた。

　だが、私はその初動を見み逃のがす事は無かった。鉄板だろうが打ちぬくような腕の勢い、存分に使わせてもらおう。

　添そえた手の甲の皮が根こそぎ剃そられていく。良く出来た剃刀かみそりとてこうはいくまい。

　僅わずかな痛みが走るが、この勢いを買うのならば安いもの。私は、添えた右の手を使い、力の向きを操あやつる。

　しかしこの爺じじい、腕を上げていやがる。守りの構えから動くという奇き策さくを使い、虚を衝かねば──あるいは、私の身体がもう少し大きければ、かわす事は出来なかっただろう。

　さて、本来ならばニヤけた面の一つでも地面に叩たたきつけたいところではあるが──この程度では大おお技わざにつなぐにはちと心もとないか。私は、添わせた手を僅かに反らした。

　すると、強烈な勢いの向きが変わる。向かわせるは天。僅かな力に唆そそのかされた剛速の鞭は、天へと跳はね上がる。

「げ」

　小さく声を漏もらすチェスターの額に、汗あせが浮うかんだ。

　それはそうだ、跳ね上げられた左の手。防ぼう御ぎよなど無む縁えんのその体勢は、キツいのを打ち込んでくれと言わんばかりの無防備。焦あせってもらわにゃ困る。

　添わせた手をそのままに、残る左手に魔力を込める。さて、今の奴にどれだけ効くか。

　シジマ流掌しよう底てい「勁けい」──炸さく裂れつする魔力を掌てのひらに込め、捩ねじり込む！

　さしものチェスターとはいえ、この体勢からでは威い力りよくを殺すのが精々だろう。

　当たる直前に後ろへと跳とぶチェスターだが、掌は奴の脇わき腹ばらを確かに捉とらえた。

　まるで猛もう牛ぎゆうにでも弾はじき飛ばされたかのように、老人の身体が地面と水平に飛んでゆく。

　奴がごく一いつ般ぱん的な武術家であれば即そく死しを疑わぬ手ごたえだが──そこはかつて裏の武術を纏め上げた男。まともに入ればともかく、すでに後ろに跳ばれていた一いち撃げきでは眠ねむ気け覚ましにしかならぬであろう。

「鈍っておらんようだな」

「ほざけ。朝飯前だぜ」

　口の端はしに血を滲にじませながらも、その顔は笑み。

　お互いがお互いの実力を認め合っているからこその軽口。

　ああ、楽しい。闘いとはこんなに楽しいモノだったか？

　極上の料理に口を付けたかのようだ。もう止まらぬ、止まるわけがない。

　チェスターも私も、気がつけば頰ほおが痛くなるほどに笑っていた。

　言葉の必要性を失った私達。二合目は、お互いが同時に仕し掛かけた。

　油断の無いチェスターは、悔くやしいが強い。

　あの撓しなる鞭のような左腕が厄やつ介かいだ。脱力状態の緩ゆるやかな動きから、瞬時に繰くり出されるゼロからの最高速。

　それでいて蛇を思わせるかのように自在かつ老ろう獪かいな軌き道どう。威力は鋼はがねすら容易に打ち砕くだくと来たもの。

　天に恵めぐまれた長いリーチをもって作られる奴やつの間合いは、広大だ。過去の私とて手を焼いていたあの間合い、子供の身体を持つ今の私にとっては途と方ほうもない広さにさえ感じてしまう。

　だが、その分私は小回りと身軽さを得た。それでも不利は変わらぬだろうが、もとより承知の上。今の奴に打ち勝つには、冥めい府ふに足を踏ふみ入れる覚かく悟ごが必要だ。

　自身の長所なんぞとうの昔に把は握あくしつくした爺だ、当然リーチを活いかした闘いを展開してくる。

　素直に奴の力を認めるのは悔しいが、チェスターが優ゆう秀しゆう故ゆえに立てることが出来た対策。

　私の間合いが奴に近づいたとき、奴の間合いは完全に私を飲み込んでいる。

　……繰り出される剛の蛇。的確にこめかみを狙ねらうそれに対し、腕を置く事で防御を試みる。ハナから防御を狙わねば、恐おそらく防ぐ事は叶かなわなかっただろう。

　体勢だけは崩くずすな、倒たおれれば全てが終わる。急所を打たれるのはもってのほかだ。

　一瞬の内に、一撃に見合う覚悟を決める。来る、来るぞ、来た！

「～ッ！」

　予想以上に速く、重い一撃。鉛なまりの塊かたまりに縄なわを結んで引き回した物が衝しよう突とつしたのではないかと錯さつ覚かくするほどの衝撃。

　防御の体勢を保ったまま、私は地面に靴くつ跡あとを描えがきながら滑すべって行く。

　重い、重すぎる。受けが通用せん！　予想以上に腕を上げたライバルに、唇くちびるを結ぶ。

　この爺、一体何と闘うつもりだったと言うのだ。

　何とか体勢を維い持じする私に、追つい撃げきを加えんとチェスターが駆ける。

　だが、舐めるな。シジマの構えは防御の構えよ。

　的確に顔面を狙う、チェスターの剛ごう拳けん。顔にあんなものを食くらえば、死すら幸運、顔が吹き飛んでもおかしくないと思われるそれに、手をかける。

　受けに徹てつしたシジマを舐なめるな。語る代わりに、今度は腕を下へと払はらった。

　必然、勢いを操られた身体は腕に従って地へ向かう。私はその軌道上に膝ひざを置いていた。

　腕を突き出す勢いと同じだけの勢いで、チェスターの顔に膝が突き刺ささる。

　鼻の潰つぶれる感かん触しよくが膝に伝わる。だが、チェスターは顔に膝をめり込ませたまま、右腕を握にぎりしめた。

　不ま味ずい、と思った時には腹に拳がめり込んでいた。私は血ち反へ吐どを吐はきながら、小石を投げたかのような勢いで吹き飛んだ。強制的に距離が引き剝はがされる。

「がふ、ヴえ……くっく、楽しいな、チェスター！」

「ばっだぐだ──ざいごぶだぜ、おばえ！《全くだ──最高だぜ、お前！》」

　喉のどに残る血を吐き出し、鼻を満たす血を吹き出しながら、私達は笑いあう。

　チェスターは血みどろで元の顔が分からない程ほど。だがその表情は老人がこうまで出来るのか、と言うほどに純粋な笑えみだ。

　私の方といえば顔はそれほどでもないが、内臓がひどく傷いたんでいる。ダメージの最中の反はん撃げきでいい加減に出して良い攻こう撃げきじゃあ無かっただろう、あの拳は。

　お互たがいがお互いに理り不ふ尽じん。チェスターの一撃は私が去いなす。だが私の反撃をモノともせずにチェスターは構わずに攻撃を続ける。
















　そうして受けたダメージが、私の方が多いというのだから泣けてくる。

　それでも楽しく感じてしまうのは──我ながら脳のう味み噌そが腐くさっているとしか思えんな。

　しかしそんなモンだ。最強を諦あきらめきれないガキってのは、そんなモンである。

　曲がった鼻を戻もどすチェスター。私の方も詰まった血を吐き出して呼吸を問題ないものにした。ならば問題はない。さあ続行しよう。

　距離など有ってないようなもの。一瞬で私を間合いに収めたチェスターの、愚ぐ直ちよくなまでに磨みがかれた拳こぶしが繰り出される。

　私はその拳を取り、裏返して可動域の限界以上に曲げようとした。

　このままでは折れる──そう感じ取ったのだろう、チェスターはまたも残る右腕で私の鼻を打った。痛みを意に介かいさないのかこの老いぼれは。少しは怯ひるみやがれ、それは反則だって言っているだろう。

　だが、今度は私も引かない。直角まで立てたチェスターの左手を押し込むように、一歩を踏み出す。

　潔いさぎよいまでの快音が響ひびき、チェスターの掌が自らの腕に接面する。

　間ま違ちがいなく折った！　私の顔は敵の最大の武器を潰した歓かん喜きに染まる──が、次の瞬しゆん間かんには苦く悶もんに打ちふるえていた。

　胃に突つき刺さる膝を、視界の端はしに捉える。直後、地じ獄ごくの様な痛みと熱さが、腹部を支配し──これには私も堪たまらず崩れ落ち、吐と瀉しや物と血を撒まき散らして地面を転がった。

　だが、これが膝でなく拳であれば、終わっていた！

　痛みに身体を支配されるも妙みようなまでに冷静な脳は、それでも身体に休息を許可しない。

　私の身体を踏みつぶそうとするチェスターの足が見えると、痛みを忘れたかのように腹部から手を離はなして、チェスターの足を取る。

　崩れた体勢故に軌道をそらすのが精いっぱいだったが、片足を振ふり上げた故にチェスターの身体を支える足は一本。

　ならば容易に崩せるとばかりに、私はチェスターを転がした。

　刹那にも満たぬ静寂。お互いが痛みに顔を顰しかめながら、体勢を立て直し、距離を取り直して対たい峙じする。

「はぁー、はぁ……どうだ、そろそろ限界が近いんじゃあないか？」

「ぜい、カハっ……てめえこそそうだろう……バカヤロウ、爺をもう少し労いたわれや。遠えん慮りよなしに折りやがって」

　胃と腕。私も奴も、手痛いダメージを受けた個か所しよを庇かばっていた。

　痛みであれば問題はない。だが、お互いに体力がもう底を尽つきていた。

　願望にも似た質問を、私達は仕草で答えあう。

　次の一合が最後になるだろう。言わずとも、それを理解した。

「行くぜぇ……！」

「来いやァァッ！」

　攻せめと守り。対照的な合図を皮切りに、影かげが交わる。

　ダメージはほぼ同じ。しかし、それでも私は自分の有利を理解していた。

　最大の武器たる左腕を潰したのだ、奴の取る行動は蹴けりか右腕による打だ撃げきのみ！

　対する私は胃を破ってはいるが、痛みだけならば行動の制限はない。ダメージだけで言えば私の方が大きいが、最後まで立っていた方が勝者だ、勝ち名乗りを上げるまで膝を地に付けるつもりはない。

　極限まで圧縮した意識が、刹せつ那なを永遠に変える。

　緩やかに流れて見える世界の中、私は見る。拳に絶対の信しん頼らいを置くプライム流決けつ闘とう術、やはり最後の一手は右の拳か！

　だがそれは私の予測範はん疇ちゆう、完全に読み切った攻撃ならば「映うつし木この葉は」で返せる！

　迎げい撃げき用に、私は流水の構えを取った。

　弧こを描えがくように振りぬかれる右の拳──

　それは、私を掠かすめる事は無かった。

「（馬ば鹿かな！　フェイント、回転ッ!?）」

　腕を取らんと構える私の両りよう腕うで。チェスターの右腕は、その手前を通り過ぎていく。

　この男が間合いを測り間違えるなど有りえぬ……この局面でフェイントだと!?

「（ならば蹴りか、回し蹴り──まさか）」

　右拳で無くば、何で来る！　あてを外された私は、駆かけ引きに負けたことで一いつ瞬しゆんの空白を意識に浮かべてしまう。

　……気付いた頃ころには遅おそかった。剣けん士しの剣に喩たとえられるプライム流決闘術の左拳。

　この局面でこの男がそれを使わぬはずはなかったのだ。

「（折れた左拳で……ッ！）」

　……ああ畜ちく生しよう、悔しいなあ。

　凝ぎよう縮しゆくされた世界の中、私は意識を白に染め上げる直前、顎あごに奴の左腕が触ふれたのを確かに感じた。

　折れた左の拳。裏拳となったそれが、私の顎を打ち砕いた。








第八話　決闘のあと









　頰を優しく焦こがすような柔やわらかな温かさの中、私は眼めを開けた。

　気がつけば、体を横たえられていたらしい。どうやら眠ねむっていたようだ。

　段々と覚かく醒せいしてくる意識の中に、枯かれ木が爆はぜる乾かわいた音が紛まぎれ込む。

　音に誘さそわれて私が顔を動かすと、少し離れた位置に焚たき火が見えた。

　しっかりと組まれた木材に、丁度良い勢いで燃え盛る炎ほのお。

　言うまでもないが、意図的に行わねば山の中で火が起こる事は滅めつ多たに無い。

　であるならば、誰だれか──と言っても分かっている──が火を起こしたのだろう。

「……敗まけたのか、私は」

「おう、起きたか」

　上体を起こしながら、私は火を起こしたであろう人物に向かって呟つぶやいた。

　目当ての人物は、火を挟はさんだ向こうに居たらしい。チェスターは木をくべながら、胡う散さん臭くさい笑みを浮うかべていた。

　……くそ。随ずい分ぶん差を付けられたものだ。思わず、歯を食いしばる。

　私にとっては全力を出し切った死し闘とうであったが、チェスターは余力を残していたらしい。

　証しよう拠こに、打だ倒とうした私を寝ねかしつつも、火を起こすなどしている。

　もっと言うのならば、痛みのないこの身体だ。それは拳打の一いち撃げき一撃にあれだけ魔ま力りよくを込めておきながら、お互いの重じゆう症しようを治ち癒ゆするほどの魔力まで残していた事を示している。

　生まれ変わるまでに約二十年の差、生まれ変わってから十二年のブランク。

　それを言い訳にするつもりはないが──私がもたついている間に、この男は随分と腕を上げたようだ。

「完敗……だな」

「ああよ。ガキの身体と、鍛たん錬れんを欠かさなかった俺じゃあこういう結果にもならァな。まだ身体に慣れ切ってねぇんだろ？　僅わずかだが技わざのキレが鈍にぶかったぞ」

　そこから先、しばしの沈ちん黙もくが流れる。

　……正直に言えば、悔くやしい。悔しくて悔しくて、握る拳から血が垂れるのも厭いとわぬ程だ。

　理り合あいは磨いたつもりであった。魔力も、前世と比ひ較かくして申し分ないほどに練り上げた。

　しかし、結果はこれだ。

　手足短き子供の身体。より深く理解した「理ことわり」をもってしても、前世の肉体で刷り込んだ技がどうにも馴な染じまなかった。

　チェスターが最後に繰くり出したあのフェイント──前世の身体であれば通り過ぎる手を摑つかめていたと思うし、それをさせないために一瞬でも早くチェスターが動いていれば、反応出来ていたと思う。

　全てが終わった以上それらはたらればの話であるし、結果は変わらぬ。負けも受け入れるつもりだ。

　侮あなどることなく全力で果たし合い、負けた。ともすれば命を失っていた愚おろかに、歯が軋きしみを上げる。

　はるか高みに足を踏ふみ入れた宿敵に、嫉しつ妬とを感じえない。命を落とした私に比べ、奴やつはその武で命を摑み取った。

　私よりも最強に近い位置に居る。それが、羨うらやましくてかなわぬ。

「お前は」

「なんでェ」

「一体何と闘たたかうつもりで武を磨いていたのだ」

　おそらく、チェスターに敵かなう者は、表にはまず居ない。裏の世界は広いが、それでも奴と互ご角かくに闘える者を探すだけでも相当骨であろう。

　だと言うに、この男は何を目標に闘っていたのか。

　私はふと気になり、そんな事を聞いてみる。──答えなぞ、とうに分かっているのに。

「……さァな。考えた事もねぇぜ。お前さんが死んで以来、ぽっかりとやる気を失っちまったはずなんだがな。必要だから武を磨いている。毎日続けてきた事だ、そんな風に思っちまってるんだよ」

　──そう、理由など無いのだ。目標も、不確かな二文字のみ。

　結局同じだ、最強を諦めきれない武術家なんて、誰しもがこんなものだ。

「お前はどうなんだよ」

「考えた事もない」

「だろうなあ。まあそんなモンだろ？」

　やはりな。私はなんだか急に可お笑かしくなり、喉のどの奥から笑いを漏もらした。

　チェスターの方はと言うと、私の答えに満足したか、豪ごう快かいに笑っている。

　ああ、悔しい。全力を出して負けたのに、満足している自分が悔しくてしょうがない。

「次は勝つ。その面つらを地面と接せつ吻ぷんさせてやろう」

「はっ、何時でも来やがれ。勝ち続けて寿じゆ命みようで勝ち逃にげしてやるぜ」

　全く、口の減らん奴よな。だが言う通りには絶対にさせん。奴が逝ゆくまでには十回やって十回勝てるようになってやろうではないか。

　……ふむ、なんだか久しく無い気分だ。悪友というのは、良いものだな。

「んじゃあ、そろそろメシにしねえか。鳥を落としてあンだよ」

「そんな事までしていたのか？　……やれやれ、少しは老いたらどうだ爺じじいめ」

　歳としの割に元気が過ぎるチェスターを見て、思わずため息を吐つく。

　この男が老いで劣れつ化かする、という場面が全く思い浮かばんな。生しよう涯がい現役とは良く言ったものだ。

　削けずった木に鳥を刺さすチェスターを見て、私は宿敵の強さに感謝した。




　　　　◆




「ひっかひ……今いま更さらなんだがよ、お前はん、なんでそんな姿になってふんだ」

「……本当に今更だな。まあ待て、ゆっくり話してやる」

　焼きあがった鳥に私が歯を立てようとした瞬しゆん間かんだった。

　すでに口いっぱいに鳥を頰ほお張ばったチェスターが、聞き取れるか否いなかの瀬せ戸と際ぎわといった声をかけてくる。

　食べ物を口に入れている最中に喋しやべるな。そう言ってから、私も鳥に齧かじり付いた。

　遠火でようく焼き上がった鳥は、非常に食欲を誘う香かおりを放っている。

　香こう辛しん料りようも塩も無いというに口に泉を作るその香りは、最も原始的な食欲を誘う香りだ。

　また、この焼き加減がいい。表面に脂あぶらが浮き、自らの脂で乾いた音を立てながら揚あげたような状態になっている鳥の皮は、歯を入れた瞬間に薄うすい焼き菓が子しのような食感を与あたえて崩くずれさる。

　儚はかなげなその歯は触ざわりに頰を緩ゆるめた直後に襲おそいかかるのは、これでもかというほどの肉にく汁じゆうだ。

　それは、皮と肉の間に程良くついた脂し肪ぼうが溶とけだした、極上のスープ。乾いたような皮の歯触りからとたん溢あふれだす大波の如ごとき旨うま味み。緩んで隙すき間まだらけになった頰から涎よだれが湧わき出てくる。

　話をする、とチェスターに言っていたのも忘れ、私は鳥に夢中になった。

　心地ここちよく歯を受け入れて崩れさる皮と、ぎっちりつまった肉の繊せん維いが優やさしく解ほどけていくこの感かん触しよく。解けた肉の間には、極ごく上じようの肉汁が絡からまって──

　気がつけば、私は鳥の一いつ匹ぴきを平らげていた。あまり大きくない鳥ではあったが、前世の老いた私ではとてもではないが食べきれぬ量だ。

　……ううむ、育ち盛りというやつか。久方ぶりに感じた強い食欲。美う味まい食事でそれを満たす事が出来た私は、喩えようもない満足感に包まれていた。

「がっツくのう、そんなに腹が減っていたのか」

「この身体になってから、どうもな。さて、では話を始めるか？」

　私に少し遅おくれて鳥を食いつくしたチェスターが、私の食べっぷりをみて笑っていた。

　まあ前世の私からすれば考えられない勢いであったからな。……その私より百年単位で歳を重ねているチェスターが、鳥一匹を平らげるというのも中々な話であると思うが。

　さておき、私がなぜこんな奇き縁えんに恵めぐまれたか、だったか。

「正直に言えば、分からん。気がついたらこの身に生を授さずかっていた、としか言えんな」

「まァ俺も長生きしちゃいるが、そんなハナシ見た事も聞いた事もねえ。強しいて言やァお前さんだけだ。幸運だったと思うほかはねぇやな」

　やはり、チェスターほど長く生きていてもこういった出会いは初めてらしい。

　ふと、私は自らの手を見る。マメもない、傷もない小さくすべすべした子供の手だ。

「とはいえ、羨ましいハナシだ。幾いくらか腕うでが落ちるとはいえ、学んだ事を覚えて人生を生き直せるとはな。お前さん、最強の十二歳児なんじゃあねぇか？」

「やめてくれ。……だが、流石さすがの私も十二の子供に負けたくはないな」

「そりゃそうだろう。たかが百年と少しとはいえ、一生を使って培つちかった武だからな、十二のガキに負けたら凹へこむだろうよ」

「たかが、か。私からすれば百年もの年月をたかがと言えるお前達エルフが羨ましかったものだがな」

「今となってはお前さんもエルフだろう」

「違ちがいない」

　すっかりと辺りは暗くなり、焚き火を挟む私達に僅かな沈黙が訪れた。

　遠くに聞こえる獣けものの声が、煩うるさく感じる。

「弟子をな、もってンだ」

　沈黙の中、夜の闇やみを切り開くかのように、ぽつりと声が生まれる。

　言葉は、私にとって意外なものであった。

「弟子？　お前がか」

「おうよ」

　私がこう聞いたのにも、訳がある。

　昔からチェスターは「プライム流決けつ闘とう術は俺が生み出した俺のモノだ」と言って、数多あまたいる弟子入りの希望者を無下にしてきたのだ。

　苦心して生み出した、最強に近づくための財産。それを他の者に与えるなど、と言っていたチェスターだ。一体どういう心境の変化があった？

「弟子は取らないのではなかったか？」

「そのつもりだったんだがな。お前が死んだ後もアルマの嬢じようちゃんが必死にシジマの技を広めてるのを見て、ちと羨ましくなっちまってなァ」

　白黒入り混じった頭を無造作に搔かくチェスター。

「俺が死んだら何が残るのか、ってな。お前はアルマの嬢ちゃんを遺のこしたが、俺にはなーンもない。なんか妙みような焦あせりが生まれちまってな」

　私の相あい槌づちが無いのも構わず、チェスターは続ける。その顔はどこか悲しげだった。

　──何が残る、か。私にはアルマが居た故ゆえにそのあたりの心配は無かったが──最強を得ずに死んだら何が残るか。考えた事が無かったわけではない。

　言葉に続きがある事をなんとなしに察していた私は、黙もくして言を待った。

　予想通りに、チェスターは続ける。

「けど眼鏡めがねに適かなう奴はそうはいなかった。どうしてもお前さんやアルマの嬢ちゃんが浮かんできてな。この程度の奴らにプライム流決闘術は伝えれねえ、そう思っていたんだが……。つい最近、ようやっと後こう継けい者しやを見つけてな。思ったんだよ、時代が変わるんだってな。俺やお前の時代が終わって、次の奴らの時代が来るってよ」

「……お前らしくないな。生涯現役ではなかったのか」

「もちろん、今更降りるつもりはねえさ。ただ、その後継者ってぇのが問題でな」

「どうしたというのだ。お前が自身の目で選んだのだろう。何が問題なのだ」

「……強すぎるンだよ」

　途と端たん、チェスターの顔がひどく嬉うれしそうな笑えみに変わった。

　……強すぎる？　この男にそれほどまでに言わせるものなのか。

「強すぎる、だと？」

「おうよ、まだ十五になったばかりのガキなんだがな、この弟子ってのがとんでもない才能を持ってやがンだ。この年の頃ころの俺は──って考えて、嫉妬するほどにな」

　言葉とは裏腹に、楽しそうなチェスター。

　私もアルマの才を眼めの前にした時、同じような感覚だった事を思い出す。

　私より歳を取っているというのに、今更弟子を持つ喜びに気付いたか。

　我が子を自じ慢まんするかの様なチェスターの様子に、呆あきれていた表情がつい笑みに染まった。

「間ま違ちがいなく、このガキは俺を超こえる。そう思った瞬間、無む性しように嬉しくなっちまってな。歳を取ったと思ったモンだぜ。でな、でな、そのガキってぇのが……なんだと思うよ？」

　……しかし、これは行きすぎではないか？

　まるで子供のようにはしゃぐチェスターに、笑みが固まる。先ほどまでの神しん妙みような空気はどこに行ってしまったのか──なんだか無性に阿あ呆ほらしくなってきた。

　このまま話を聞いていても、のろけが続くだけだろう。年寄りの話は長いと言うしな。

「知るわけがなかろう……エルフの文字を読めるようになった最近まで、三十年近くの空白がある私だぞ。裏社会に引き籠こもるお前が最近取った弟子のことなど知る筈はずがないだろう」

「だよな、知らんよなァ、んじゃ教えてやるよ！　聞きてェだろ!?」

　嗚あ呼あ面めん倒どうくさい。前はこんな男じゃなく、もっとこう……研とぎ澄すました刃やいばの様な男だったのだが。

　これじゃまるで牙きばの抜ぬけた犬ころだ。まるでかつて孫が出来たばかりの師し匠しようの様な──

　……孫が出来たばかりの、師匠？

「これがな、なんと俺の孫なンだよ！　教える事を片かたっ端ぱしから覚えていって、技が成功すると『お祖じ父いちゃん』つって喜んで駆かけ寄ってくるんだ。これが可愛いのなんのって、もうな！」

　ま、孫だと……？　今こやつ、孫と言ったのか？

　予想外の宿敵の呆ほうけっぷりと、予想だにしなかった言葉が私の頭を混乱させる。

　まるで師匠の様な、と思ったが──同じ印象を与える理由があったと言うのか。

　い、いや、そもそもだ──そもそもこの男──

「お前、結けつ婚こんしていたのか？」

「あァ？　随ずい分ぶん今いま更さらだな。そんなモンとっくにしとるわ」

　……初耳だった。武のことしか頭にない男とばかり思っていたが、嫁よめと子が居たのか。

　しかも孫まで居ると来たものだ。

「でなァ、この孫ってのが──」

「いや待て待て。その話は長くなるのか？　長くなるのであれば御ご免めんだぞ」

「ンだよ、こっからがいい所だってェのによう……」

　所謂いわゆるジジ馬ば鹿か。師匠で一度それを体験している私は、掌てのひらを広げて見せて制止する。

　こうなった「お祖父ちゃん」の話はかなり長い。忍にん耐たい力は無いでもない方だと思ってはいるが、そんななけなしの自信など容易に崩れ去る長さだ。

　師匠の話は師と弟子という立場故に黙して聞くしかなかったが、相手がチェスターであれば話は別。同じ悲劇は繰くり返させぬ、絶対にだ。

「まァいいさ。そんじゃ、本題に行くとするか。お前にちと頼たのみがあるんだよ」

　何とか事前に話を止める事が出来た私は、安あん堵どの息を吐いた。

　しかし──頼み、か。面倒な事でなければいいが。

「……ちなみに断れば？」

「アルマの嬢ちゃんにお前の正体をバラす。きっと毎日忙いそがしくなるぜェ……？　それこそ修行なんざしてるヒマねぇだろうなあ……？」

　くそ、人の弱みを楽しそうに振ふりまわしおって。

　分かってはいたさ。どの道聞くしかないことだ。ハナから面倒でない事を祈いのることしか出来ん。

「言ってみるがいい。無理難題は止よせよ」

「無理でもねえさ。ちと話は戻もどるが、いいか？」

「……手短にな」

　どうやら、頼み事は孫関連の事で間違いがないようだ。

　頭痛を考え事で紛まぎらわせながら、私は今後の身の振り方を考える。

　面倒な奴に弱みを握にぎられてしまったからな……これから先も厄やつ介かい事ごとを押しつけられるに違いない。

　せめて学業に身を置いている今は勘かん弁べんしてもらいたいところではあるが……それも今は分からぬか。まあこうなってしまっては仕方が無い。ともかく目の前の問題を片付けねば。

「さっきも言ったとおりなんだが、この孫ッてぇのが天才も天才でな。俺のプライム流決闘術をぐんぐんと修めていってるわけだ……ま、そこはいいんだけどよ。問題はこのガキが、ちと強すぎることでな。同年代に競きそえる奴がいねェのよ」

　……ふむ？　なるほどな。ここまで言われれば、私とて察する。

　一ひと先まずは思うたよりも厄介な事でもなさそうだ。とはいえ、まずは奴の話を聞いてから判断するとしよう。全く、この孫煩ぼん悩のうめが。

「ンで、そこで頼みなンだが……偶たまにでいい。うちのガキと闘たたかってやって欲しいんだ。いくら強いとは言ってもまだまだおィら達にゃ敵かなわねえ。だがうちのガキと張りあえるガキは、お前さんくらいしか知らなくてな」

　頼み事は、予想通りのものだった。

　孫に友人が出来なくて手を焼く祖父と言ったところか。

　……やれやれ、なんともまあ丸くなったものよな。

　しかし、ガキ扱あつかいか。この姿では仕方のない事とはいえ、なんともむず痒がゆい。

「それくらいならば引き受けよう。随ずい分ぶんと『お祖父ちゃん』をしているな、チェスターよ」

「なんとでも言え。お前も孫が出来たらこうなるさ。せっかく拾った今生だ。一生独身なんて寂さびしい真ま似ねはせんほうが良いぜ？　なんだかんだ、結婚ってのも悪くはねェもんさ」

「そんなものかのう」

「そんなモンだ」

　呆れる私をよそに、大笑いをするチェスター。

　孫が出来るとこうも丸くなるものなのか。

　私は外見が。チェスターはその心が。

　お互たがいに変化の多い友人同士、私達は雑談などを繰り広げる。

　闘とう争そうという火を挟はさんだ旧交は、空が白むまで続けられた──。








第九話　娘むすめの晴れ舞ぶ台たい









　チェスターとの手合わせを終えてから二週間余りが経過したある休日のこと。

　酷ひどい負けず嫌ぎらいである私はチェスターに敗北を喫きつしてからと言うもの、今まで以上に武の頂を目指すことに熱を入れていた。

　苛か烈れつな訓練を課し、一つ一つの鍛たん錬れんの意義を求めながら、磨みがいていく日々。

　学校が無くば、恐おそらくは休みなく鍛錬を続けているであろう私は──それでも、この貴重な休日に普ふ段だん修行をする山ではなく、アルファレイアの街にてその動きを止めていた。

「……これは、誤算であったな」

　何をするでもなくただ困り果て、巨きよ大だいな建造物の前に立ち尽つくし、途と方ほうに暮れる。

　諦あきらめを交えた顔にくっついた私の長い耳には、割れんばかりの歓かん声せいが聞こえている。話に聞くと、この建造物の天てん井じようは開放されているという。そのためだろう、この何ど処こまでも楽しそうな人々の熱気が聞こえてくるのは。

　この建物の中では、ここエルフの国ミラフィアで最近ブームとなっている催もよおし物が行われている。実のところを言うと、私が今この場に立っているのも、その催し物を見るためであった。しかし──

「まさか、これ程ほどまでに人気だとは……」

　先立つものが無く、ここで立ち往生を強しいられているのだった。懐ふところから取り出すは、入れる、出す以外の機能がない簡素な財布。

　子供が持つには聊いささか色気に欠けるそれの、中身を覗のぞく。……うむ、やはり足りん。

　両親から月に一度送られる小こ遣づかいを確認するが、何度見ても中身が増えるはずも無く。

　折角修行を休みにしてここまで来たと言うに、これではあまりにも報むくわれないではないか。建物から広がる歓声が、ふと気になってしまう。

「娘の晴れ舞台、是ぜ非ひともこの目で見ておきたかったのだがのう」

　恐らくはあの歓声の中心にいるであろう我が娘の姿を思い浮うかべ、私は大きな溜ため息を吐つくのであった。

　……かつて、とはいってもそう昔ではない、エルフにとってはついこの間の話。

　この国は、未み曾ぞ有うの危機を迎むかえていたそうだ。

　原因は疫えき病びようでも戦争でもない、極きわめて原始的な要因。天敵の出現──現在では「タリスベルグ」と総そう称しようされる「魔ま法ほうの効かないドラゴン」が突とつ如じよ現れたことにあった。

　元々魔法に長たけた種族であるエルフにとって、この魔ま物ものの存在は正しく脅きよう威いであったことだろう。

　村は焼かれ、街は蹂じゆう躙りんされ、食い止めることも叶かなわない。

　数多あまたの英えい雄ゆうと呼ばれた者達が挑いどむも、時には魔法を弾はじかれ、時には名めい剣けんを折られ、積み上がる軀からだの一つになっていったという。

　そんな時に現れたのがアルマであったそうだ。

　海を渡わたってエルフの国に帰ってきたアルマは、魔ま力りよくを使って身体からだを強化こそしているものの、武器すら用いずにこの魔ま竜りゆうを討ち果たしたという。

　こうしてアルマは英雄と呼ばれ称たたえられる様になり、そして──

　二度と同じ被ひ害がいを出さんがため、エルフの里へ、己おのが武術を鍛きたえるという習慣がついたという。

　……さて、ここまで言えば、この建物が何かわかってこよう。

　円形を基調とした、巨大ながらも荘そう厳ごんな装そう飾しよくをこさえた建物。

　開放された天井。中から聞こえてくる歓声。

　そう、この建物はアルファレイアが誇ほこる大コロッセオ。

　武の道を邁まい進しんする者達が切せつ磋さ琢たく磨まをするために建てられた建造物である。

　しかしいかにエルフの社会に魔法以外の武術が広まり始めたとはいえその歴史は浅く、この立派な建物も常にこれほどの歓声に満ちているわけではない。

　だというのにこの身を叩たたく大だい歓かん声せい。聞けば、今日は月に一度開かれる武ぶ闘とう大会の日であるという。

　日々積み上げたものを示す機会に武術家達は鬨ときをつくり、観客たちは行われる試合に興奮して批評入り混じった歓声を送る。

　国は違ちがえど、この見慣れた図式に思わず笑えみがこぼれる。もはや、格かく闘とう技ぎは一つの娯ご楽らくとなっているのだ。

　──だがそれでも、これほどまでに会場の熱気が昂たかぶっているのは異常と言えるらしい。

　道行く人々の会話に耳を傾かたむければ、コロッセオがこれほどまでに興奮しているのは初めてだという。

　ならばその理由はなにか。答えは、格闘技の観戦を趣しゆ味みとする者にとって、一番見たい格かく闘とう家か。……そう、アルマ＝シジマの参戦である。

　各地を渡り歩いているアルマの参戦に、人々は沸わきに沸いたという。

　生きる伝説、最強の武術家、蒼そう穹きゆうの御み子こなどアルマを称える言葉がそこらじゅうから聞こえてくる。

　人々の興奮は最高潮。親代わりであった私からすると、やはりどうにも我が子が認められているという事実に頰ほおが緩ゆるんでしまう。……だが、おかげで今回のコロッセオは超ちよう満員。

　開演の一時間前からこの場に到とう着ちやくしたというに、席は全て売り切れであった。

　そう、今この場に私がいるのは──何のことは無い、娘の晴れ舞台が見たかったためである。

　余よ裕ゆうを持って到着したつもりであったが、娘の人気はどうやら私が想像するはるかに上を行っていたらしく、このザマというわけだ。

　一応、それでも中に入る手段が無いわけではない。

　そこらには、入場券を売る怪あやしげな男達が散見出来る。

　小耳に挟んだ話だと、入場券を手に入れる為ために三日以上も前から列に並んでいたとか。

　そうして得たチケットを、本来の数倍の値で売っているのが彼らである。

　見るためではなく売るために入場券を入手する──俗ぞくに転売屋という者達だが、こういう手合いがいるのはエルフの里でも変わらぬらしい。案外国が非外交的なだけで、エルフも人間とそう変わらぬものだな、などと思ってしまう。

　……ともあれ、事態を楽観していた私はまんまと入場券を摑つかみ損そこねてしまったというわけだ。

　ここで見ずともアルマの闘いは幾いく度どとなく見た──どころか、何度も手を合わせたのだがな。娘の晴れ舞台、是非ともこの目で確かめたかった。

　この行事が俗に言うトーナメントという方式を取っている以上、結末は既すでに見えている。アルマが優勝することは解わかっているのだが、それを見たいのが親心という物なのだろう。

　とはいえ、無いものをねだっても仕方が無いか。

　過ぎたことを悔くやむ暇ひまがあれば修行に充あてよう。そうして一日でも早く武の道を極きわめ、アルマに正体を明かしてやれば良いではないか。

　そうと決まれば、早さつ速そく始めよう。まずは走りこみだ。さて今日も忙いそがしくなるぞ。

　気合を入れるように屈くつ伸しんをはじめ、身体をほぐしてゆく。良質な鍛錬の前には、入念な準備運動が欠かせない。故障は減る、鍛錬の質は上がる、精神的な効果もありと良い事尽ずくめだ。足を曲げては伸のばしを数回繰くり返し、次は腕うでを組み、伸ばしていく。

　丁てい寧ねいな準備運動を終えると、良い感じに温まってきた。

　……よし、では行くか。近場の山を目指すため、私が後ろを振ふり向いたその時であった。

「あっ、て、てめえは！」

　驚おどろきの色に染まった、聞き覚えの無い声が我が身を叩く。

　はて、前世ならばともかく、今生で手前てめえと言われる縁えんなどあっただろうか。

　声は丁度私の進もうとしていた方向から響ひびいてきた。

　そろそろ移動しようかと、向きを変えていた私は図らずともその声と対面することになる。

　果たして、声の主は一体何者か。そこにあった顔は──やはり、覚えの無いものだった。

「失礼だが、どちら様か」

「なっ……！　このガキ、舐なめくさりやがって！」

　とはいえこのやり取り、覚えがあるような、無いような。

　……と、思い出した。何い時つしかアルマ達と街に出かけた時、私に絡からんできた者か。

　そう気付いてみればなるほど、確かに覚えが無くもない。

　記き憶おくに残す間も無く沈しずんでしまったからな、そういえばこんな顔をしていたか。

「ああ──思い出したぞ。あの時、私に絡んできた者か」

「忘れてたってのか……!?　相変わらずムカつくガキだぜ……！」

　相変わらず沸ふつ点てんは低いまま。やはりあの男か。

　しかし己おのれの行いを反省することも無ければ、またも同じ真ま似ねをするとは救えん奴やつだな。これは、少し痛い目を見せてやったほうがよかったか？

「……それで、何か用か」

「いいや、何もねえよ。何もねえが……顔を見ちまったからには、ただじゃあ帰せねえな」

　言いながらに拳こぶしを折り曲げ指を鳴らす男は、このあいだ惨ざん敗ぱいを喫したばかりだというのに、偉えらく威い勢せいが良い。

　理由については、分かっているのだがな。その威勢の良さには、後ろにぞろぞろと連れ立ったガラの悪い男達が関係しているのだろう。……いやはや、本当に小さい男だのう。

「ほう、土産みやげでも持たせるか？」

「クチのへらねえ……！　けどよ……へへ、別に良いいぜ……じきに何も言えなくなるからな！　アルジーさん、コイツです！　この前俺をやった生意気なガキは！」

　やはりと言うべきか、男は後ろを振り向き、何者かの名前を呼んだ。

　この情け無い男を含ふくめて九人の集団から、一人の男が歩み出てくる。

　御ご多た分ぶんに漏もれず、この男もガラが悪い……が、私にとっては見慣れたガラの悪さに、ほうと息を吐いた。

　エルフにしてはアルジーと呼ばれた男のがたいは良く──私が前世によく相手をしていた手合いを思わせた。エルフは華きや奢しやな者が多いからな。こういう分かりやすい肉体派を見るとつい珍めずらしいものを見た気になってしまう。

　この懐なつかしい状じよう況きようが、前世のやんちゃをしていた頃ころの光景と重なる。集団を見ては喧けん嘩かを売るなどしていたが、私も若かったな。堪こらえきれず、私は小さな笑いを漏らしてしまった。

「な、何がおかしいんだクソガキ！　この方はなぁ、今そこでやってる大会の、先月の準優勝者なんだぜ!?」

　アルジーという男を披ひ露ろうするように、ガラの悪い男が手を広げた。

　筋肉に包まれたその男は、腰こしぎんちゃくの紹しよう介かいを受け、不敵に笑う。

　……だが私は、呆あきれるよりも先に、まず呟つぶやいてしまう。

「……準？」

　男の自信満々……と言って良いのかは分からぬが、その誇らしげな言葉に混ざる不純物。

　ああいや、別に準優勝というもの自体をけなすつもりは全く無いのだが──

　高らかに叫さけぶには、ちと色が薄うすい気がしてしまったのだ。

　九名の男達が、一様に固まる。……何な故ぜだか、悪いことをした気分になった。

「なあバリーよ」

「あ、な、なんですかアルジーさん！」

　アルジーが、何者かの名前を呼びつける。反応したのはこの柄の悪い小物で、どうやらこの小物の名はバリーである事を知る。

　どうせ明日あしたには褪あせている記憶なのであろうな、などと思いつつ、私は青筋を立てるアルジーとやらを見み据すえた。

「確かにムカつくな、このガキは……！　おいお前ら、囲め！　逃にがすなよ」

　恐おそらくはこの中でも強い権力を持つのだろう、アルジーの一声で、残りの八人が焦あせったように私を囲む。

　こうなるだろう、と思っていた私は、驚きもしなかった。むしろ、こういう懐かしいと思う感覚が悪くない。

「おい、光栄に思えクソガキ。このオレが相手をしてやる」

　円を作った男達の中心を通り、私と対たい峙じする。とりあえずの所は一対一を挑むあたりは、評価しておこう。

　だが私と男の身長差は比ひ喩ゆでもなく、まさに大人と子供。中身は同じくらい年ねん齢れいを重ねた人間のジジイとはいえ、この男はそれを知らない。子供相手に強気になって、情けなくはならぬのか。

　とはいえ、だ。絡まれ続けていた前世とは違い、今生ではこういった機会は多くは無い。

　挑いどんできてくれるというのならば、ありがたく食わせてもらおうではないか。

　男が拳を握にぎり締しめ、構える。しっかりと脇わきを締め、小刻みな動きで初動を隠かくす。

　ある程度は心得ているな。だがそれゆえに解る。これは、打だ撃げきを得意とする構えだ。

　私は男の構えを見て、受けに優れた「流水」の構えを取る。

　空気が一段と張り詰つめたものへと変わる。

　しかし、そんな状態も長くは続かず。静せい寂じやくが生まれるまでも無く、男が地を蹴けった。

　単純な真っ直すぐではない、緩かん急きゆうと揺ゆれを混ぜた動き。体幹を隠そうとしているあたりは評価したい。

　だが、動きはともかく少し遅おそすぎる。

　まだまだ身体からだに動きが染しみ付いていないと見える。意識して行う動作は、刷り込んだものに比べれば劣おとるというものだ。

「は、速はええ！　さすがアルジーさんだ！」

　──が、この男の取り巻き達からすればこれでも速い動きらしい。

　ううむ、やはり発展途と上じようであるな。エルフの国で武術がメジャーになり始めたのは私の死後、アルマが英えい雄ゆうとなってからのことらしいので、その歴史は始まったばかりと言える。

　洗練されきっていないアルジーのステップによって詰められた距きよ離りは、お互たがいを交戦圏けん内ないへと置いた。

　数瞬しゆん遅おくれ、飛び出すアルジーの右拳。間合いを理解しきってはおらんか、このあたりはやはり年季が必要なのだろうか。チェスターのような打撃系と比べると、あまりにも未熟よな。

　繰り出される拳へ手の甲こうを添そわせ、円を描えがくように巻き込む。

　力の向きを崩くずされ、アルジーのバランスが歪ゆがめられ、すかさずに私は支えを失った蹴り足を刈かった。アルジーの身体が宙に舞まう。

　アルジーの顔が驚きを反映しはじめると同時に、私は空いた右の手を内へ返した。

　シジマ流「勁けい」……はちと威い力りよくが高すぎるか。保護程度に魔ま力りよくを纏まとわせ、腹部へ掌しよう底ていを叩たたき込む。

　支えの無い空中でそれをまともに受けたため、吹ふき飛ぶアルジー。

　避よけきれずに巻まき添ぞえをくったバリーをなぎ倒たおし、ようやくアルジーは地面へと帰き還かんを果たした。

「な、なんだ!?　何が起こったんだ!?」

　一団のうち、名前も知らぬ男が叫んだ。

　言葉とは裏腹に、何が起こっているかは理解していような。

　ただ、それが眼前の子供の手によって引き起こされたと認めたくないのだろう。

　それは、この一団のリーダー殿どのも同じようで──

　身体のあちこちに傷を作ったアルジーは、腹部を押さえて立ち上がった。

　加減し過ぎただろうか？　とはいえ、立ち上がるのは大したものだな。

「クソガキィ……！　おいてめぇら、全員で掛かかるぞ！　てめぇも起きるんだよバリー！」

　大おお仰ぎような手て振ぶりで男達に指示を飛ばしながら、バリーを蹴り起こすアルジー。

　やれやれだ。力を感じ取るのは良いが、何とか己の手札で打ち倒そうという気き概がいは無いか。始めに一対一を選んだのも、ただの慢まん心しんというわけだ。

　一対多は不得手でないが、もう少し武術に携たずさわるものとしての誇ほこりを見せてもらいたいものだ。

　アルジー以外の男達が一いつ斉せいに武器を取り出し、私への距離を狭せばめてくる。

　なんともまあ、情け無い図式よ。この男達には自分達を客観視するということが出来ないようだな。

「その受けの技わざも大勢相手じゃ使えねえだろ……？　行けェ！」

　アルジーの合図に、様々な表情をした男達が飛び掛かってくる。

　だが連れん携けいの訓練はしていないのだろう、個人が思い思いに動いているが故ゆえに、目的を一つとしている筈はずの動きもばらばら。

　これでは足し算にもならぬ。個々がそれぞれの動きを阻そ害がいする形で動いているため、一と一を足しても二には届かぬといったところ。それに──

「へぶっ！」

「ぐえっ！」

　受けの技が大勢に使えぬとは、笑いどころの分からぬ冗じよう談だんよな。

　実戦を追い求めてきたシジマ流、この程度の状況を想定しないわけがない。

　左右から挟はさみこむようにして、ナイフで斬きりかかってきた男達の手を取り、交差させるように引くことで正面から衝しよう突とつさせる。

　鈍にぶい衝突音を残し、男達が地に倒れ伏ふす。これで二人。

　一いつ拍ぱく遅おくれて、後ろからの前蹴り。身体を捻ひねることでかわし、糸を巻き取る様な動きで男の後ろへと回り込む。

　後は簡単だ。男自身が繰くり出した攻こう撃げきの勢いを利用し、背でもって体当たりを食くらわせる。これで三人。

　次いで襲おそい掛かる二人の男。先に仕し掛かけてきた男の、薙なぐような斬り付けを屈かがんで避ける。どうやら本当に連携をとることを想定していないようだ。

　私が避けたナイフはもう一人の男の鼻っ柱に紅あかい筋を走らせた。間ま抜ぬけさに眉を顰ひそめながら、痛みにもだえる男の意識を掌底で刈り取った。

　仲間を斬りつけた間抜けは、残る軸じく足あしを踏ふみつけてやった。反射的に逃のがれようとする無防備へと掌打を打ち込むと、その場に崩れ落ちた。──五人。

　さて次は、と。意識を研とぎ澄すませるが、どうにも攻撃の意志が感じられない。

　辺りを見回すと──残る四人は、この状況を前に攻せめあぐねている様だ。

「お……おいバリー、なんなんだよ、コイツ！」

　倒れ伏した一団の半数を見る群れのボスが、心底苛いら立だった様子で叫ぶ。

　怒ど号ごうを受けたバリーは、声にならない声を出しながら、倒れた仲間達とアルジーへと交こう互ごに視線を送っている。

　……ふむ、少し大人げ無かったか。……これ以上は時間の無む駄だだな、得るものが何も無い。溜ため息を一つ吐つき、構えを解いて佇たたずまいを直す。

　私の様子に最大限警けい戒かいしているのだろうか、残る男達が一様に肩かたを震ふるわせた。

「これで手打ちにせんか。これ以上やっても無駄であろう」

　残った者達を見回すようにして、構えを解いたことと共に言葉でも戦せん闘とうの意志が無いことを告げる。

　お互いのためにも、このあたりで諦あきらめてくれると良いのだが──

「ふざけんじゃねえぞクソガキ……！　こんくれえで勝ったつもりか！」

　他の者はともかく、アルジーにはそのつもりが無い様だ。

　まったく、折角の厚こう意いを無駄にしおって。苦いものを覚えつつ、私は構え直した。

　その様を見て息を詰まらせる残りの男達。自じ業ごう自じ得とくとは言えど、上の者に恵めぐまれぬと大変だな。

　とはいえ、この差を見てなお向かってくるとは中々威い勢せいが良い。

　勝機の一つでも思いあたりがあるのであろうか。──何にせよ、闘たたかいを挑まれた以上油断はせん。

　さて、隠し玉は如い何か様ようなものか。興味もあり、私は男達を睨にらむように凝ぎよう視しする。

　その視線に一歩足を引いたアルジーが、隣となりのバリーへと声をかけた。

「バリー、『結けつ晶しよう』は幾いくつ残ってる？」

「え？　……あ！　ハイ、五つ残ってます！」

「十分だな……おいてめぇら、集まれ！」

　リーダーの指示を受け、散っていた男達がアルジー達の元へと集まっていく。

　この間にも倒そうと思えば数人は倒せるのだが、それよりも私はこの男達の奥の手に興味があった。

　作戦か、武器か、他の何かか──アルジーがバリーへと指示すると、バリーは何かしらが入っていると思おぼしき袋ふくろを取り出した。

　中身は──ドス黒い血の様な色をした、結晶？

　結晶が男達の下もとにそれぞれいきわたると、アルジーが私へと向き直る。

　そのドス黒い血の塊かたまりのようなものを見せ付けるように、言う。

「へへ……クソガキよ、お前が悪いんだぜ。……舐なめられたままにはしねえ……！」

　魔ま道具の類たぐいか？　私は注意深く男達を観察する。

　すると、男達は、その結晶を──飲みこんだ。瞬しゆん間かん、膨ふくれ上がる凶きよう悪あくなまでの魔力。

　質も量も先ほどとはまるで違ちがう、虎とらの子が瞬まばたきの間に巨きよ虎とらへと変化するかの如ごとき変質。

「これは、一体……？」

　魔力だけを見るならば、前世で手を合わせてきた達人と呼ばれる者達に相応ふさわしい大出力。

　男達の性格を見るに、わざわざ隠していた、ということは無いだろう。

　であるならば、やはりこの力を齎もたらしたのは──あの不気味な結晶か。

「くく、ハハハハ、てめえが悪いんだからな、クソガキィ！　もう、止まらねえぞ！」

　男達が臨戦態勢に入る。……あの出力で殴なぐられれば、流石さすがに痛いな。

　先ほどの焼きなおしが如く、四人の男達が一斉に飛び掛かる。

　魔力の強化で身体の性能が上がったためだろう、その動きは非常に高速化していた。

　迫せまる男達を見て、意識を切り替かえる。私は纏う魔力の出力を上げ、喧けん嘩かは戦闘へと域を変えた。

「しゃアッ！」

　やはり最初に到とう達たつしたのはこの男、アルジーか。

　実力を表すように、男達を置き去りにし、黒い風と化した拳こぶしが迫る。見立ての通り、大した攻撃力だ。まともに食らえば少しばかり不ま味ずいな。

　──まともに食らえば、の話だが。

　轟とどろくような風の音を立てて迫る拳に、手を添える。真っ直すぐな力の動きは、僅わずかな力の流れに飲まれ、主あるじを私へと変えた。

　大した力は要いらない。私はただ、向きを指示するだけで良い。

　鉛なまりを括くくった糸が身体からだを引くように、行き場を失った力がアルジーの体勢を崩す。

　均きん衡こうというものを失った足を刈ると、アルジーの身体は暴走した車輪の如く、宙で回転し始める。

　威勢よく回転する人の身体。その中でも一番重要なパーツ、頭に手を付けた。

　──それを、叩きつける。

　数十キュロを超こえる重さの身体が、頭から石いし畳だたみへと着ちやく弾だんする。およそ人体が立てる音とは思えぬ音を立て、石畳に皹ひびを生んだアルジーは、もう動かなかった。

　命こそ奪うばってはおらんが、当分は立ち上がることも出来ぬだろう。

「──ハァ？」

　男の部下のうち一人が、素すっ頓とん狂きような声を上げる。

　地面に叩きつけられた群れの頭。目の前の不可思議を、一いつ瞬しゆん遅おくれて理解する。

「ハァァァ!?」

　声は叫さけびへと。理り不ふ尽じんを嘆なげくかの如く、男が目を剝むく。

　確かに男達の魔ま力りよくは強大だ。私とて、まともに受ければ致ち命めい傷しようもありうる。

　だが、食らわなければどうということは無い。

　むしろ力の流れを操あやつるシジマ流にとって、敵が持つ強大な力というのは時に己おのれの武器ともなりうる。

　実力を伴ともなわず、出力だけを上げたこの男達には、必然の結果であろう。この程度の男達の魔力を劇的に引き伸のばしたあの結晶は大したものだが、やはり戦局を決めるのは日々の鍛たん錬れんよな。

「──さて、残りは三人か」

　叩たたき付けたアルジーから手を離はなし、すっくと立ち上がる。

　流石にこのような力は見て過ごせぬ。

「少しばかり、躾しつけをさせてもらおうか？」

　歯を見せて、攻撃的な笑えみを形作る。

　少年を囲む男達は、情けなくも肩を震わせた。

　それでも逃にげないのは、足が竦すくんだか、別の理由か──なんにせよ、手間が省けるのは助かる。

　少しすると、そこには仲良く昼ひる寝ねをする九人の男達が居た。

　さてと、あたりも騒さわがしくなってきたところだ。面めん倒どうなことになる前にさっさとお暇いとまさせてもらおう。

　──と、その前に。

「確かこの男が──これだな」

　この怪あやしげな石をひとつ拝借するとしよう。

　服用しただけで魔力が上がる石など、聞いた事が無い。

　モノに頼たよった強さなど、私は求めてはいない。だが──あの邪じや悪あくな魔力、どうにも引っかかる。

　裏の社会に詳くわしいチェスターならば、この石の事も知っているかもしれんしな。

　チェスターとは遠からず会うことになっているし、その時にでも聞いてみよう。

　人々のざわめきから、じきに憲兵がやってくるという情報を拾った私は走り出した。

　目指すはアールバク山。思いのほか準備運動が長くなってしまったが、今からでも修行は出来る。

　アルマの晴れ姿を見られなかったことを僅かに引き摺ずりつつ、私は足を速めるのであった。








第十話　しろがねの少女









　眼前に広がる──そう、広がると形容するにふさわしいほど巨きよ大だいな──建築物を前に、私は思わず口を開けた。

　休日を利用し、私はチェスターの屋や敷しきを訪れている。……だがこれは少々予想外だ。

　確かに屋敷とは言っていたが、常識の範はん疇ちゆうを超えた巨大な屋敷に、思わず私は呟つぶやいた。

「……悪あく趣しゆ味みだな」

「そう言うなよ、俺だって若かったんだぜ、贅ぜい沢たくの一つもしたくならァな」

　仮にも人の住まう家を悪趣味と言うのはどうか分からないが、本当に悪趣味に思ってしまったのだから仕方がない。

　あれだけ巨大な屋敷だ、部屋の数も相当あるのだろう。数多あまたある部屋の幾つを使っているというのか。金の使い道をとやかく言うつもりはないが、流石にこれは無む駄だ遣づかいと断じてしまっても良いのではないか。

「まァ家のこたぁ良いだろう。そら、お前さんも時間は有限ってよく言ってたじゃあねぇか。入れ入れ」

　呆あきれた顔で立ちつくす私の背を押しながら、間ま抜ぬけ面づらを隠かくしもせずに笑うチェスター。

　ジジ馬ば鹿かめと毒づきつつ、長すぎる屋敷までの道を歩いていると、入り口の前に一人の女性が立っているのが見えてきた。

　編み込んだ茶の髪かみが印象的な女性だ。所謂いわゆるメイド服に身を包んでいる。

「お待ちしておりました、チェスター様にスラヴァ様。リネット＝ミューです。お見知りおきを」

　私の名前を呼びながら、長いスカートを摘つまみあげて挨あい拶さつをする。

　……名を知るか。チェスターはどこまで話しているのだろうか。

　未いまだ間抜けな面を晒さらしている悪友へ、視線で問いかける。

「こいつは全部知っている。だが、安心しな。俺が命じたンだ、死んでも口は割らねェよ」

「チェスター様のご命令ですので、そのつもりでございます。このたびは主が大変お世話になったご様子。ご迷めい惑わくをおかけしました、代わって御お礼れいを言わせてくださいませ」

「逆だ、俺が世話してンだよ」

　一体どこをどうすれば世話をしているというつもりになれるのか。中々言うのう。

「リネット殿どのも苦労しておられるでしょう、この男は付けあがらせると大変ですぞ」

「そうですね、ですがもう慣れましたので。お気づかいに感謝いたします」

　見た目でいえばこのリネットという女性、人間で喩たとえて二十代の半ばといったところであろうか。

　少なくともアルマよりは歳としを感じさせる外見だ、前世を足した私よりも年上であると推測した私は、やや丁てい寧ねいに語りかける。

　人の身で百余年を積み上げたとはいえど、エルフの世界では私はまだまだ若者もいいところだ。百と数年では精々が二は十た歳ちと少し……人間に換かん算さんすれば、そんなものか。

　まったく、こんな爺じじいがエルフからすればまだまだ若造とは、何故か涙なみだが出そうになるな。

「さて、ではお嬢じよう様さまがお待ちですよ。そろそろ我が慢まんの限界が来られるはずです、チェスター様、早く顔を見せて差し上げてくださいませ」

「おうおう、嬉うれしいこと言ってくれるねぇ。シェリルはどこに居るんだ？」

「お嬢様はご自身のお部屋にいらっしゃいます。ラスバーとニシュラが宥なだめておりますが、長くは持たないでしょう。お早めに」

「あいつらにゃ毎回苦労をかけるなァ。そんじゃ行くぞスラヴァ。うちのお姫ひめ様が癇かん癪しやく起こしちまう」

「押すでない。自分で歩けると言っておろうに」

　話に聞くと、どうやら孫の方もチェスターによく懐なついているようだな。

　顔も知らぬ孫には何の罪もない。さっさと「お祖じ父いちゃん」を返してやるとしよう。

　鬱うつ陶とうしい背中の手を払はらいつつ、私はチェスターに先を歩くように指示する。

「お？　ようやく乗り気になったけぇ」

　覚かく悟ごを決めただけだ。

　ため息とともにそう返すと、チェスターは豪ごう快かいに笑って先導し始めた。

　……しかしまあ、随ずい分ぶん金を掛かけているな。

　道すがら眼めに映る、眼に痛い光を放つ壺つぼや悪趣味な絵の数々。

　最初は金が欲しくて拳を磨みがいたと言っていたが、肝かん心じん要かなめのその金は、案外どうでもいい事に使うのだな。

　……ふむ、私だったら有り余る金があった場合どう使うであろうか。

　家は、小さくても不便をしなければ問題はない。飯も美う味まいに越こしたことは無いが、栄養を重視したいので、贅沢は好かん。趣味も武術以外にそれと呼べるものは無し。

　……ううむ、考えても金の使い道が思い浮うかばぬ。割と寂さびしい老人だったのだな、私は。

　チェスターに比ひ較かくして考えてみると、思いのほか無む味み無む臭しゆうな我が身にため息を漏もらす。

「……今いま更さら面めん倒どうになったか？　孫の前で同じ顔すンなよ？　ほら、着いたぜ」

「違ちがう、そうではないが──まあいい、努力しよう」

　ため息を見留めたチェスターに、何を考えていたかを打ち明けようとするが──なんとなしに、敗北宣言の様な気がして、言葉を飲み込んだ。

　これは違う。そう、ただ一つの趣味に夢中になっているだけなのだ。言い訳するようにして、チェスターに並び立つ。

　──その刹せつ那な。皮ひ膚ふが泡あわ立だつような、強きよう烈れつな殺気が膨ふくれ上がる。

　私は扉とびらの向こうに突とつ如じよ現れた強烈な魔力に警けい戒かいを強めた。

「これは件くだんの孫の魔力か？」

「おうよ、十五にしちゃ大したモンだろ？」

　隠す気すらもない怒いかりに染まった、強大な魔力。十五の童わらわのモノとするならばそれは大きすぎ、しかし年月を重ねて魔力を伸ばした達人のモノとするならば、あまりにも雑すぎる。

　まるで濁だく流りゆうのような魔力の奔ほん流りゆうに、苦く顔を歪ゆがめた。

　なるほど、確かにこれはチェスターも熱を入れるだろう。

　静流こそが極ごく意いのシジマ流を継つぐことは出来ないだろうが──破は壊かいの意志に満ち満ちたプライム流決けつ闘とう術を継ぐにはこれ以上ない人材であろう。

　楽しそうに笑うチェスターを横目にすると、私の耳に破は砕さい音が届く。

　瞬しゆん時じに意識を切り替かえて音のした方へと顔を向けると──此方こちらに向かって吹ふき飛んでくる扉が見えた。

　……随分とまあ、気き性しようの荒あらい孫のようだ。

　おそらくは部屋の主あるじによって吹き飛ばされたであろう扉に軽く拳こぶしを打ち、粉ふん砕さいする。

　随分な挨拶だと、家主である老人に文句の一つも言おうとした私だが──扉に隠された視界に、宙を舞まう人の形が見えた。

　見れば、二人の男女が先の扉のように飛んでくるではないか。どうやら二人とも意識を失っているようだった。おそらくは部屋の主になされた事だろう。私は落ち着いて、私の方へと飛んでくる女性を受け止めた。

　もう片方を確認すべく、女性を下ろしながら私はチェスターの方を見やると、そこにいるのはチェスター一人。

　視線をずらすと燕えん尾び服ふくに身を包んだがたいのいい男が、壁かべに皹ひびを入れて気絶していた。

「……受け止めてやればよいではないか。使用人であろう」

「女だったら喜んで受け止めるがな、野や郎ろうを抱だきしめる趣味はねェさ。それよりも……おうい、シェリル！　お祖父ちゃんが帰ったぞィ！」

　チェスターらしい……そう言えば昔からこういうやつだったか。

　私は服装から察すれば執しつ事じである男と、メイドの女性に回復の魔ま法ほうをかけた。意識は直すぐに戻もどらぬだろうが、目覚めた時にこれでは辛つらい。傷くらいは治しておいてやろう。

　素行の悪い友人に付き合わされている哀あわれな使用人に黙もく禱とうをささげた後、私は一足先に部屋へと入ったチェスターを追う。

　……部屋の中の様相は、一言でいえば異様であった。

　まず目を引くのは、これでもかというほどに少女趣味な配色だ。

　淡あわい桃もも色いろや白を基調とした、いかにも幼い少女が好みそうな壁かべ紙がみや、調度品の数々。

　これだけならば、異様には程ほど遠い。

　──異様なのは、その調度品のほぼ全てが壊こわれているという事。

　五体を千切られた兎うさぎのぬいぐるみ。柱を折られ、天てん蓋がいが上に載のったベッド。

　この状態では壊れた物を数えるよりも、無事な物を探すほうが楽であろう。

　これを、少女一人でなしたのだとしたら、大層な乱暴者だな。

　本当に友になれるかを不安に思いつつ、惨さん劇げきの中心で抱き合う孫と祖父を見やる。

　なんてことない、これから付き合いの長くなる爺とその孫を視界に収める事を目的としただけの、何気ない仕草。

　……だが私は固まった。チェスターの抱きかかえる少女の外見が、予想だにしていないものだったからだ。

　私の眼に飛び込んできた少女の印象は、白しろ銀がねだった。

　貴金属と比べても遜そん色しよくのない、見事な銀色。

　人間でもエルフでも年老いた者の頭とう髪はつが白くなるのは、珍めずらしい事ではない。

　だがそれは、白ではない。それよりももっと高貴な銀色が、目の前で揺ゆれていた。

　部屋に足を踏ふみ入れたことで、チェスターに笑いかけていた少女の瞳ひとみが、私を捉とらえる。

「お祖父ちゃん……この子だぁれ……？」

　この惨さん状じようを生み出した張本人とは思えぬほど儚はかなげ。

　今にも壊れてしまいそうな印象を与あたえる、白雪の様な肌はだを持つ少女が、おずおずと私の正体を問いかける。

　しかし同じくらいに、その少女の持つ瞳が気になった。鮮せん血けつよりも紅あかく染まった、真っ赤な眼。私は、その瞳には見覚えがある。

「んー？　こいつぁ……スラヴァ＝マーシャルっつう、お祖父ちゃんの友達だ。……紹しよう介かいするぜスラヴァ。我が孫まご娘むすめ、シェリル＝プライムだ。馬ば鹿か息子むすこが魔ま人じんの女との間に作った──エルフとのハーフになるな。なァ、シェリル。友好の証あかしに握あく手しゆしてやンな」

　──魔人。魔族とも言われ忌いみ嫌きらわれる、残ざん虐ぎやく・残ざん忍にんを絵にかいたような種族。

　特とく徴ちようは空くう虚きよな純白と、敵の血に染まったかのような紅の瞳。

　昔は魔人という名の種族ではなかったというが、あまりに凶きよう悪あくなために「魔」を冠かんする事になったという、根っからの戦せん闘とう種族──

　シェリルの紹介を受け、私は先ほど受けた感覚に納なつ得とくをつけた。

　魔人の特徴は紅い瞳と、色を失ったかのような白はく髪はつ。色素が薄うすく、神秘的な銀を流すこの少女の外見も、魔人の血が流れていると思えば納得出来る。

　チェスターの話を聞いたシェリルの頰ほおが、裂さけんばかりの笑えみに染まる。

　……やはり間ま違ちがいはない。言う通り、しっかりと魔人の血を継ついでいるではないか。

　儚げな印象など、どこに行ったかという程の嗜し虐ぎやく的な笑み。

「私……シェリル＝プライム……」

　外見は私と変わらぬ。歳にして十五の少女には到とう底てい出せぬ程の妖よう艶えんさを孕はらんだ微笑ほほえみ。

　差し出される手を握にぎると、少女の力とは思えぬほどの力で握りしめてきた。

　全くの悪意が感じられぬのが、逆に恐おそろしい。痛みは無いが──行き過ぎた友好の挨拶に、空そら恐ろしさを感ずる。

「……スラヴァ＝マーシャルだ。宜よしなに」

「あったかい手だね……握手は、久しぶり」

　シェリルの笑えみに、幼さが混じる。先ほどのモノとは反対の、少女らしい笑顔だ。

　しかし、込められる力はその可か憐れんな笑顔には似合わぬモノ。確かにこの力で握手なんぞした日には、鍛きたえてない子供など手が砕くだけよう。

「……私、スラヴァくんと遊びたいな……きみなら、壊れない気がする……」

「おーおー、全力でやってもいいぜェ。スラヴァもそれで構わねェよな？」

　物ぶつ騒そうな事を言う孫の言葉を気にも留めぬチェスター。

　……そう言えば忘れかけていたが、この男は裏武術の元もと締じめの様な者だったか。

　裏の世界というのはこれだからいかん。

「気にせず来るといい。やわな鍛え方はしておらんよ」

　ただ、チェスターの認めた才と拳を合わせてみたいのも、また事実。

　万に一つも負けは無いだろうが、才ある者の可能性を見るのは嫌いではない。

　それに、だ。私にはチェスターの様な男が居たからよかったが──

「ふふ、あはは……っ！　スラヴァくん、よろしくね……？」

　磨いた武を振ふるうに、同じくらいの実力の者が居ないというのは、寂しいものだ。

　これほどの魔ま力りよく、同年代で釣つりあう子が居ない訳だ。

　生あい憎にくとわざと負けてやるつもりはない故ゆえ、互ご角かくを演出するというわけにもいかぬが──目標程度には、なってやろうではないか。

　可憐な笑顔で此方に輝かがやいた眼を向けるシェリル。

　まったく、爺め。面白い人物と引き合わせてくれたものだ。

　どう伸のびるかも分からぬ苗なえ木ぎを前に、私は表情に僅わずかな笑みを浮かべた。

「先、行ってるから……早く来てね……？」

　行き先も告げず、飛び跳はねるようにして部屋を出て行くシェリル。

　私はこの屋や敷しきに来るのが初めてなので、どこに行けばいいのか分からぬのだが──それはこの呆ぼけ老人に聞けばわかるので、まあいい。……だが、これだけは言っておかねば。

「躾しつけはしっかりしておけチェスター。……甘やかしてばかりでは大成せんぞ？　なんだこの部屋のあり様は。癇かん癪しやくはきちんと𠮟しからねばならぬだろう」

　彼女にどんな背景があるかは知らぬが、それでもこの部屋の惨状は異常の一言。

　ついつい説教臭くさくなってしまうが、言わずにはおれぬ。

　私の説教は、少し遅おくれてやってきたリネットが制止するまで続いた──。








第十一話　天の才









　チェスターに連れられてやってきた、シェリルが待つという場所は、チェスター邸ていの中庭だった。

　中庭、という言葉から花でも植えてある庭園を想起していたが──館の主の趣しゆ向こうか、それとも──こうして、派手な運動をするためか。絢けん爛らんを極きわめたチェスター邸の中の風景にしては、酷ひどく地味な空間だった。

　しかし地面は平へい坦たんによく均ならされていて、運動をするに十分なスペースは、成るほど闘うにはおあつらえ向きの場所だ。そんな、殺風景とも言える青空の下。殺気を隠かくすこともせず、庭の中心に白はく亜あの少女が立っていた。

「……遅おそい」

　先ほどまでの無む邪じや気きは何ど処こへ行ったか。ある程度の者ならばそれだけで足を引くであろう殺気だ。

　祖父の帰りが遅いと、あれほどの癇癪を起こす少女だ、祖父に似て短気なものよ。

「待たせてしまったか。しかし行き先程度は告げても良いのではないか？」

　とはいえ、所しよ詮せんは未いまだ十五の娘むすめ。幾いくら腕うでが立つとは言っても、祖父にはまだまだ追いついてはおらんな。

　であるならば、チェスターと腕を競きそえる私だ。その程度では怯ひるまぬ。

　特に気にした様子も無く言ってのけた私を見て、怒いかりに満ちていたシェリルの目に、気だるさが戻る。

「そっか……だったら、いい。……ごめんね？」

　一いつ瞬しゆんにして殺気が収まるのを見留めた私は、少し呆あきれてしまう。

　女の心は移り変わりやすいとは言うが、これは少し行き過ぎだ。

　全く、チェスターはどんな教育をしているのやら。将来が不安である。

「……ねえ」

「む？　どうした」

　やれやれとばかりに冷たい息を吐はき出していると、シェリルの紅い瞳が私の姿を収めている事に気付く。

　首を傾かしげるその表情は、好こう奇きの心に染まっていた。

「スラヴァくんって強いの……？」

　さて、どう答えたものか。

　確かにある程度まで達しているという自負はあるが、今の私には自身が求めるほどの強さは無い。

　……何より、チェスターに敗北を喫きつしたばかりだ。

　私がその好奇心に答えあぐねていると、チェスターが私のほうに歩み寄ってくる。

　何をするつもりか。怪け訝げんな目でチェスターを見ていると、何を思ったか、チェスターは私の肩かたに手を置いた。

「強いぜ。だから全力でやっちまいな、シェリル」

　予想外の行動に、思わず目が開く。

　少し引き摺ずりすぎていた、か。

　我ながら、この負けず嫌ぎらいには困ったものだ。私が知る限り、史上二番目に強い男のお墨すみ付つきを貰もらった以上、いじけている場合ではないな。

「ああ、私は強いぞ。だから何も遠えん慮りよはいらぬ」

　シェリルへと歩み寄り、距きよ離りを残して構えを取る。

　私とチェスターの顔を見比べたシェリルは、痛つう烈れつな笑みを浮うかべた。

「……そっか、楽しみ」

　シェリルの頰が裂けんばかりに、口元に三日月が走る。

　流石さすがは魔人。血の匂においには敏びん感かんなものよ。

　殺意──そこいらを這はう虫を潰つぶす子供が如ごとく。何処までも無む垢くな邪じや気きに染まったシェリルは、幼子とは思えぬ程ほどに攻こう撃げき的な笑みを浮かべ、構えた。

　──全身の脱だつ力りよく。身体からだを鞭むちと化し、必殺の左拳こぶしをこれでもかと揺らして見せ付ける、チェスター直伝の「プライム流」決けつ闘とう術。

　一代で潰ついえさせると、技を拓ひらいた本人以外が、この構えを取るのを見る事になるとは。いや、二度目の人生も生きてみるものである。

　しかし──十五の少女とは到底思えぬ構えよ。

　昏くらい魔力は濁だく流りゆうのように渦うずを巻き、構えの完成度は──チェスターには遠く及およばぬ中ちゆう途とながら──そこいらの武術の完成形よりも完成度が高い。

　無論長きに亘わたりチェスターと試し合あって来た私だ、その構えにもアラがあるのは良く分かる。それでも──

「（なんともまあ、恐ろしき才よな）」

　凡ぼん百ぴやくの武術家では、この少女に打ち勝つことは出来ないだろう。呆れるほどの天てん賦ぷよ。

「来るがよい」

　全く以もつて、面おも白しろい少女を見つけたものだ。それも我が孫となれば、笑いが止まらなかったであろう。

「──行くよ」

　しかし、まだまだ。前世の私であれば、次の時代を作るであろうこの才に嫉しつ妬としたであろう。だが、今は私もまた、この時代を作っていく武術家の一人だ。

　最強の頂にいち早く到とう達たつするのは、私だ。

　宣言とほぼ同時──肉にく薄はくしたシェリルの、チェスター譲ゆずりの剛ごう拳けんが的確に私の頰をそぎ落としに来る。

　繰くり出された拳に対し、私は潜もぐり込むようにして体勢を屈かがめた。

　必然空を切る拳。多くの者を一いち撃げきの下に葬ほうむり去ってきたプライム流決闘術が初撃。受け継つがれた必殺の片へん鱗りんを躱かわされたことで、シェリルの顔に僅かな驚おどろきが混じる。

　だがそれも一瞬のこと。確かに強力な初撃を持つプライム流決闘術ではあるが、しかしてそれは初撃だけが優すぐれた武術ではない。

　剣けん士しの一合が如き全力の一撃が、まやかしの様に返り、二撃、三撃目へと変化していく変へん幻げん自じ在ざいこそがプライム流決闘術の真しん髄ずいだ。

　この娘の拳も御ご多た分ぶんに漏もれず、か細く華きや奢しやな白肌はだが、鞭のようにしなる。

　全力の一撃が噓うそのように踵きびすを返すなど、どれだけの打だ撃げき使いが夢見た技わざか──平然と笑いながら繰り出されるこの拳が、少女のものだとは想おもいたくないものだ。

　……しかしこの程度では、私には通用せんがな。

　確かに疾はやい。返す拳の速度など、武術家の追い求めたいんちきが、そこにはある。

　しかし私はその行く先を見ているのだ。より練り上げられたいんちきをな。

「──えっ？」

　屈めた体勢をさらに屈め、私は地に右の肘ひじを付けるほどに、体勢を低く取った。

　突つき出される拳と、拳に勢いを乗せるために前へと征すすむ身体は止まる事はない。

　であるならば、足元に障害物が転げていた場合、足を取られるは必然。

　自らが生んだ勢いのまま、前へと体勢を崩くずすシェリル。

　自由を失った身体に縛しばられた、白しろ銀がねの髪かみが揺ゆれる。

　しかしそこはチェスターの弟子。圧あつ倒とう的てきなバランスの感覚ですぐさま体勢を立て直しつつ、左の拳を奔はしらせる。

「──が、甘い」

　油断の中にありながら、高速で揺れる視界に意識を立たせ、反はん撃げきにまで転じたのは見事の一言。

　けれどその身体は未いまだに平へい衡こうを取り戻もどしつつある最中。

　崩れた体勢から無理やりに放つ拳打など、シジマの者にとっては御ご馳ち走そうもいいモノだ。

　私は、体勢を保つ右手の代わりに、左で繰り出される拳を取った。体勢をかがめているために大技は繰り出せぬが、それでも力の向きを変えるならばこの程度。

　幾ら魔ま力りよくが籠こもっていようと体重の乗らぬ少女の拳。体勢が崩れている状態から放たれた今、その拳は凡百のものとなっている。

　理ことわりの伴ともなわぬ、突き出しただけの拳。徐じよ々じよに体重が乗ってくる、未だ不完全のそれを、私は軽く引っ張った。

　コレがチェスターの拳であれば、繰り出された時には体重も乗り切っていたであろうものだが、未熟なシェリルではそれは成らなかったらしい。

　結果、突とつ然ぜんの加重を与あたえられた拳は繰り出した本人が予想する以上の重さを得てしまい、主あるじの足を引っ張った。

　もともと崩れた体勢だ、地に浮いた身体に姿勢を制せい御ぎよする術すべは無く、シェリルは顔から芝しば生ふに突っ込む事となった。

「──ッ!?」

　驚いたのは、やはりシェリルだ。

　技を返した私は勿もち論ろん、試合の流れを逃のがさずに見るチェスターも、流れの途と中ちゆうからこの結果は予測出来ていた。

　故ゆえに、判わからぬのはシェリルのみ。

　白磁の肌に、鼻から雫しずくが垂れる。押おさえた指を紅あかく染めつつ、血が地面へと滴したたり落ちた。

「あーあァ、シェリルよう、お前さんいま……負けちまってたんだぜ？」

　どうやら、ただ単に甘やかしているという訳でもなさそうだ。

　何が起きたかも判らず自身の鼻から溢あふれる血液を見送るシェリルが、チェスターの方へと向き直る。

「噓、負けてない。……私はまだ立ってるよ」

「立たせてもらってんだよ情けねェ。こいつはな、その気になりゃァお前さんの頭を踏ふみ砕くだくことも出来たんだぜぇ？　情けない情けない、そんな事もわからねぇか」

　表情を失ったシェリルの顔に、あからさまな怒りが浮かぶ。

　……あの笑えみよりも幾いく分ぶんか子供らしい感情だな。

　何処か浮うき世よ離ばなれした彼女に浮かんでいるのは、実体を持った怒りだった。

　──一いち陣じんの風が吹ふく。生暖かく、湿しめり気けを伴った厭いやな風だ。

　屋外とは言えど、高い壁かべに囲まれた中庭を駆かけるにはあまりにも強い風。

　シェリルの身から、膨ぼう大だいな魔力が吹き荒あれる。敢あえて怒おこらせるような事を言ったのは、このためか。

「趣しゆ味みが悪いぞ爺じじい」

「喝かつ喝かつ喝かつ！　でもよお、すげえだろコレ？　なあすげえだろ？」

　黙だまっていろ爺、と。一いつ喝かつしながらも、私はシェリルから目を離す事は無かった。

　……先ほどまでとは比べ物にならぬ、暴風の魔力。

　不思議な事に怒り狂くるう今の方が淀よどみのない魔力だ。

　先ほどまでの魔力を濁流と喩たとえるのならば、これは激しくも規則正しい瀑ばく布ふの魔力。

　純じゆん粋すいな怒りによって乱れを埋うめたか。魔ま人じんは精神の昂たかぶりで魔力を上げると言っていたが、これほどまでとは。

「──ちょっとやそっとじゃ壊こわれないよね。大だい丈じよう夫ぶだよね大丈夫だよね」

　怒りながらも笑うその様はまさに狂きよう気き。

　物静かな印象など忘れてしまったかのように、無む邪じや気きにはしゃいでいるかのようだ。

　これでは魔人を忌いみ嫌きらうものも居るわけだ。

　こんなに純粋な殺意を向けられては、萎い縮しゆくするというモノだろう。

　しかし、それも普ふ通つうの人間ならばだ。……こちとら武術家だぜ、随ずい分ぶんと楽しそうな者と引き合わせてくれたものだ。

　先ほどまでの味見のような一撃とは違ちがい、明確な殺意と膨大な魔力を乗せた拳が奔る。

　チェスターに比べればまだまだと言ったところだが、それでも表の世界では、そうは負けない魔力の量だろう。

　怒いかりによってより鋭するどさを増した拳が殺さつ到とうする。

　速度も威い力りよくも先ほどよりもはるかに上だ。私とて、まともに通せば意識を持っていかれるだろう。だが代わりに、動きの方はかなりと言っていい程に単調になっている。

　蛇へびのような複雑さを兼かね備えてこそのプライム流決闘術。これではただ打撃を繰り出すだけの絡から繰くりよ。

　雨あめ霰あられのように迫せまる拳の一つ一つを捌さばき、去いなし、悉ことごとくを無力化していく。

　一撃も決定打を許さぬ私だが、苛いら立だちを覚えるかとばかり思っていたシェリルの顔は、段々と笑みに染まっていく。

「あはははは！　すごい、何で壊れないの!?　ねえなんでっ!?」

　心底愉ゆ快かいそうに、しかし一撃ごとに殺意を込めるその様は空そら恐おそろしいものだった。

　……これでは、あんまりよな。年とし端はも行いかぬ少女が背負うべき狂気ではない。

　ことが終わったら、チェスターに文句の一つでも言ってやろう。
















　──では、なるべく穏おん便びんに終わらせてやらねばな。

　脱力から繰り出される、加速の過程を含ふくまぬ拳を払はらい、手加減した「勁けい」を打ち込む。

　無防備の腹に炸さく裂れつする魔力の爆ばく発はつに、シェリルの身体が吹き飛んだ。

　傷つかぬ程度にとはいえ、内臓が圧おし潰される一撃だ。

　地面を転げ回りたいほどの苦痛を感じているはずなのだが──それでもシェリルは構わずに地を蹴けった。

　開けた距きよ離りが刹せつ那なごと急速に縮まり、ついにシェリルの拳が動く。

　──ちょうどいい。見せてやろうではないか。

　私は右腕うでの、肩かたから指先までの力を抜ぬいた。糸が切れたように、構えから拳が落ちる。

　幼い身故に、同じ程度しか持たぬ間合いが重なる。

　私を間合いに収めると同時、シェリルの左腕が空に溶とけた。

　いい目を持っている。この速度での衝しよう突とつで間合いを見切るとは、出来た「見けん」だ。

　だが、空に溶けたシェリルの拳は、私を捉とらえることは無かった。

　されど響ひびく──風船の破は裂れつするような乾かん音おん。

　空に溶けたシェリルの拳が現れると同時──シェリルは、芝生にゆっくりと倒たおれこんだ。

　私は、拳を振ふり抜いたままの姿で、勝利を目に収める。

　何な故ぜシェリルの拳が私を捉えることがなかったのか？

　──単純な話である。

「てめぇ、スラヴァ……今の拳けん打だは……！」

　私の拳打が、シェリルのモノよりも早く顎あごを打ちぬいただけの事。

　ゼロから最高速への加速。本来ならば後手のカウンターなど、敵かなわぬ光の拳に対して、カウンターを行っただけ。

「俺の透拳バニシユじゃねぇか……！」

　──そう、プライム流決けつ闘とう術が基本にして奥おう義ぎ。脱だつ力りよくから生み出される無からの極限。

　本来ならば全身のバネを使って行う最速の拳打「透拳バニシユ」を、私風にアレンジしたいわば「スラヴァ流」の拳打。

「腕のバネのみを使っている以上、威力・速度共にお前のモノには劣おとるだろうがな。その分両手で放てる私流の拳打と言ったところか。──そうさな、「夜蛇やかがち」とでも名づけようか」

　夜や陰いんにその身を溶かす蛇の如ごとき一撃。

　それは私が宿敵の拳を真ま似ねてシジマ流から一歩足を踏み出した「剛ごう」の拳。

　流石さすがにチェスター相手では速度で劣るが、効率的に理論を組み立てられる私ならば、小こ娘むすめ程度には後の先をも取れる。

　シジマ流を受けの技わざと侮あなどっている愚おろか者に一ひと泡あわ吹かせるには、十分の出来の様だな。

　うつぶせに倒れ伏ふすシェリルを、両の手で抱だきかかえる。

　腕のバネだけでは威力は「透拳バニシユ」には及およばぬものの、衝しよう撃げきで頭を揺らせば一いち撃げき必殺も狙ねらえると言ったところか。

「大したものだな、カウンター気味に拳を受けて無傷とは」

　歳とし相応の、眠ねむる少女のように昏こん倒とうするシェリルを抱きながら、チェスターへと歩み寄る。

　所謂いわゆるお姫ひめ様抱っこの状態の孫を差し出すと、チェスターはわなわなと震ふるえだした。

　流石にやりすぎたか？　だが意識を奪うばわねば何時までも向かってきていただろうしな。

　さてどう言い訳したものか。

　思案する私に、シェリルを優やさしく抱くチェスターは、噴ふん火かする。

「てめぇなァ！　人様が苦心して編み出した技パクってんじゃねぇよこの馬ば鹿か！　阿あ呆ほ！」

　……何？　今何と言ったのだこの男は。

　まあ、なんだ。孫の件はいいのだろうか。

　確かに止めねば止まらぬ状じよう況きようだ。その辺りの理解はあるということだろうか。

　……だが、聞き捨てならぬな。

「はっ！　見て食くらえば私とて覚えるわ、この程度！　それほど大事ならば、宝石箱に鍵かぎを付けてしまっておいたらどうだ！」

「あァ!?　不完全に真似たぐらいで調子こいてんじゃねぇぞクソガキ！　シェリルがいなかったらなァ、決着つけてもいいんだぜェ！」

　いい歳をした大人が、ぎゃーすかと騒さわぎ立てる。

　技に占せん有ゆう権けんはないというに、何を愚ぐ痴ち愚ぐ痴ち言っているのだこの老人は。

　お互たがいがお互いに一歩も引かぬ状況。数十年ぶりの口くち喧げん嘩かは、シェリルが目を覚まし、チェスターが呆ぼけ老人に戻るまで続くこととなった。








第十二話　シェリルという少女









「……で、これはどういう状況だ？」

　頭の整理が追いつかぬゆえ、私は無表情に呟つぶやいた。

　シェリルを「夜蛇やかがち」で下し、技を盗ぬすんだだの参考にしただけだのでチェスターと言い争って、シェリルが目覚めて──

　うむ、確かここに至るまでの経緯いきさつはこんな所だ。

　今私は──いや、私達はチェスター邸ていの食堂に座っている。試合のあと、この三人で食事をする事になり、また長い廊ろう下かを歩いてここに来たというわけだ。

　趣しゆ向こうを凝こらされ、エルフらしい美意識に満ち満ちた細工の数々を見ていると、豪ごう快かいを絵に描かいたようなこの爺もやはりエルフなのかと思ってしまう。

　しかしまあ、ここも大した広さだのう。一体誰だれを呼ぶつもりでこんなに広くしたのだか。

　ついつい無む駄だと思ってしまうが、人の稼かせいだ金の使い道に文句をつけるのも無ぶ粋すいかと、私は思考に決着をつける。それに──

「ぐうう……シェリルや、そんなヤツから離れてお祖父ちゃんとこに来ねぇかい？」

「いや……スラヴァくんから、離れたくない……」

　何を考えたところで、この状況に対する逃にげであることは変わらぬ。

　私はシェリルに確しつかと抱きつかれていて、それをチェスターが今にも血けつ涙るいを流さんばかりの形相で私を見ながら、ただ歯を食いしばっている。なんだこの状況は……

「スラヴァぁぁぁ……！　お前も迷めい惑わくだよな？　だからシェリル、スラヴァから離れ──」

「いや。スラヴァくんがいやでも、放さない……」

　私に抉えぐりこむような頰ほおずりをしながら、シェリルはチェスターに向けて舌を出す。

　私を抱きかかえる手には徐じよ々じよに力が籠こもり、今では熊くまでも絞しめ殺すのではないかという程ほどの万ばん力りよくと化していた。

　……鍛きたえていて良かった。今でこそ出来の悪い喜劇のような現状だが、これで私がごく普通の少年であれば、よく出来た惨さん劇げきが出来上がってしまっていたところだ。

　まあ、孫まご娘むすめを取られたチェスターの形相は既すでに殺人犯のそれになっているのだが。

　このままではチェスターが爆発し、面めん倒どうなことになるだろう。

　私としては、面倒は極力避さけたいのだが──

「ふふ、やっぱりスラヴァくんなら壊こわれない……あったかい……」

　懐なついた猫ねこのように縋すがり付いてくる少女を払うのは、流石に私とて忍しのびなかった。……入っている力を考えると、猫より獅し子しである気もするが。

　絞め殺すような力だが、シェリルから私への害意は感じ取れない。無意識でこれなら、なるほど接せつ触しよくに飢うえるのも必然か。

「チェスターよ、もう少し孫娘に構ってやれよ？」

「いつもは構ってるっつうのォ……いけしゃあしゃあと言いやがってェ……！」

　……ダメだなこれは。質問の意図が伝わっていない。頭に血が上のぼって激げつ昂こうする寸前だ。

「そら、シェリル。お祖じ父いさんが寂さびしがっているぞ。少し向こうに行ってやったらどうだ」

「……やだ。……でも、スラヴァくんがいやなら、考える。……スラヴァくん、私のことキライ……？」

　嫌きらってはいないが、正直に言えば少しばかり困ってはいる。

　いや、身体からだを預けてやるのは別に迷惑でもないが……このままだと間ま違ちがいなくチェスターが面倒なことになるのだ。

　しかし、それを言うことは出来ぬ。ようやく歳相応──外見で見た場合──の仕草をするようになったシェリルだ。先ほどのような狂きよう気きに支配されたのもなんらかの理由があっての事のはず。埋うめられるようなら心の隙すき間まを埋めてやりたいとは思っている。
















「いや、キライではないが……」

「……じゃあ、ここにいる」

　故に、引き剝はがすことなど出来ようも無い。

　……女子供の涙なみだには勝てぬというが、合わせ技となったこれを打ち破れる者は、そうは居おらんのではないか。

　頰を赤らめるシェリルの頭を撫なでてやると、嬉しそうに目を細めた。まるで猫の様だな。

「スラヴァくん、すき」

　頭を撫なぜられるのが好きなのだろうか、シェリルは気持ち良さそうに首を擦こすり付けてきた。脱力のせいか、それほどの力を感じない。

　なんだか、アルマを思い出す。あの子も甘え始めたら、この子の様に積極的に身を寄せてきていたからな。久方ぶりの温ぬくもりは、正直に言えば悪くない。

「……ああ、私も好きだよ、シェリル」

　これならば、確かに孫に入れ込むのも分かる。ついつい愛いとおしくなってしまい、そんな事を口走ってしまう。

「ふんぐるいあ……スラヴァ、てめぇぇぇぇぇ……」

　……そして、それを見てチェスターが歯を軋きしませる。もう如ど何うすればいいと言うのだ。これが「あちらを立てればこちらが立たず」、か？　師し匠しようの言っていた言葉は、聞きなれぬものが多いというに、やたらとしっくりくることが多いな。

　若い頃ころの私であれば問答無用でシェリルを払はらっていたのかも知れぬが、師匠に叩たたきなおされたのは拳だけではなかったか。

　昔を思い出しながら、私は良く懐いた子こ猫ねこをあやす様に、顎の下や頭を撫ぜる。

　するとやはり好きなのだろう、シェリルはぬるま湯のように優しい息を吐はいた。

「おいスラヴァ……中庭に行こうぜ？　流石にキレちまったよ……」

「失礼します、お食事をお持ち──って、何でしょうこの状況は」

　嫉しつ妬との限界を迎むかえたチェスターが私に勝負を挑いどんだ瞬しゆん間かん、台車に食事を載せて、リネットがやって来た。第一声がこれだった以上、やはり理解しがたい光景なのだろうな。

　しかし、思わぬ助けよ。食事と有らば、この耄もう碌ろく爺じじいも派手なことは出来んだろう。

「でかしたリネット！　ほらシェリル、メシが来たぜ。そいつに抱きついてちゃ食えねェだろう？　だからいい加減離はなれな」

　人に抱きついたままでは飯を食うことは出来ぬ。チェスターもようやく孫娘から馬の骨を引き離せるとばかりに、リネットの登場に表情を明るくする。

　まったく情けの無い表情の変え方をしおって。孫に振ふり回されるコイツなど見たくは無かったわ。

　──だが、チェスターは……いや、私もチェスターも見立てが甘いことを知る。

「スラヴァくんに食べさせてもらうから、いい……」

　頰を赤らめながらも、平然と言い放つシェリル。

　何い時つものにやけ面づらを凍こおらせたチェスターだったが──流石さすがの私も、こればかりはチェスターと同じ反応をした。

　実じつ年ねん齢れいは私の方が上とはいえ、身体の年齢で言えば私はシェリルの三つ下だ。この攻こう勢せい、環かん境きようが環境ならば相当の手て練だれになっていたのでは。恐おそろしき子よ、シェリル！

「……だめ、なの？」

　そんな私の表情を拒きよ否ひと取ったか、シェリルの顔が曇くもる。

　先ほどまでの僅わずかな恥はじらいを含ふくんだ、儚はかなげな少女の笑えみはそこには無い。

　チェスターはというと……今度は「何シェリルを悲しませてンだてめェ」という念がひしひしと伝わってくる。

　……如何したいのだ、お前は。そしてどうすればいいんだ、私は。

　しかし、この目で見つめられるとどうにも断れぬ。

「いや、まあ……構わん……」

　答えると同時、シェリルの顔にぱあと花が咲さくのを幻げん視しした。

　……何な故ぜこれほど懐かれてしまったのだか。いや、わかる気はする。同年代の友人というものは、おそらく私が初めての存在なのだろう。

　自らの力を支配出来ぬが故ゆえ、シェリルと接触出来るのは、チェスターの他に於おいては私しかいるまい。

　なれば、しばし甘えさせてやっても罰ばちはあたるまい。

　再び鬼おにの形相と化したチェスターは……もう捨ておこう。こやつはもう手て遅おくれだ。

　目の前に配はい膳ぜんされていく、芳かんばしい香かおりを放つ食事の数々。

　小こ恥はずかしいやら、視線が気になるやら──私にとっては酷ひどく疲つかれる夕食会は、非常にゆっくりと進んでいった。




　　　　◆




「寝ねてしまったか」

　私の膝ひざに頭を預けて寝てしまったシェリルの頭を撫ぜながら、私は呟いた。

　はしゃぎ、食べ、そして寝る。最初に出会った時は随ずい分ぶんと昏くらい空気に包まれた少女と思ったが──こうして見れば、単なる子供よ。

　そうは見ぬ、見事な銀糸の一ひと房ふさを手に取る。

　エルフと魔ま人じんが混じったからこそのものだろう、最も美しい金属と言われる、ミスリルと見み紛まごう程の美しさだ。

「懐いちまってまァ……かわいいモンだろ？」

「……そうだな」

　静かに寝ね息いきを立てるシェリルに優やさしげな視線を向けるチェスターが、シェリルの隣りん席せきに腰こし掛かける。どうやらこいつも落ち着いたようだな。真まことに、孫というのは恐ろしい存在よ。

　見たこともないような優しい微笑ほほえみを浮うかべるチェスターに、思わず息を吐く。

　こんな何ど処こにでもいそうな「優しいお祖父ちゃん」に負けたとは考えたくないものだ。

「シェリルはな、同年代のガキと遊ぶのなんざ、初めてだったんだ。色々迷惑かけたろうが、大目に見てやってくんねェか？」

「別に気にしとらんよ。この子は力加減が下手なだけ。少し疲れたが、そのくらいだ」

　静かな寝息を立てる少女の寝ね顔がおは、笑みだった。

　狂気も無く、獲え物ものを狙ねらう嗜し虐ぎやく的なものでもない笑顔──歳相応の、少女の寝顔。

　強大な魔ま力りよくというのは、時に人格を歪ゆがめる事もある。

　大きな力を持つというのも、考えものだな。

　あのような力など無ければ、この子はきっと可愛らしい普ふ通つうの少女だったろうに。

「……こいつが、エルフと魔人とのハーフってのァ話したよな？」

　表情に少しだけ苦い色を混ぜたチェスターが、シェリルを起こさぬように小さな声で語りかける。私は、それに頷うなずきだけを返した。

「あの馬ば鹿か息子むすこめ、嫁よめさんを貰もらったのはいいんだけどよ、嫁さんはこの子を産む時に無理がたたって逝いっちまってな……。シェリルを諦あきらめりゃ嫁さんは助かったらしいんだが、嫁さんがどうしてもこの子を産みたいと言って聞かなかったらしくてよ、結局事前に産さん婆ばが言ってた通りになっちまったんだと。けどそれでも息子はこの子を愛した。なんの取り得もねェガキだとばかり思ってたが、嫁もいねぇでこの子を育ててたんだ。立派だったぜ」

「……だった、か。すると──」

「ああ、息子ももういねェよ。この子が五歳の時、山に木の実を採りに行って、崖がけから足を滑すべらせて──だとさ。シェリルはな、生まれて直すぐに両親が両方居なくなっちまったンだ」

　持ってきていたティーカップで口を湿しめらせ、チェスターは小さく息を吐く。

　その表情は──もう六十年近い付き合いになる私も、初めて見る悲しみに染まっていた。

「そんなモンでよ、早々親を亡なくしたワケで、この子は五歳にして一人になっちまったワケだ。……ンで、この子を引き取るってハナシを嫁さんの親としたんだが──あいつら、言うに事欠いてシェリルの事を忌いみ子とか言いやがってなァ。元々嫁さん家族はウチの息子と結けつ婚こんするのにそりゃァ反対だったらしくてな、そんな経緯いきさつからホザいたらしいんだが──俺もつい、ムカついてな。年とし甲が斐いも無なくボコボコにしちまったよ。……まァ、そりゃいいんだ」

　チェスターが、優しげに目を細め、シェリルの手に自らの手を重ねる。

　触ふれた者を傷つける名めい剣けんのようだった男が、よくもこんな目をするようになったものだ。

　一ひと頻しきりシェリルを慈いつくしんだあと、チェスターは私に強い視線を向けてきた。

　その顔は、またも私が見たことの無いものだった。

「シェリルを頼たのむ。どうしたって俺ァ、お前らより早く逝いく。そうなった時に、この子を一人ぼっちにさせねェでくれ……」

　──私がアルマにシジマ流を託たくした時は、こんな顔をしていたのだろうか。

　強い願いの念。大切な孫を、自分が亡き後を頼むという、託す男の顔だ。

　……今日は驚おどろかされてばかりだ。日に二つも、知り尽つくしたと思っていた腐くされ縁えんの新たな顔を見るとは。やはり孫が出来ると人は変わるものなのか。まさかチェスターがこんな顔をするようになるとはな。

「……任せておけ。この子もまた、もう私の友人だ」

　だがチェスターに頼まれたからではなく、私は自分の意志でこの子の行く末を見守ると決めていた。

「言われるまでもないさ。乗りかかった船を途と中ちゆうで下りることはせん」

「スラヴァ……！」

　弱々しく歪んだ鬱うつ陶とうしい口ひげを見やり、私は小さく笑って見せた。

　二度目の人生でもプライムの家の者と縁が切れんとはな。つくづく腐れ縁という奴やつか。

「さっさとその情け無い面を直すがいい。シェリルに見られれば、祖父としての尊厳が無くなるぞ」

「……あァ、そうさな。俺も両の足を地に着けてるウチは、格好いいジジイでいたいからなァ」

　釣つり下がった眉まゆが上がり、くしゃりと笑みに歪むチェスターの表情。

　多少にやけた面の方が、ようく決まっておるな。

「ありがとよ、スラヴァ」

　エルフにとっては短いはずの、私が過ごした空白の二十年と、今生での十二年を合わせた約三十年。

　世界はどれだけ変わったかと思っていたが、何があっても変わらないと思っていた旧友を変えるには、十五年も有れば十分であったらしい。

　金剛石ダイヤモンドのような石頭を曲げた、偉い大だいな少女──私の膝の上で静かな寝息を立てる少女を見て、つい頰ほおが緩ゆるむ。

　……孫、か。縁に恵めぐまれることがあれば私も持ってみたいものだな。

　だが私は奴や師匠の様にはならぬ筈はずだ。いやまあ……多分。友人の孫でこれほど可愛らしく思ってしまうのならば、我が子の産んだ孫となればどれだけ可愛いのであろうか。ある意味、今まで相手取ってきた誰だれよりも強い試練を持ってくるやも知れぬな。

　信しん頼らいを寄せて眠ねむる幼子に、ついつい眠気が起こる。そういえば、そろそろ日が変わる時間であったか。私もまた身体は子供のものである。本能に呼び止められ、つい眼めを閉じそうになる。

　いかんいかん、ここで眼を閉じれば間ま違ちがいなく寝てしまう。そうなれば、明あ日すの授業までにはまず帰れない。

　危機感を覚えた私は、何か眠気を払はらう手段は無いかと考えた。こういうときは身体からだを動かすのが一番なのだが、膝の上で気持ち良さそうに眠る少女を起こすような悪行は、今の私には難易度が高すぎた。

　……ならば、仕方が無い。不本意ではあるが、チェスターと話でもするしかないか。幸いシェリルは熟じゆく睡すいしている。ちょっとやそっとでは起きまい。

　しかし何か話題はあったか。闘たたかいに関連することだと熱中して声を荒あららげてしまいそうだしな……と、そこまで考えて、私は聞きたいことがあったのを思い出した。

「そういえばチェスター、街でこんなものを拾ったのだが、覚えはないか？」

　シェリルを起こさぬ様注意を払いながら、上着のポケットから尖とがった石を取り出し、チェスターへと投げ渡わたす。

　ドス黒い血の様な色を不気味に放つ結けつ晶しようは、無事にチェスターの手へと渡った。

「あァん？　……っておめえ、こりゃあ『昏くらい色の結晶』じゃあねぇか。お前には縁の無いモンだと思っていたが、コイツをどうした？」

　反応からすると、どうやら私よりはこの石のことを知っているらしい。

「昏い色の結晶、というのか。なに、街を歩いていたら、チンピラに絡からまれてな。返り討ちにしてやったのだが、その時にチンピラ共がこれを使ったのだ。その瞬しゆん間かん──」

「魔力が禍まが々まがしい感じになって、激増した、だろ？　あァよ、よーく知ってらぁな。最近、流は行やり始めた──まァ、一種のドーピングって奴だ」

「……どおぴんぐ？」

　聞きなれぬ言葉に、思わず聞き返す。すると、チェスターは馬ば鹿かにしたように口の端はしに皺しわを寄せた。

　苛いら立だちを覚えつつも、話を進ませるためにあえて黙だまっている。

「いやそっからかい。なんっつうか……簡単に言えば魔力の代わりに破は滅めつを齎もたらすクスリっつうかな。裏で最近流行っててよ、頭悩なやませてンだ」

　結晶を投げ返しつつ、言葉の通りの表情を浮かべるチェスター。

「ふむ？　要するに、服用するだけで魔力が上がる──ということか？」

「破滅と共に、ってぇ部分を忘れずにな。……いや、コイツの場合は身体の方には問題ねェんだけどよ。心をな、壊こわしちまうんだ。お前も見たんじゃねェのか？　コイツを飲むと、魔力がアホみたいに増える。だが、どんな温厚な人間でも暴力しか考えられねえ性格に変えちまうってぇハナシだ」

　返された結晶を見つつ、チェスターの言葉を反はん芻すうする。

　使うだけで魔力を上げる結晶、か。しかし酷く乱暴になると。

　……ろくでもない男達が使っていたからある程度は分かっていたが、やはりろくでもないものだったか。

「楽をして強くなろうなど、なんとも愚おろかなモノが流行っているのだな。自分で得た力でなくば、意味もなかろうに」

　なんとくだらないものか。借り物の力に意義があると言うのならば、教えてもらいたいものだな。

「お前さんならそう言うだろうなァ。ま、そういうこった。なんにも生まねえくだらない結晶さ。これは噂うわさだが、厄やつ介かい事ごとを引き寄せるって効果もあるらしいぜ？　まあ話半分に聞いときな」

「ふむ……成る程ほどな。あい分かった、感謝する」

　弾はじいた結晶を空で摑つかみ、二つの指に移して摘つまむ。こんなものが流行るとは、嘆なげかわしきことよな。とはいえ、チェスターの言葉を信じてみるのも面おも白しろい。厄介事とやらがどんなものか、持っておくのも一いつ興きようか。

　摘んだ結晶を、懐ふところに入れようとする。しかし、緩やかな動作のためか、その動きは突とつ然ぜん止められた。この距きよ離りでそれをなせるのは──シェリルしか居ない。見れば、起き上がったシェリルが私の腕うでを摑んでいた。

「……む？　どうした、シェリルよ」

　寝ねぼけ眼まなこで結晶を見み据すえるシェリルを揺ゆり起こすような、穏おだやかな声を掛かける。

　するとシェリルは膝ひざ枕まくらから起き上がり、私に眼を向けた。

「……わからない。でも、その石から、懐なつかしい感じがした」

「懐かしい？」

　思いもかけない言葉に、つい聞き返してしまう。

　誰に向けた訳でもない言葉なのだが、それを拾ったチェスターが、顎あごに手を当てる。

「そういやこの結晶は、魔ま人じんの国──ハルティーグでよく採れるって聞いた気がするぜ。シェリルは生まれも育ちもミラフィアだが、案外シェリルの母親が同じモンを持ってたりしたのかも知れねえな」

　チェスターの言葉に相あい槌づちを打ちつつ、結晶を見つめるシェリルを観察する。手に取ってみるか？　と声を掛けたが、そこまでのものでもないらしい。

　結局すぐにシェリルは興味を無くしてしまい、再び私の膝へ頭を預けて寝てしまった。

　──魔人の国で採れる、か。言われてみると、結晶を使ったあの男達は忌いみ嫌きらわれる魔人のイメージに良く似ていた気がするな。

　私が生きていた頃ころには無かったものが、また一つか。めまぐるしく変わる世の中に感心のような、呆あきれのような何かを覚える。だが誰がなんと言おうと変わっていくのが世界というものか。たった三十年でこれなら、エルフは生きているうちにどれだけ変わる世界を見送っていくのだろうか。

　珍めずらしく感傷的になるが、すぐに考えを打ち払う。

　──さて、そろそろ帰らねばな。なんだかんだと言いつつ、私は授業には真ま面じ目めに出ている。明日もそうするため、この場をお暇いとませねば。だが──

「──っ、不ま味ずいな」

「あァ？　どした？」

　恐おそろしい事実に気付いてしまい、私は眉み間けんを押おさえた。珍しく心配そうにチェスターが覗のぞき込む。

　唐とう突とつに訪れた緊きん張ちよう感かんのなか、私は重々しく口を開いた。

「また、シェリルが私の膝の上で寝てしまった……」

「……てめェ、それは俺に対する自じ慢まんと取っていいんだよな？」

　折角一時はシェリルが起きたというのに、これではまた動けない。

　ついで程度にチェスターの嫉しつ妬との炎ほのおを再燃させてしまった私は、静かに明日の授業を諦あきらめた。








第十三話　四人そろって









「はい、それでは今日の授業を終わります。皆みなさんお疲つかれ様さまでした」

　優やさしく手を叩たたくような柔やわらかな音と共に、フィンレイ教きよう諭ゆの持っていた本が閉じられる。

　すると、フィンレイ教諭の声に追従するようにして低い鐘かねの音が鳴り響ひびいた。授業の終わりを告げる鐘だ。

　……これで今日も勤めを終えた、か。学生の本分を終えた私は、小さく息を吐はいた。

　授業内容はさほど難しくは無いとは言え、苦手意識がある為ためか疲れるな。

　一日の修行よりも半日の勉強の方が疲ひ労ろうを感じる辺り、身体を動かすよりも頭を動かす方が苦手なのは前世から変わらないようだ。

「くっはー！　今日も疲れたなあ。でもこれで今週も終わりだぜ！」

　思い切り伸のびをしながら、分かりやすいまでの喜びの声を上げるのは、後ろのシドだ。

　……授業中感じた気配では、確かこやつ寝ていた様な気がするが、それでも疲れるのだろうか。

　とはいえそんな所もまた、愛あい嬌きようの一つに感じてしまうのはシドの人ひと柄がらが成せることか。

　先ほどまで静かだった教室に、活気が戻もどってくる。

　伸びをする者や鞄かばんに荷物を詰つめる者、支し度たくを終えてもう立ち上がっている者など、生徒たちのあり方は様々だ。

　私もいつもは比ひ較かく的てき早めに支度を終えて帰る方なのだが、今日は少しばかり教室でやらねばならぬ事があった。

「終わったね！　お疲れさま、スラヴァくん」

「ああ、お疲れセリア」

　何時もよりゆっくりと帰り支度を進めていると、離はなれた席から鞄を手に提さげたセリアがやってくる。

　そう、今日は学生にとっては大切な休みの前日。久々に三人で出かけないか、という明日の予定を話し合うため、この場に残ることになっていたのだ。

　このアカデミーは寮りようが男女で分かれている。基本的に異性の寮は立ち入りが許可されていないため、学校を出てしまうと腰こしを落ち着けて話す場所が無い。その為に、この場を借りているというわけだ。

　見れば私達以外にも、教室内に残って会話を楽しむ生徒が散見出来る。

「お、来たなセリア。っていうか俺を忘れるなよな！」

「あはは、シドくんもお疲れさまー」

　名が呼ばれなかったことに声を荒らげるシドだが、その声に怒いかりのようなものは感じない。

　セリアもそれは分かっているようで──輪の中に信しん頼らい関係のようなものを感じ、つい笑えみが零こぼれてしまう。

「それよりよー、明日あしたどうするんだ？　やっぱ街に出るのか？」

「やっぱり街になるんじゃないかなあ。スラヴァくんは行きたいところってある？」

　……と、そうだ。明日の予定を決めるのだったか。

　ふむ。そうは言われても、大した場所は思い浮うかばんな。ぱっと思いついたのは山か川だが……どちらも修行用の、険しい場所だしのう。

「私も特には無い。……やはり、街で良いのではないか？　街に行けば、そこで何かを考えることも出来るだろう」

「街なら色々あるもんね！　よーし、明日は街で決まりかなー？」

　結局、無難な理由から明日は適当に街を歩くということで纏まとまりそうだ。

　目的を無しに歩くだけでも、友人と共にいればそれだけで心も弾はずむというもの。

　話し合うまでもないことを決める為にわざわざ集まるというのも、遊びの一部なのかも知れんな。決めるべきことは決めてしまったというのに、シドもセリアも直すぐに帰ろうとはしない。ただ話しているだけでも、それなりに楽しいのだ。

　シドとセリアが語りかけてくる声に応えつつ、段々と赤みを増していく空を見つめる。

　……こうした時間も、中々良いものだな。

　忙せわしなく話しかけてくるセリアとシドからは、楽しげな好意が伝わってくる。孫が出来たらこんな気分になるのだろうか。

　だとするならば、チェスターのあの変へん貌ぼうも分からんでは無いな。

　腑ふ抜ぬけた悪友の幸せそうな笑顔を思い出し、私の口角は自然と釣つりあがっていく。

　──そんな瞬しゆん間かんだった。ちょっとした嵐あらしが、この学園を襲おそうのは。

　突とつ如じよとして、教室入り口の方から、鉄球を木の板に打ちつけたような破は砕さい音が響く。

　音の感覚からすると、まさにその通りなのだろう。瞬しゆん時じにその方向を振ふり向けば、教室入り口のドアが無残な形に変わり、外れるのが見えた。

　幾いくら木の扉とびらとは言え、常人が破は壊かいするにはそれなりの気合が必要だ。それを殺気の一つも出さずに破壊するとは、一体何者だというのか──

　などと、数週間前の私であれば考えていただろう。教室内の学友達も、その大きな音に肩かたこそ震ふるわせたものの、パニックの一つも起こさずに胸むねを撫なで下ろしていた。

　無残に吹ふき飛んだドアのあった場所に、視線が集まる。

　視線の中ゆっくりと現れた影かげは予想通り──最近では良く見知った、少女のもの。

「……たのもー」

　深く降り積もった銀雪のような髪かみを靡なびかせながら教室にやってきたのは、シェリルであった。

　数ヶ月前、チェスターの屋や敷しきにて拳こぶしを合わせてからというもの、この少女は大分私に懐いてしまったようで──休日の前などになると、時たま強きよう襲しゆうしてくるようになったのだ。

　最初の頃は魔人が攻せめてきた──と騒さわぎになったものの、基本的に接せつ触しよくせねばシェリルは無害である。丁てい寧ねいに説明した甲か斐いもあり、今では生徒達も胸を高鳴らせるものの「なんだまたか」となるまでになったのだから、エルフというのも中々強したたかな者達だ。

　ちなみにシェリルよ。その言葉はドアを壊こわす前に言うべきだったと思うぞ。

「おー、姐ねえさんちぃっす！」

　シドなどは、こうしてシェリルを姐さんと呼び慕したっているほどだ。なんでも「完全に敗北した」らしいが、まさか勝負でも挑いどんだのだろうか。

　さて置き、魔人とのハーフという第一印象にもめげず、ある程度馴な染じんでいるというわけだ。

　そういう意味では、この状じよう況きように一番慣れていないのは私かも知れんな。シェリルが来る度たびに、問題を防ぐため私が何とかせねば、と気を揉もんでいるが故。

「あははー、シェリルちゃん、久しぶり……」

「……久しぶり」

　──ただ、セリアはいま一つ馴染めていないようではあるが。誰だれにでも分け隔へだてなく接するこの子が、こうして壁かべを作るのは私にとっては意外な事であった。

　魔人に対してか、はたまたシェリルに対して嫌いやな思い出でもあるのであろうか。

　友人同士の仲が悪いというのは好ましくは無い。なんとか橋を渡わたせれば良いのだが。

　……ともかくだ。こうしてシェリルが学校に訪れている以上、その保護者もまたここに来ているのだろう。

「おい、いるのだろうチェスター」

「おうとも。呼ばれなくたって出てこらァな」

　シェリルに遅おくれて、破れた扉から、白はく髪はつの老人が現れる。

　このジジ馬ば鹿かが共についてきていないはずは無いからな。詳くわしい話は、こやつに聞くとしよう。

　視界の端はしで珍ちん妙みようなポーズを取り合っているシドとシェリルを意識しつつ、私はチェスターの目を見据える。

「それで今回は何の用だ？　聞かずとも、ある程度は察しが付くが」

　孫の可愛らしい仕草に見み蕩とれるジジ馬鹿を呼ぶと、チェスターは呆ほうけた顔を戻し、私に向き直る。

「あー？　まあ、その通りだと思うぜ。これでも結構我が慢まんさせたんだ。癇かん癪しやくも殆ほとんど無かったことだし、褒ほう美び代わりに明日ウチに来ちゃァくれんか？」

「ほう」

　意外なチェスターの言葉に、思わず息を吐く。

　シェリルが我慢をする、か。出会ったばかりの頃ころからすると、それは目覚ましい進歩だ。

　昔──と言ってもほんの数ヶ月前ではあるが──は、何かあればすぐさま物に当たっていたからな。この口ぶりでは完全になくなったわけではないが、それでも頻ひん度どが減ったというのは確かに褒美をやりたくもなる。

「それは非常に良い傾けい向こうだが──生あい憎にく、明日は私も先約がある。前々から計画していたことだ、足労の所悪いが、明後日あさつてでは駄だ目めなのか？」

　しかし、前から明日は約束があったのだ。シェリルには友人が少ない──というか、本当の意味で触ふれ合えるまでの間あいだ柄がらは私しか居ない以上、優先してやりたくはなるのだが。

　それでも私の小さな友人たちは──特に、セリアは明日を甚いたく楽しみにしていた。それをないがしろにするというのは、忍しのびない。

　流石さすがのチェスターも、先約があるという上にシェリルを置け、とは言わないようだ。

　悪友が少し実際の年ねん齢れいに追いついた事に驚おどろく私だが、それでもチェスターは口をもごもごと動かしている。

「……あー、そりゃまァ。先約なら仕方がねえ、って言いたい所なんだがよ……」

「……スラヴァくんっ」

　何事かを言いよどむチェスターの言葉を待っていると、巨きよ木ぼくすらなぎ倒たおしそうなほどの衝しよう撃げきを腰の上辺りに感じられる。

　紛まぎれも無いタックル──と錯さつ覚かくしたそれは、シェリルが抱だきついてきた故ゆえの衝撃であった。

　あいも変わらず気だるげな瞳ひとみをしているが、最近では表情の僅わずかな変化に気がつけるようになってきた。今は──かなり珍めずらしいまでに喜び、興奮しているようだ。

　……ああ、成る程ほど、な。

「このシェリルを見るとよ、簡単には引けんのだわ。……なんとかならんかァ？」

　背の下部辺りをぐりぐりと、顔を背にねじ込もうかという程にこすりつけるシェリル。

　流石にこの状態を見たら、孫煩ぼん悩のうの爺じじいでなくとも無下には出来んわな。

「何とかしたいのは山々だが……ううむ、困ったのう」

　チェスターと顔を見合わせると、私たちは揃そろって溜ため息を吐ついた。

　しかし、これは悪手であったことを知る。背に顔をこすりつけるシェリルの動きが止まったからだ。

　しまった、何があっても本人の前でする話ではなかったか。

　背から顔が離れたのを感じ、私は恐おそる恐るシェリルを覗のぞき込む。

　そこにあったのは──先ほどまでとは打って変わり、殺意が混じり始めた失意の表情。

　黒い魔ま力りよくが身の内より溢あふれ始め、その圧あつ迫ぱく感かんを増していく。教室内の生徒達の内数人は、不可思議な顔をしていた。魔力の動きに敏びん感かんなのだろう。

「一いつ緒しよに、いれないの？　私、スラヴァくんを、困らせてる……？」

　──身に秘める狂きよう気きは未いまだ完治してはおらんか。

　ともあれ、このままでは色々と取り返しのつかない事になってしまうな。

　少なくとも折角築いた「ある程度無害」のイメージはばらばらだ。

「ああいや、そうではないのだ。ただ少し、チェスターと話す事があってな。……もう少し待っていなさい。出来るね？」

「あ……うん、ごめんなさい……」

　昔アルマにしてやったように、頭を撫なぜてやる。

　羊毛よりも柔やわらかく、それでいて大理石を思わせるような、ひんやりとした滑なめらかさ。

　手入れに気をつけているのもあるだろうが、なんとも見事な銀糸よ。

　頭を撫ぜてやると、シェリルは目を細めて私へと寄りかかってきた。どうやらシェリルは頭を撫でられるのが好きなようで、最近ではよほどのことが無い限り、こうしてやると落ち着いてくれるのだ。

　……副作用もある。これをやるとチェスターが鬼おにのような形相になるので、やりすぎには注意しなくてはならない。

　どうしたものかな。前からしていた約束を破るような不誠実な真ま似ねはしたくはないし、かといってシェリルをないがしろにするのも心苦しい。

　どうにか両方を立てる方法は無いか──私が顎あごに手を添そえた、その時だった。

「……シェリルちゃんも、一緒にくればいいんじゃないかなあ？」

　少し離はなれたところで事態を見守っていたセリアが、此方こちらを見ぬまま呟つぶやくように言った。

　その手があったか。確かにそれは妙みよう案あんだ。

「おいチェスターよ」

「なんでぇ」

「明日、私たちは街を散策するのだが、シェリルを連れて行っても構わんか？　シェリルにとっても街を見るのは良い経験になると思うのだが。無論問題が起こらんようにシェリルは私が良く見ておこう、どうだ？」

　シェリルに視線を送ると、何い時つもの気だるげな眼めが分かりやすく輝かがやいているのが見えた。

　これこそここでする話ではなかったかも知れんな。最愛の孫まご娘むすめの、光り輝くこの瞳。チェスターには断ることなど出来やしまい。

「まあお前さんが見ていてくれるっつうんなら、断る理由はねェが……悪いなァ、嬢じようちゃん達、突とつ然ぜん来てこんなことになっちまって」

「いえいえー、私は大だい丈じよう夫ぶです。明日あしたはよろしくね、シェリルちゃん」

　予想外の展開に、シェリルの顔に笑え顔がおの花が咲さく。

　シェリルは力加減の問題で、あまり街には出たことが無いという。

　折角の機会だ、思い切り楽しませてやりたい。明日は少し気合を入れねばな。

　──しかし、気に掛かかる事もある。

　喜びを表現するため、両手を広げてくるくると回るシェリル。それを心配そうに見つめるチェスター。両名を視界に入れながら、隣となりにやって来たセリアへ声を掛ける。

「……良かったのか？」

　シェリルに対し、何ど処こか苦手意識を感じているはずの彼女がこのことを提案してくれた事に喜びを感じつつも──同時に、後ろめたさのようなものを感じてしまう。

　多様な感情を込め、それだけを呟くと、セリアは私の服の裾すそを摑つかんだ。

「……うん、スラヴァくんは、シェリルちゃんの──お友達なんでしょ？　だったら私も仲良くなりたいなって思うから、頑がん張ばらないと」

　うつむきがちに発される言葉は、複雑な色が込められていた。

　あまり人の顔を窺うかがうのは得意でない私だ。セリアの言葉の全ては分からない。

　だが、それでもシェリルに歩み寄ろうとしてくれているのは、理解が出来た。……本当に良い子なのだな、この子は。

　この小さな友人が愛いとおしくなり、私はセリアの頭を、シェリルにしてやったように優やさしく撫ぜる。

　するとセリアは──私に肩かたを寄せた。

　見ると、セリアの口が小さく動いている。口の中で転がすような、囁ささやきにも満たぬか細い音が聞こえてくるが、私にはなんと言っているかはわからなかった。

「そういうことするから、だよ」

　だが何な故ぜだか、咎とがめられているような気がしたのは──やはりセリアに引け目を感じているからだろうか。

　チェスターが学園を去ろうとするまでの短くない時間、結局セリアは私の元を離れようとはしなかった。




　　　　◆




「着いたぜー！　姐ねえさんもお疲つかれさまでした！」

　そして日は変わり、私達はアルファレイアへと到とう着ちやくしていた。

　馬車に揺ゆられていた時間は短いが、それでもこの腕わん白ぱく坊ぼう主ずには煩わずらわしかったようで──シドが声と身体からだ、持てる全てでその解放感をあらわした。

　しかしシェリルが来るということで、チェスターが馬車を出してくれたのは助かったな。

　学園からも馬車は出ているが、あれは金を取る。仕事だから仕方が無いが、それでも子供の財布には優しくないので、交通費が浮ういたのは嬉うれしい誤算だ。

　……それでも、私やシェリル位になると走るほうが速いのだがな。シドやセリアが居なくば走るのだが、住まう場所が同じだというのに現地集合というのは些いささか味気が無いというものである。

　馬車からシドに次いでセリアが降り、次いで私が足を降ろす。

　そして、最後にシェリルが馬車から現れる。私は戸と惑まどいがちに出てくるシェリルの手を取り、丁てい寧ねいに馬車の外へと導いた。

　さて、レディのエスコートなどアルマ以来のこと。前世から五十年以上もしていない事だが、サマになっているだろうか。

　ふとシドやセリアの方を振ふり返ると──

「……むう」

　セリアが小さく頰ほおを膨ふくらませていた。

　……ふむ？　もしやセリアもこうしてエスコートしてもらいたかったのだろうか。

　この年とし頃ごろの少女は姫ひめなどの高貴な存在に憧あこがれると言うからな、気がつけば先に出て、手を引いてやったのだが。

　まあそれはまたの機会に取っておこう。もう少し気を回してやるべきだったかも知れん。




　それよりも、だ。

「どうだ、シェリルよ」

　小さい頃に一度来たきりというシェリルの反応はどうだろうか。

　忙せわしなく辺りを見回しては、目を輝かせている様はまさに無む邪じや気きな笑顔と言うに相応ふさわしく。もはや聞くまでもないか、これは。

「すごい……」

　こんなにも楽しそうな表情はそうは見ない。

　拳こぶしをあわせている時にも楽しそうな表情はするものの、アレは戦せん闘とうを楽しむ武術家の瞳だからな。好こう奇き心しんに満ちた、少女らしい瞳というのは初めて見るかもしれない。

　今日は目め一いつ杯ぱい楽しませてやらねばな。

　何故だか、ふと──アルマと「親子」になった日のことを思い出した。

「さあ、何処から行こうか。門限の時間まで、目一杯楽しもうではないか」

　そう言って、頭に手を置く。するとシェリルは忙しなく動く視線を私へと固定させ──

「……うんっ！」

　今まで見た中でも、三指に入るほど楽しそうに笑った。

　今日のことを提案したくれたセリアには感謝せねばな。

「よおし、それじゃ行こうぜ！　俺ハラ減ってきちまったよー」

　確かに、何時までもこうして時間を浪ろう費ひするのは勿もつ体たい無ないな。

　そういえば小腹も空すいてくる時間帯だ。心中でシドの言葉に同調しつつ、シェリルに目配せをして歩き出す。

　シェリルはそんな私を見て慌あわてるように歩き出した。

　急いで私の隣に並び立ち、腕うでを組む。私の反応を見るために上を向いたその顔からは、シェリルが寄せてくれる全ぜん幅ぷくの信しん頼らいが伝わって──なんともまあ可愛いものだ。これは確かに、世の「祖父」達が孫に入れ込んでしまうのも理解が出来る。

「……温かい」

　同年代の子供と出かけるなど、初めてのことであろうからな。

　その仕草は何を取っても楽しそうだ。

　──だが、私達の少し後ろを歩くセリアの顔は、シェリルとは対照的であった。

　セリアにはシドが並び立ち、話しかけているのだが、その返事も何処か曖あい昧まいだ。

　ただその瞳ひとみは確実に私とシェリルを捉とらえていて──ううむ、あの視線を見るに、私にも何か言いたい事があるようにも見える。

　馬車から降りる際の光景がふと頭に浮かび、私は小さな考えを生み出した。……ああいや、まさか。しかしそういう事なのか？
















　そう考えれば辻つじ褄つまも合うのだが──もしや、セリアは嫉しつ妬としているのではなかろうか？

　私がこの学園で一番付き合いを長くしているのはセリアだ。基本的に休み時間は何時も共にいるし、こうして休日に出かけたりもする、多くの時間を共にする親友である。だが最近になってシェリルが訪れるようになると、私はついついそちらに掛かりきりになってしまう。セリアはそれが気に入らないのでは。

　先ほどの馬車は分かりやすい例だが、セリアの機き嫌げんが悪いのは、シェリルと私が共にいる時に多い気がするのだ。

　アカデミーに通う生徒達は、皆みなが親元を離れ寮りようで生活をしている。親との距きよ離りは差があれど、それは生徒達全員に例外なく共通していることだ。

　中でもセリアは、遠くから来ている方だという。ここまで考えれば、おのずと答えが見えてくるというもの。

　つまるところセリアは──新しい姉妹に、親を取られたような感覚の中にいるのではなかろうか？

　同年代の少年少女と比べれば、既すでに百年以上を人間として過ごしている記き憶おくのある私は、大人びているはずだ。セリアはそんな私に、年長者としての親しみを感じていたのだろう。親と子……若もしくは私が感じていたような、祖父と孫の関係だろうか。そんな関係の中にシェリルが現れ、私の目を奪うばっていったと感じているのではないか。

　馬車から降りる際の、ふとした仕草。そこから断片の出来事がくっついていった様な気がする。的中までとは行かずとも、的まとには当たった考えなのではないか。

　一人で得心した気になる私は、手のひらを台に拳を打った。話の中心に居ながら、何も分からぬシェリルは首を傾かしげる。

「ああ、なんでもないのだ、気にしないでくれ」

　シェリルが絡からみ付いていない、空いた手でシェリルの頭を撫なでる。

　……と、こういうのがいけないのか？　ちらとセリアの様子を窺ってみると……やはり、不ふ機き嫌げんな色が強くなっている気がするな。ふむ、私にもアルマが居たとはいえ、二人も子を持つことは無かったからな。こういうときにはどうすればよいのだろうか。

　今ここで露ろ骨こつにセリアを構えば不自然さにかえって気を悪くするかもしれんし、シェリルを引き離はなすのも繊せん細さいなこの子を傷つけるやも知れん。

　さてどうするか──私が思案し始めた、その時だった。

　セリアがシドの手を引いて、歩調を強める。元々大してなかったとはいえ、前後に開いていた私達の距離が無くなる。

「……スラヴァくん、私達ちょっと寄る所があるから、暫しばらく二人で楽しんでてね」

　すれ違ちがいざまに、顔をうつむかせたセリアが、言葉を置き去りにする。

　……直すぐにでも行動に移すのが先であったか？

　どうしたものかな。こうなっては追いかけるのも角が立ってしまいそうだ。

　仕方が無い、少しだけ時間を置いてみよう。セリアに気持ちの整理がつけば戻もどってくるかもしれないし──そうでなければ、私のほうから声を掛けよう。

　セリアと言葉を交かわすというのは、柔やわらかな日差しの中、目を閉じるような感覚に似ている。そんな素晴らしい時間をくれた事に対する礼を、私はまだしていなかったように思う。

　やれやれ、人間関係というものは中々に難しい。人生を一度使い切っても、まだまだ学ぶことだらけだな。

　……セリアの連れて行ったシドが、支えになってくれればいいが。

　とりあえず、どちらにせよ様子を見ねば。時が来るまでは──何をしていようか。思考でそう続けようとした途と端たん、隣となりで小さく、猫ねこが鳴くような音がした。

　出所は、シェリルの腹の辺りから。

「……ぐう。おなかが空いた」

　そういえば、朝飯は抜ぬいてきたと言っていたか。

　腹に手を添そえるシェリルが、恥はずかしそうに頰を染める。

　……思いもかけず、やることが出来たな。

　少し意味合いは違うが、腹が減っては戦いくさは出来ぬという。セリアが心の整理をつけるまでは──ひとまず、軽くでもいいから腹に何かを入れることにしよう。

「何ど処こかで軽く食事を取ろうか。シェリルは甘いものと、塩しよっぱいものだとどちらが好きかな？」

「しょっぱいのがいい」

「ふむ、分かった。では──」

　あまり食べ過ぎると、後で合流したときに何も食べられなくなってしまうからな。

　小さくて手軽なものだと、確かソーセージ屋があったか。焼きと茹ゆでが選べる、ジューシーなソーセージを売りにする店だ。ちなみに私は、店主が大火力の火の魔ま法ほうで茹で、余分な脂あぶらを落とした茹での方が好みである。

「ソーセージでも食べようか。後でセリア達と合流したら、色々な物を食べよう」

　言いながらに微び笑しようを作り、シェリルの頭を撫でると、シェリルは諸もろ手てを挙げて喜びを表現した。こうして喜んだり、恥ずかしがったり──癇かん癪しやくを起こしている時以外は普ふ通つうの女の子なのだがな。

　願わくは、シェリルには女の子らしい生活を送ってもらいたいものだ。

「あの子のような、真っ直ぐな子が友人になってくれれば、良いのだが」

　セリアが走っていった方へと、届かぬ言葉を空に溶とかす。

　まったく、色々と難しい年頃だのう。だが、それが何処と無く楽しくも感じてしまう。

　アルマの奴やつも、もう少し位は手を掛かけさせてくれても良かったのだがな。

　腰こしに手を当て、小さく息を吐はいた。アルマやセリア、そしてシェリル。彼女達を見ていると、やはり子供が欲しくなるな。

　今生では、少しばかり結けつ婚こん活動でもしてみるか？　しかしエルフの恋れん愛あいなんて、人間のそれ以上にわからんであろうなあ。

　買ったばかりで湯気を立てるソーセージに歯を立て、薄うすい皮を割る。前世の私がとうとう独身だったことを思い出したせいか、肉にく汁じゆうと共に迸ほとばしった快音は何処か寂さびしげに聞こえるのであった。




　　　　◆




「なあセリア！　あいつら置いてどこに行くんだよ！」

　シドの手を引き走る少女を呼び止めるため、半ば叫さけびとなったそれを投げかける。

　普ふ段だん朗ほがらかで優やさしいセリアの様子もあってか、その声は戸と惑まどいを含ふくんでいた。

　……歩き出して、と言うよりかは走り出して──もう暫く経たつ。

　本当に、一体どうしてしまったのだろうか。仲の良い友人の、突とつ然ぜんの行動からシドは混乱していた。

　セリアの様子からは、不安だとか、焦しよう燥そうだとか、悲しみだとか──一目には分からない、複雑な感情が渦うず巻まいているため、シドにはその真意を窺うかがうことは出来ない。

　だがなんとなくだが、その表情が暗い色のみで構成されていることを、感じていた。

「おい、いい加減止まれって！　訳ぐらい話せよ！」

　怒ど声せいになりかけた言葉を叩たたきつけるシド。思いつめた表情をするセリアに対する言葉としては、少し遠えん慮りよが足りないように思えるが、実際は違う。

　幾いくらまだまだ若いとはいえ、シドとセリアは性別を異ことにしているため、力はシドの方が強い。そのため、握にぎり締しめられた手を振ふりほどくことは簡単なのだ。勿もち論ろん、この場で足を止めれば、セリアはそれを引っ張っていくことが出来なくなるだろう。

　しかし、シドはあえてそれをしなかった。短い付き合いだが、もう見慣れた友人が、見たことの無い顔をしていたからだ。

　そんなシドの思いが伝わったのか、セリアはシドの叫びでようやくその足を止める。

　代わりに顔をうつむかせたため、セリアの表情を窺うことは出来なくなってしまったが、それでもシドは安あん堵どの息を漏もらした。

「全くよー、説明くらいしろよな。結構離れちまったじゃないか」

　茶化すように言うシドの言葉に、怒ど気きは感じられなかった。

　聞きなれた友人の声に、セリアが肩かたを震ふるわせる。

「……ごめんね、急に」

「別に良いいって。何かあったんだろ、俺には分からないけど。でもさ、分からないままってのも嫌いやだし、話してくれよ。お詫わびだと思ってさ」

　やんちゃを体現したようなシドが、湯を冷ます息のように優しげな声で語りかける。

　セリアはうつむいたままだったが、僅わずかに肩を震わせると、握っていた手を離す。

　無理やり引っ張られたことで少しだけ違い和わ感かんを残す手首を回しながら、言葉を待つ。

　やがて、セリアは雨あま粒つぶのようにぽつりと語り始めた。

「私、凄すごく嫌な子なの」

「……え？」

　思わぬ言葉に、並ばせていた視線をセリアへと向ける。

　少しばかり取り戻した冷静と、しっかりとその姿を視界に収めたことで、シドは初めて彼女が震えていることを知った。

「スラヴァくんが、好きなんだ」

　唇くちびるを嚙かみ締めながら、搾しぼり出した言葉。精せい一いつ杯ぱいの勇気を振り絞しぼったと感じられるその言葉にシドは一いつ瞬しゆんだけ驚おどろいて、それでもその言葉を驚くほどすんなりと納なつ得とくした。

　だからこそ声も上げなかったし、何かを聞き返すこともしなかった。セリアは続ける。

「私ね、この学校に入ってすぐに、スラヴァくんとお友達になったの。最初はいつも一人で変わった子だなーって思ってたんだけど、話してみるとびっくりするくらい楽しくて、何い時つでも落ち着いていて──まるでお父さんと話してるみたいって思ってたんだ」

　セリアの言葉に共感を覚えながら、シドは黙もくして続きを促うながす。

「それでね、気がつけば何時も一いつ緒しよにいるようになったの。スラヴァくんの近くに居ると、素敵な時間が沢たく山さんあるような気がして、それで……気がつくと、世界で一番大好きな人になってた。でも──」

　楽しげに、それでいて何処か寂しげに語られる、セリアにとってのスラヴァ。

　シドも、なんとなくは気付いていた。自分の友人が、親友に対して恋こい心ごころを抱いだいていたことに。ずっと傍そばで見ていたから。

　だからこそ、シドはセリアが急に走り出した理由に気付いていた。

「姐ねえさん、か」

　溜たまった涙なみだを切りつつ、セリアは頷うなずく。

「シェリルちゃんが来てると、スラヴァくんはシェリルちゃんとずっと一緒なの。……それって、とても仲が良いって事だよね？　でも、私は、そんなシェリルちゃんをずるいって、嫌きらいなの。スラヴァくんは、シェリルちゃんが、好きなのにっ」

　泣き声で歪ゆがむ声を、何とかつなぎとめようとする声。

　目の前で泣く少女という存在に、未いまだ幼い少年はなんとなく罪悪感のようなものを覚えた。ただ、それでもセリアが続ける以上、シドはその少女を慰なぐさめることは出来ない。

「それでさっきも、腕うでなんか、組んじゃって……それを見て、やっぱり私は、ずるいって思っちゃってっ……シェリルちゃんは良い子なのに、それでも嫌ってる私が嫌で、それで……」

　掛ける言葉が見つからないシドは、その震える小さな背中に、自らの小さな手を添えた。

　ほんの小さな、誤差程度の疎そ外がい感かんを感じつつも、シドは重い唇をようやく押し開く。

「そ、そう言うなよ。好きな奴がほかの奴と仲良くしてたら、誰だれだってイヤだって思うさ」

「でも、私はそれで、シェリルちゃんに冷たくしちゃってるんだよ？　今日も、仲良くなろうって誘さそってみたのに……これじゃ、スラヴァくんに嫌われちゃうよ……」

　要するに、セリアは混乱しているのだ。普段の彼女は誰にでも明るく、人当たりの良さで仲良くなれる優しい子だ。ずっとそうして暮らしてきたセリアは、初めて抱いた嫉しつ妬とという感情を醜みにくく感じてしまっているのだろう。

　だからこそ、辛つらくなって逃にげてきてしまった。嫉妬を覚えてどんどん醜くなっていく自分が、怖こわかった。

　しかし、シドはそんなセリア達を一番近くで見ていたから知っている。

「だからさ、それくらいでスラヴァはセリアのことを嫌わないと思うぜ？　アイツはほら、何処かオッサン臭くさいっていうか……なんとなくだけど、姐さんの事も友達っていうか、子供っていうか……まあ、それ以上には思ってねーよ、多分。なんて言ったら良いのか分からないんだけどさ、気にする必要はないんじゃねーかな……」

　言葉は得意でないため、上う手まく説明出来ないことにもどかしさを感じながらも、シドは身み振ぶり手て振ぶりで言葉を紡つむぐ。

　あれやこれやと、浮うかんできた言葉を発しては、違ちがうと頭を振るう。

　荷物をひっくり返して物を探すようなシド。しかし、数多あまたの言葉の中に、シドは答えを見つけたようだ。

「まあ、あれだよ。スラヴァを信じろって。あいつはそんな事でセリアを嫌ったりはしねーよ。そんなあいつだから、好きになったんじゃねーのか？」

　なんだかんだで、便利だけど真理だ。ようやく見つけた答えに、シドは何な故ぜだか胸を張った。

　不器用ながらも必死に自分を励はげますシドに、セリアはようやく少しだけ顔を上げて──胸を張ったシドを見て、久しぶりの笑えみを浮かべた。

「そうだねー、スラヴァくんだからね」

「お？　あ、ああ！　そうそう！　俺の認めた男だからな！」

　ほんの一日にも満たない時間ぶりに見た友人の顔に、一瞬だけ胸を打たれながらも、シドは笑ってくれるのならば──と胸を更さらに反らした。

　自分の知っている少女が帰って来た事に、シドはようやく心の底から笑みを浮かばせることが出来た。

「はあ……全くよー、あんまり驚かせないでくれよな」

　と、同時に、蓄ちく積せきした心労から肩を落とした。全くもって女子とは甘あま酸ずっぱい生き物だ。今の所自分には縁えんのない感情に、シドは苦笑する。

「あははー、ご迷めい惑わくおかけしました……でも、もう大だい丈じよう夫ぶ。シェリルちゃんとも、仲良く出来るかも！」

　要は女の余よ裕ゆうだよね！　などと笑うセリアは、むしろ普段よりも元気になっているようだった。

　ただの振ふる舞まいではない、あふれ出るような活力に、シドはようやく戻もどってきた日常を実感する。

　さてと、時間が掛かってしまったが、スラヴァ達は痺しびれを切らしてはいないだろうか。あの落ち着いた親友ならば無いとは思うが、もしも自分達を探しに来ていたら、入れ違いになるかも知れない。

「ほら、じゃあさっさと戻ろうぜ。もたもたしてたら、姐さんにスラヴァを取られちまうかも知んねーぞ？」

「それは困るなー。じゃあ、急ごっかー！」

　少しトラブルはあったが、まだまだ休日は始まったばかりだ。

　流石さすがにそろそろ腹が減った、合流したら何を食おうかな。実に少年らしい期待に胸を膨ふくらませながら、来た道を戻ろうとした、その時だった。

　先ほどまで何も無かったというのに、シドは何かにぶつかって、思わずしりもちをついてしまった。

　通行人にぶつかってしまったのだろうか。ちょっと慌あわてすぎたかな。

　素直に謝ろうとしたその瞬しゆん間かん、シドを、そしてセリアをも覆おおい隠かくすように影かげが差した。

　突然訪れた暗さに、思わず二人の視線が影の持ち主へと集まる。

　……顔に傷などを作ったその男は、一目見て「ろくでもない者」と分かるほどに、邪じや悪あくな笑みを浮かべていた。

「駄だ目めだなあ、子供だけで歩くなんて、危険なこと。悪いおじさんに、攫さらわれちまうぜ？」

　見れば、そんな男達が数人で、自分達を取り囲んでいた。

　この時に二人は思い出す。最近、アルファレイアの街ですら治安が悪くなっていたということを。

　──休日はまだ、始まったばかりだ。




　　　　◆




　小さな口を必死に動かして、揚あげ菓が子しをほおばるシェリルを横目に、私はしきりに視線を動かしていた。

　セリアとシドが私達の元を去ってから、もう暫しばらく経つ。だがこの場にセリア達の姿は無い。

　待っていれば戻ってくるかと思い、場所を動かずに軽食を買うなどして時間を潰つぶしてはいるものの、二人が帰ってくる気配は無い。

　これは、流石に捜しに行った方が良いのではないか？　しかし、捜し始めてすぐに戻ってきて、入れ違いになってしまったらどうするか。

　様々な考えが巡めぐっては、その考えを打ち払はらうことを繰くり返す。私は、妙みようなまでの胸むな騒さわぎを感じていた。

　そういえば、最近では平和に見えるこの街も治安が良くないという。万が一、面めん倒どうに巻き込まれていたら──居ても立っても居られず、私は立ち上がった。丁度時をあわせて、シェリルも揚げ菓子の最後の一口を口の中に入れる。

「スラヴァくん」

「……なんだね？」

　焦あせりを隠して、シェリルの言葉に答える。何ど処こか簡素になる返事に申し訳なさを覚えつつ、私の視線は先ほどセリア達が歩いていった方向へと固定されていた。

「……捜しに行こう？」

　上着の裾すそを引っ張るシェリル。

　……気を使わせてしまったかな。この子も、セリアからの視線に気付いていない訳ではあるまいに。

　だが、ありがたかった。今は一も二も無く、彼女達を捜して歩き回りたい。

「恩に着るぞ、シェリル」

　シェリルの手を引いて、私達は走り出した。

　今まで行った店、腰こしを下ろした場所、心当たりを手当たり次第に追って行く。

　時折、通行人にセリア達の行方ゆくえを尋たずねながら、走る。

　だが──二人は見つからない。大陸でも有数の大きさのこの街だ、手がかりもなしでは、当然の結果とも言える。

　これは本当に何かあったのかも知れぬ。もし二人の身に何かあれば、私はこの長いエルフの一生を後こう悔かいにまみれて過ごす事になろう。

　今生で出来た初めての友人達。その顔を思い浮かべながらに、ひた走る。

　行こう動どう圏けん内と思われる場所を当たりつつ、時たま最初に分かれた広場へと戻るのだが──やはり、二人の姿は無い。

「ふぅ……ふ……居ない、ね」

　流石に、シェリルも息が切れたようだ。既すでに大人ですら指一本動かせぬ勢いで走っているため、無理も無い。

　……先ほど引き止めるべきだったのか。何処だ、何処に居る？　もし何かに巻き込まれたとしたら、何に巻き込まれた？

　一番大きな不安は聞き込みの最中に、この辺りで最近人攫いが多く起きているという話を聞いたことか。一説には人身売買の組織があるらしい。

　もし二人がこれに手を掛かけられたとするならば、すぐさま命がどうこうということはなさそうだが──逆に、時間を置けば取り戻すことが出来なくなりそうだ。

　ただすれ違っているだけならば良いのだが、どうにも胸が騒さわぐ。一刻も早く二人を見つけてこの不安を打ち払いたいが、手がかりが無い。

　雁がん字じ搦がらめの思考の迷路。出口どころか入り口さえも見失った、その時だった。

「む、どうしたシェリル──な、なんだ急に……こ、こら！」

　沈ちん黙もくを保っていたシェリルが、急に私の懐ふところを漁あさりだす。

　まさぐるようなその動きのむず痒がゆさに、思わずシェリルを引き剝はがそうとすると──

「……あった。やっぱり同じ」

　シェリルは、私の懐からどす黒い色をした何かを取り出していた。

　いつの間にかシェリルの手にそれが渡わたっていたことに虚きよを衝つかれる。

　昏くらい色の結けつ晶しよう。持ち主に邪悪な魔ま力りよくを与あたえる代わりに、その心を闇やみに染める魔ま性しようの石。

　なぜ、今それを？　シェリルに問いかけようとすると、シェリルは、先ほどセリア達が走っていった方向を指差した。

「ずっとむこう、これと同じ感覚が、いっぱいある。……お祖じ父いちゃんが、この石は悪い人達が使うって言ってた」

　その言葉に、漂ただよわせていた思考が座る。

　つまりシェリルが言いたいのは──匪ひ徒との集まりがあると、そう伝えたいのか？

　再び、私は顎あごに手を当て、考える。しかし道を示されたが為ためか、漂うだけであった思考は足場を得て前へと進んでいた。

　もしもセリア達が人攫いの組織とやらにかどわかされたとするならば、賊ぞくの集まりの中にいる可能性はある。だがシェリルの言う石の集まりは、人が持たずにただ石があるだけの可能性もあるし、セリア達に手を出した者とは別の一団かも知れぬ。

　──だが、他に手がかりが無いのも事実。決断が、迫せまられる。

「……行こう。シェリルや、すまないが案内をしてくれないかね？」

　そう、手がかりはない。ならば走れ。やらずに後悔をするよりも、やって後悔をしろと師し匠しようもよく言っていた。

　シェリルに道案内を頼たのむと、シェリルは小さく頷うなずいて、走り出した。私もそれに続く。

　シェリルなりにペースを考えて、出来る限り急いでくれているのだろう。その足取りは、先ほどよりも速かった。

　……何も無ければそれで良い。だが、もしも何事かに巻き込まれているとするのならば──待っていてくれ、セリアにシド。必ずや、救い出してやるぞ。

　走っているというのに、噴ふき出る冷たい汗あせが、かえって心と身体を落ち着けていった。

　仮に、あの純じゆん粋すいな子達に手を出した者がいるのならば──覚かく悟ごしろ。

　前世から見ても久方ぶりのことである。出来れば争わぬままに終わってくれと願いつつ、それでも握にぎり締しめた拳こぶしからは血が滴したたり落ちていた。








第十四話　拳への想おもい









「……ついたよ。この先」

　殆ほとんど真っ直すぐの距きよ離りを走り始めて暫く、私達は街を出て、薄うす暗ぐらい森の中へと足を踏ふみ入れた。

　日の光は生おい茂しげる葉に阻はばまれてその明るさを落とし、無感動な冷たさを発している。

　……成る程ほど、後ろ暗い者が身を隠すには丁度良い。何かしら特別な理由が無ければ、この森に足を踏み入れることは殆ど無いだろう。

　心を落ち着かせ、辺りを見回す。すると、背の低い草が倒たおれ、道になっている部分を見つける。何かが頻ひん繁ぱんに通っている証あかしだ。何者であろうと、この先に人がよく通う何かがあることは間ま違ちがい無い。

「──行くか。気配を殺せ、シェリル」

　小声で飛ばした命に、シェリルは返事の代わりに頷きを返した。

　普ふ段だんののんびりとした雰ふん囲い気きとは裏腹に、こういう戦せん闘とうに関連する事こと柄がらの切り替かえは、十五の子供とは思えんな。

　言うばかりでなく、私もまた気配を殺す。同時に、あたりへの警けい戒かいを最大まで強める。

　──近くに気配は無い。しかし、離はなれた場所に多くの気配を感じる。

　昂たかぶりそうになる気を抑おさえ、音を立てずに道を進む。

　時折シェリルの様子を窺うかがいつつ、それでも音を立てない範はん囲いで急いでいると、ふとした拍ひよう子しに道が切れる。

　──道の先に有ったのは、こんな辺へん鄙ぴな場所には不ふ釣つり合あいな大きな木の建物であった。

　一体誰だれが何の目的で建てたのであろうか。最近現れたという人攫いの組織とやらが建てたにしては年季が入りすぎているが故ゆえに、大分昔から存在していたと思われる。

　建物の様子を窺うついでに目に入ってきた情報からすると、製材所か何かであろう。木を切る台車装置には、切りかけの木が取り付けられている。

　……だが、そんな事は些さ細さいなことだ。どうやらこの場所が、ろくでもない者達のたまり場で間違いはないという情報に比べればな。

　建築物の入り口には、二人の男が立っていた。どちらも武器を装備しているが、武器を携たずさえる仕事に就ついているとは思えない風ふう貌ぼうをしていた。

　あるとすれば傭よう兵へいか何かであろうか。だが、それにしたってわざわざこんな人の少ない場所に隠れ住んでいるのだから、全まつとうな仕事はしていなさそうだ。

　立ち位置やその武装から察するに、見張りを兼かねた門番というところか。

　……いかん、落ち着け。怒いかりに震ふるえる手を押さえ、溢あふれそうになった魔力を意識して鎮しずめる。まだ奴やつらがそうと決まったわけではない。

　何とかあの男達の会話を聞き取れぬものか。この位置では少し遠すぎる。

　どうしたものか。考えをめぐらせようとした、その時に閃ひらめいた。

　考えてもみれば、私こそ子供ではないか。もしも奴らが人攫さらいであった場合、親も連れずこんな所に居る子供を放ほうっておくであろうか？

　思いもかけず浮うかんだ妙みよう案あんに、思わず拳を打ちそうになる。

　うむ、そうと決まれば話は早い。真正面から話しかければよいのだ。それで、すぐさま解決する。

　そうなると問題はシェリルだな。実力的に申し分ないとは言え、小さな少女を血ち腥なまぐさい場面に巻き込みたくは無い。

「……よし、それではシェリルよ、街に帰り誰かを連れてきてはくれんか？」

「嫌いや。……私も、セリアちゃんとシドくんを助けたい」

　そう思っていたのだが、当のシェリルに、珍めずらしいまでの拒きよ絶ぜつの意志を示されてしまう。

　私としては、シェリルには幾いくらかでも危ない事はさせたくなかったのだが──少しばかりの嬉うれしさを感じてしまう。

　シェリルが私に対し、頭を横へと振ふるうことは少ない。だが、今回は強い意志でそれを行っている。……友人を助けたいが為にだ。

　──これは、否いなとは言えんわな。

「そうか、ならば、共に来ると良い」

　顔では呆あきれつつも、ついつい笑えみが零こぼれそうになる。立派になったなあ、シェリルよ。

　だが感動に浸ひたるのは後だ。強く頷くシェリルを確認し、私は潜ひそめていた身を起こす。

　衣服が草木を揺ゆらし、音を立てると、二人の門番の瞳ひとみが私達に集まった。

　驚おどろき剣けんを構える門番達だが、私達の姿を見て剣を下ろし、下げ卑びた笑みを浮かべた。

「おいおい坊ぼつちゃん達、こんな所で何してんだ？」

「そうそう、危ないぜえ？　こんな場所を二人で歩いてたらさあ」

　腐くさった食い物が糸を引くような笑みを浮かべながら、男達が近づいてきた。

　私もまた、無警戒を装よそおって「距離を詰つめる」。

「森に遊びに来たのですが、道に迷ってしまって……おじさん達は、どうしてここに？」

　何も知らぬ体ていで、さりげなく男達の存在を探さぐる。

　男達からすると、私のような子供に警戒する必要は無いのだろう。

「何でだろうねェ？　ヒヒヒ……それよりさあ、坊ちゃんはおじさん達を悪い奴かも、とは思わなかったのかね？」

「そうそう、例えば人攫いとかさあ！」

　こうして、自らの行く末を語ってくれるのだからな。

　……久方ぶりだ。これ程までに腸はらわたが煮にえくり返るのは。

　幼気いたいけな子供をかどわかし、聞くところによると──ろくでもない奴らに売っているという。道を外れた畜ちく生しよう共め。思わず、身の内から魔力が溢れ出る。

「──今日、貴様達は子供を攫ったか？　亜あ麻ま色いろの髪かみを結ゆった少女と、緑髪の活発な少年だ」

「あぁ？　なんだ、てめえあのガキ共の知り合いか。おお、攫ったよ。女の方は、変態が好きそうな顔してやがるからなあ、高く売れるだろうよ」

「日々のお恵めぐみに感謝します、ってとこだよなあ？　今日は大漁だぜ、ついでに二人も追加でガキをくれるんだからな。お前も後ろのガキも、高く売れそうだぜ」

「そうか、もういい」

　ああ、良かった良かった。この男達が情けを掛ける気すら起きぬ畜生で良かった。

　ゆっくりと伸のびてくる手を見み据すえながら、私は感情の堰せきを自ら打ち壊こわす。

　押さえつけていた魔力が身の内から迸ほとばしり、私の身体からだを満たす。

「……え？」

　一いつ瞬しゆんのうちに戦闘態勢に入った私は、肩かたを摑つかもうと伸びる男の手を、ヘシ折った。

　枯かれ木を手た折おるような乾かわいた音と共に、男の手に関節が増える。

「ぐあ、があああああああッ！」

　一いつ拍ぱく遅おくれて痛みが走ったのだろう。男は伸ばした手を引っ込めながら、空いた手で折れた右手を押さえた。大の大人が骨を折られた位で大げさな事だ。自分でも驚くほど冷めた目を向けながら、私はもう一人の男に肉にく薄はくする。

　音も初動もなく近付いたため、男には私が急に眼前に現れたものと感じるであろう。

「な、あ、え？　お、お前何しやがった!?　は、放せクソガキ！」

　驚きと恐きよう怖ふのない交ぜになった男が逃にげようとするのを、両の手をつかみ制止する。

　隣となりで、先ほどまで喋しやべっていた男が無様に泣き喚わめきながら地面を転がっているのだ。阿あ呆ほうでも次は我が身と想像しよう。

「なに、ちとここの者に用が出来てな。──いちいち呼ぶのは面めん倒どうなので、一いつ遍ぺんに出てきてもらおうかと」

「ちょ、待て──う、ぎいあああああ！」

　伝えることを伝えると同時に、両りよう腕うでを握り、肘ひじと手首の中ほどを同時に折る。

　耳障ざわりなくらいの大声が、今は丁度良い。これほどの絶ぜつ叫きようは建物の隅すみ々ずみまで届こう。

　悲痛な男達の絶叫。群れるばかりで個の力を磨みがいていない証しよう拠こだな。

　日々戦闘に身を置く者ならば、骨の一本や二本で声など上げるものか。

　本当に、自分より弱い──子供しか相手取ってこなかったのだろうな。心底、腹が立つ。

「な、何があった……!?」

　建物の窓やドアから、何人もの男達が顔を出し、一様にこの玄げん関かん前の惨さん劇げきに疑ぎ問もん符ふを浮かべる。

　そうそう、私は今子供の姿をしているのであった。ついつい昔の気分を思い出してしまったが、子供の前で仲間がのた打ち回っていれば、状じよう況きようを飲み込めなくもなるだろう。

「出て来い。一人残らず、こいつらと同じ目に遭わせてやろう」

　野次馬根性で顔を覗のぞかせた男達に向け、怒ど気きをもって言い放つ。

　するとちらほら状況を理解出来た者達が現れ始め、ありとあらゆる場所から湧わいて出てくる。

　数だけは中々に立派だな。組織という言葉通りに、それなりの規模を持っているようだ。

　ざっと見て、三十人以上。思っていたよりは多いが──物の数にもならん。

「おい、ガキども。これはお前らがやったのか？」

　一団の中から、身体の大きな男が歩み出る。

　その視線は既すでに敵を見るそれになっていた。質問ではなく、威い圧あつを目的としている様だ。

　……ふむ。見た目の所せ為いか、随ずい分ぶんと侮あなどってくれている様だな。

「ああそうだ。どうも、連れが厄やつ介かいになっているようではないか？　……その借りを、返させてもらった」

　だが生あい憎にく、問答をしている心のゆとりは私にはもうないのだ。

　返事と共に魔ま力りよくを見せてやり、明確な意志を叩たたきつける。ここまでしてやれば、闘たたかいの心得のない者でも気が付くだろう。目の前の子供が、どういう存在であるかを。

　何を、内に飼っているかを。

「なっ、あ、てめえ、一体？」

「何度も言わせるな。貴様らが攫った子供達の友人だと言っておろうに。こんな問答にももう飽あきているのだが──どうだ、彼らを返してはくれんかね？　今彼らを返すのならば」

　言葉を一いつ旦たん切って目を閉じ、全開に近い魔力を見せてやる。溢れた魔力は風を生み、木々を揺らして葉を落とす。ある程度実力を測れる、いくらかでも腕うでが立つ者こそが震え、尻しり餅もちをついた。

「一生は残らぬ大おお怪け我がで勘かん弁べんしてやる。分かったらさっさとシド達を連れて来い」

　前に歩み出てきた大男を睨にらみつけながら、むき出しの怒気を魔力に乗せた。

　敏びん感かんなものであれば、恐おそらくは心臓を握にぎりつぶされるような重圧を感じているはずだ。

　これでセリア達を取り戻もどせたら、憲兵に突つき出すだけで許してやっても良いのだがな。

「おいおいガキに何ビビってんだ？　それより折角高く売れそうなガキが向こうから来てくれたんだぜ？　今日はツイてるじゃねえか、ええ？」

　だが、物事はそう上う手まくは行かんようだ。

　状況をしっかりと理解出来ているのは、三十人の中でも二割に満たないようだな。

　……全く、脅おどしに屈くつしてくれれば荒あらっぽいこともなく終わったというのに。

　すくむ大男を馬ば鹿かにしつつ、二十人以上の男達が前へと足を出した。

　もはや一歩も動けぬ大男が、震えながらに声を出す。

「お前ら分からないのか、この魔力が！　……はやく、ガキ共を連れてこいっ！」

　大男は何とか仲間を制止しようとしているようだ。外道に身を窶やつさねば、いずれはそれなりの武術家に成れたかも知れぬのに、残念なことだ。

　同情は出来んがな。今日たまたまシドやセリアが攫われただけで、前にも多くの子供達の未来を奪うばってきたのだろう。であるならば当然の報むくいだ。

「なんだァお前、この期ごに及およんで良いい人になろうってか？　やめとけやめとけぇ、似合わないぜ、俺らにはよお」

「ふ、ふざけてる場合じゃ──！」

　必死の制止にも耳を貸さず、男達は悠ゆう々ゆうと私達の元へと足を進めてくる。

　言っても分からぬ、という言葉があるが、分からぬ奴は本当にその通りなのだな。

　まさか仲間の懇こん願がんにすら耳を貸せぬとは、いよいよもって情けの掛かけようもない。

　男が制止の言葉を言い終わるが早いか、歩みを進める男達の先頭が私の元へとたどり着くと──先頭の男は糸の切れた人形のように、その場に崩くずれ落ちた。

　打ち払はらうような掌しよう底ていで、意識を刈かり取ったのだ。顎あごの骨に皹ひびくらいは入っているだろうが、確実に意識を刈り取りたい以上は仕方がないこと。

　言って分かれば、こうするまでもなかったのだがな。

　突とつ然ぜん仲間が倒たおれたという現実の受け入れがたさのためか、男達の行進が凍こおりつく。

　完全に昏こん倒とうした男を跨またぎ、私は先ほどから威い勢せいが良い男の前へ立ち、今しがた起きたことを再現して見せた。

「──ぼ？」

　何かを言おうとしたのか、首を揺らした男は声未満の簡素な音を吐はき出して、また崩れ落ちた。流石さすがに二度も同じことが目の前で起きれば、状況を理解出来ずとも何が起きているか位は分かるのだろう。

　未いまだ呆ほうけた男達の間に、船底が侵おかされるような恐怖が、ゆっくりと伝でん播ぱしていく。

「お、ああああああッ！」

　やがて一人が恐怖に耐たえ切れずに感情の扉とびらを開けると、音に姿を変えた恐怖が、声の形をとって飛び出した。

　堰を切った恐怖は勢いを増し、賊ぞくを次々と飲み込んでいく。

　叫さけびが連れん鎖さし、恐怖が狂きよう気きに変わった瞬しゆん間かん、生き残りをかけた男達が私に殺さつ到とうした。

　逃げるではなく立ち向かうのは、男達の普ふ段だんの行いからだろう。

　獲え物ものから逃げれらぬという安いプライドか、はたまた狂気が本能を逆転させたか──どちらにせよ哀あわれである。

　武器を持った男が襲おそい掛かると、私は避さけるまでもなく刃やいばを受け止め、男の足を蹴けり折った。また組み伏ふせようとする男には、その両腕を捻ひねり、関節を外してやる。直接殴なぐりかかってきた男は、口に掌底を。意識と共に殆ほとんどの歯を砕くだいてやった。

　シェリルの方は──私よりか魔力で劣おとるものの、加減が出来ぬからな。重傷は免まぬがれぬやもしれん。

　だが、害意を持って襲ってきたのだ、殺さぬだけありがたいと思え。

　再起不能の男達が折り重なり、最初の数から半分をさらに分かつまでになったころ、この混こん沌とんとした場に久方ぶりの言葉が響ひびいた。

「お、おい化けモン、こっちを見やがれ！」

　ようやく恐怖に気付き、身を翻ひるがえした男の膝ひざを逆に蹴り曲げてやると同時、先ほどの大男が声を張り上げていることに気が付いた。

　だが、それよりも私の目により鮮せん明めいに映ったのは、傍かたわらの二人の子供であった。

　ようく見慣れた少年と少女の顔だ。まだ無事であったことに安あん堵どする。

　しかしまだ気は抜ぬけない。この混沌とした状況で、わざわざ敵の目当てを連れてくる理由など、一つだろう。

「それ以上動いてみやがれ、今ここでこいつらを殺す！」

　即すなわち、人質。勝てぬことを悟さとれば、成る程ほど確かに腕っ節ぷし以外の方法でそれを止めるほかあるまい。

　だが、一つ勘かん違ちがいをしているようだな。そも、人質というのは、手が届かぬ状況で初めて機能するもの。……距きよ離りにすれば、二十マートルといったところか。ちょっとした距離ではあるが──シジマ流の者からすれば、そんなものは一歩の範はん囲いよ。

「だから──は？」

　……縮地。地面を蹴り穿うがち、爆はぜる魔力で一歩を踏ふみ抜く、武術ではメジャーな歩法だ。離はなれた距離を一いつ瞬しゆんで詰つめた私と、大男の眼めが合う。

　わざわざ連れてきてくれるとはありがたいことだ。二人を摑つかむ両の腕へ、同時に手刀を打ち込む。鋭するどい手刀を受けた男の骨は砕け、シドとセリアから手が離れる。

　私はすぐさま二人を回収し、来たときと同じ様に縮地で距離を取った。

「二人とも、怪け我がは無いか？」

「あ……う？　……スラヴァくんっ！」

　手を縛しばる拘こう束そくを断たってやると、自由になった両の手で、セリアが私をきつく抱だきしめた。

　おお、可哀かわい想そうに、怖こわかったろうに……抵てい抗こうすら許されぬような存在に攫さらわれるなど、私の考えなど及びもつかないような恐怖によく耐えたものだ。

　無事であった安堵と愛いとおしさから、私もまたセリアの背に手を回し、頭を撫なぜてやる。

　本当に、良かった。

「すまないな、目を離してしまって……」

「私こそ、ごめんなさい。でも、助けに来てくれたんだよね？　それが凄すごく嬉うれしい……」

　震ふるえながらも、私の謝罪を受け入れてくれる健けな気げさよ。友への感謝に、心が満ちる。

「こ、これ全部スラヴァがやったのか？」

　セリアに遅おくれ、ようやく現状を把は握あくしたシドが辺りを見回す。

　製材所の周りに転がる死し屍しの山。いや、実際は死んではおらぬが、どいつもすぐ立ち上がる事は出来ぬだろう。

　ちとやりすぎたか？　これでは少し、怯おびえさせてしまうだろうか。

「……半分くらいは、わたし」

　答えあぐねる私に代わり、シェリルが庇かばうように前へ出る。

　逆に言えば、もう半分は私がやったと言っているようなものだが、なんとなく気き遣づかいのようなものを感じるのはありがたい。

　とはいえこれでは、避けられても仕方が無いかもしれん。セリアは──まだ私に抱きついているため、大だい丈じよう夫ぶそうだが、シドはどうか。

「す、すげえ……！　流石姐ねえさんだ……」

　……どうやら、大丈夫そうだ。尊敬の目をシェリルに向け、握り拳こぶしを作っている。

　まあ彼らからすればこの人攫い共は紛まぎれもなく悪人であろうからな、それを倒すことに疑問は感じないのかも知れぬ。

　しかし、なんとか二人を無事に取り戻せたか。ようやく一段落ついたというところか？

　後は二人を無事に送り届ければめでたしと言ったところだが──

　往々にして、厄介事と言うのは最後にこそ残っているものよ。

「いやァ、見事な御お手て前まえだねえ」

　乾かわいた拍はく手しゆを響かせながら、少年の声が耳を突いた。私達よりは上だが、人攫い達の平均と比べると少年という表現の良く似合う、力強い声だ。

　その声こわ色いろに、ここに居た男達とは違ちがう──どちらかと言えば、私やチェスターのような気を感じながら、声の持ち主へと顔を向ける。

　そこにあったのは──動きやすく切り散らされた純白の髪かみに、攻こう撃げき的な鋭さを擁ようした顔立ち。そして、主役である事を主張するかのように、その刃のような瞳ひとみに埋うめ込まれた、柘ざく榴ろ石いしの月を思わせる紅眼。

「──珍めずらしい、エルフの国で魔ま人じんを見るとはな」

　警けい戒かいを最大限まで強めながら、私はその少年を見み据すえた。

　争いを好む凶きよう暴ぼうな種族として知られる魔人という種族──ハーフということならばシェリルで見慣れているものの、純じゆん粋すいな彼らを見るのは実に久方ぶりのことであった。

　成る程な。先ほどから感じていた熱ねつ烈れつな視線は、こやつのものか。

　隠かくそうともしない殺気を、抜き身の刃のように向ける少年に、思わず笑えみが浮うかぶ。

「そっちのお嬢じようちゃんは違うのかい？」

「この子はエルフとのハーフでな。お前の様な魔人を見るのは、今生では初めてだ」

「そいつぁ珍しい。俺らと子を成す奇き特とくなエルフが居るたぁねえ」

　世間話のように軽口を叩たたきながら、お互たがいに歩み寄る。

　……遠目に見ても感じていたが、これは凄すさまじいな。魔ま力りよくの量も、体の鍛きたえ方も、半はん端ぱなものではない。前世からの知り合いを除けば、今生で見た中では一番のものだ。

「だ、ダグラス！　てめぇ今まで何してやがった！」

　先ほど私との実力差を感じ取り、戦せん闘とうに参加していなかった男達のうち、比ひ較かく的てき身なりの良い男が叫ぶ。

　恐らくはこの組織の首しゆ魁かいと思われる男を、ダグラスという少年が一いち瞥べつする。

「あー？　何って、値ね踏ぶみしてたんだよ。久々に面おも白しろそうなんが現れたんでね」

「て、てめえ……！　こんな状態になるまで黙だまってやがって！　用心棒として雇やとってんだぞ、こっちは！」

「うるせえうるせえ、ガタガタ言うなって。こうして出てきてやったんだからよ」

　ダグラスは呆あきれた様子で耳を塞ふさぐ身み振ぶりをする。

　……ふむ、用心棒か。確かに用心棒にするなら、魔人ほど優すぐれた種族もそうはないであろうな。

　命知らずなまでに勇ゆう敢かんで、屈くつ強きよう。味方につけるに、これほど心強い者達もいないだろう。

　なによりも──

「それで、大局は決しているが、やるのか？」

「勿もち論ろん。とか言いつつ、お前さんもやる気満々だろ？」

　絶望的なまでに好戦的で、あきれ返るほどに戦せん闘とう狂きよう。

　迎げい撃げきを任せるには、むしろ魔人以外はありえまい。

「良く分かっている」

「そう来なくちゃな」

　まあ、そういう意味では私も似たような者かも知れんがな。

　これほどの上玉を見たのは、久ひさ方かたぶりだ。手を合わせずとも、その立ち居振ふる舞まいで分かった。このダグラスという少年は、強い。

　どちらかが言うまでもなく、私達は構えを取った。腕うでっ節ぷし自じ慢まんが二人集まったら、やることは一つしかないだろう。

「少し、行ってくる。セリア達も少し下がっていなさい」

　シジマ流、受けに優れた基き礎その構えを取りながら、三人をこの場から遠ざける。

　見立てでは、シェリルもまだこのダグラスという少年には及およばない。闘たたかいに巻き込めば、好ましくない結果が訪れるは必定。

　シェリル達が遠のく気配を感じた私は、意識を完全に戦闘用のそれへと作り変えた。

「何もなしってのも味気ねえ。名乗っちゃくれねえかい？」

　柘ざく榴ろ色いろの瞳を三日月に歪ゆがめ、酷ひどく楽しそうなダグラスが名を望む。

　構えと合わせるに、なんらかの武術を修めているのだろう。

　人攫いの小物達とは違う、清すが々すがしいまでの武人気質かたぎに気分を良くしながら、答える。

「スラヴァ。シジマ流、スラヴァ＝マーシャルだ」

　私は情報を晒さらす不利を知りつつ、あえて流派を明かしながら名乗った。

　そこに意味はあまりない。強しいて言うのならば、これが我らの流りゆう儀ぎである。それだけだ。

　これほどの手て練だれを前に、やれ情報戦だの、言葉の駆かけ引きだのという小さい事を言いたくはない。武術家故ゆえの、礼れい儀ぎのようなものだ。

　隠すことすらせず、寧むしろ高らかに。流派と共に名乗った私を見て、ダグラスはその笑みを強めた。

「ッかぁ～……気持ちが良いねえ。それじゃまァ、俺も応えるとしましょうか。我が流りゆう拳術、ダグラス＝ブラード。語れるほどの流派じゃあねえが、見ての通りとは言っとくぜ。まったく、見得きりの一つでも欲しくなる。お前みたいな男が居るとあっちゃァよ」

　心底小気味良さそうに、かんらと笑う。

　──見ての通り、か。深く落とした腰こしに、正中線を相手から横へ向け、緩ゆるめた拳で隠している。それに加えて小刻みに跳はねる事で身体からだを揺ゆらし、初動を隠そうとしている。

　このことから感じて取れるのは、打だ撃げきを主とした強い打ち合いへの意識。

　確かにそれらは見れば感じて分かるものだ。だが言うまでもなく、わざわざそれを自分で明かす必要はない。

　大した武術家だ。根っからだな、救えんよ。まあその点は私もまた同じか。

　極限まで研とぎ澄すませた意識が、私の世界からダグラス以外の全てを連れ去ってゆく。

　──永遠にも思える一瞬の静せい寂じやく。風が止やみ、木々が口を噤つぐんだその瞬しゆん間かん。

　大地が、空が爆ぜた。音という色を失った世界に、これ以上なく派手に火が灯ともる。ダグラスが大地を蹴けり穿ち、肉にく薄はくする。

　入りの速度、そしてその呼吸の合わせ方。見たところの十六、七歳──魔人もまた、エルフほどではないが長命の種族が故に見た目どおりの年ねん齢れいではないにしろ、この若さでこの境地にたどり着くとはあまりにも見事である。日々を鍛たん錬れんに費ついやす人間の同じ歳でも、中々こうはいくまい。
















　技わざの流れを阻そ害がいしない、寧ろ技の一部とすら言えるほどの踏み込み。移動の勢いを乗せ、ダグラスの左拳が奔はしる。

　速度・重さ共に申し分のない一いち撃げきだ。なんのタメも無しにこれを繰くり出すとは、打撃が売りというのも胸を張って言えような。

　だが、シジマの技はそんな優すぐれた打撃にも動じぬ守りこそが売りの武術だ。

　それが打撃であるならば、なんだって飲み込んでみせるというのが我らの誇ほこりよ。

　突つき出される鋭い左拳を、左手の甲こうで流す──と、同時にその勢いに流れるかのごとく、ダグラスの繰り出した左拳の外側へと位置を取った。瞬間、舌を打つダグラス。

　この位置関係が、非常に厄やつ介かいであることを悟さとったのであろう。残る右みぎ腕うでを私に当てるためには自らの左腕が邪じや魔まになる。打撃を重視する武術家でなくとも、この位置は非常に厄介であろうな。かといって、ならば脚あしを使えば良いというわけではなく──

　ダグラスの身体に、捻ひねりが生じる。邪魔な左の腕をわざわざ処理してから右の拳で攻撃をするよりも、障害物のない低空から脚を使うことを選んだのだ。

　しかしそれは悪手だ。やることが一つしかない、そんな状じよう況きようならば、かえって何もしないほうがマシだ。右足が浮き上がりかけたその瞬間、私は残る左足を蹴り払はらった。重心を託たくすまでに生じる僅わずかな虚きよを衝つかれ、ダグラスの体が宙へと浮き上がる。

　……そう、それが来ると分かっている攻撃は、非常に合わせやすいのだ。ポーカーをするとき、山札の一番上が分かるようなものである。

　仮にこれが凡ぼん百ぴやくの武術家であれば、これで勝負が決まるほどの好機。だが私は、目の前の武術家がやはり上じよう物ものであったことを再認識する事となる。

　浮いた身体という無防備に狙ねらいを定め、私は掌てのひらに魔力を込める。出の速さと威い力りよくを両立した、シジマ流が「勁けい」である。常人であれば、腹部に受ければ内臓が弾はじけ飛ぶような一撃。強大な魔力を放つダグラスといえど、マトモに受ければ戦闘不能は免まぬがれぬであろう威力だ。

　空に浮いたところへの勁。そこいらに居る闘とう技ぎ者では防ぎようがない。

　しかしそれを受けるのが、達人という奴やつなのだ。

「カハハっ、あっぶ、ねえな！」

　不安定な体勢から、技の特性を見切った故に行える、打ち下ろし。

　私の掌を避さけて手首を狙った、防ぼう禦ぎよ目的の一撃。氷を打ち砕くだくかの如ごとき打ち下ろしにより、強引に軌き道どうを変えられる。

　矢や継つぎ早ばやに行われたのは、またも不安定な体勢からの蹴りであった。ダメージを目的としたものではない、距きよ離りを取るための簡素な蹴り。

　仮にそれを受けても、魔力を練りこむ間もなく、地という支えも無しに放ったそれではたかが知れている。だが、素す直なおに食くらってやるつもりもなかった。

　使ったばかりの腕は、まだ受けた勢いを殺しきれずに使うことは出来ない。ならば私も足を使えば良いのだ。先ほどダグラスがされた状況とは違い、ダグラスにそれを迎むかえ撃うつ手札はない。円を描えがくように突き出される足を避けた私は、回し蹴りの要領で蹴りを叩き込んだ。

　しかし、敵もさる者。余った腕を曲げ固め、わき腹への直ちよく撃げきが防がれる。

　威力こそ変わらぬ故に、矢を放つかの如くダグラスの体が弾き飛ばされるが、これでは大したダメージは見込めまい。

　飛ばされた先で、勢いが死なぬままに地面へと到とう着ちやくしたダグラスが、地に手を突いて体勢を立て直す。あの状況からの反はん撃げきを防ぐとは、まともに付き合うのが馬ば鹿か馬ば鹿かしくなる反応速度だ。

　──この若さでこれほどの強さ、恐おそらくは魔人という種族のみに起因することではあるまい。確かに好戦的な魔人である以上、本能のままに多くの実戦をこなしてきたのは間ま違ちがいがないだろうが、これほどの強さはそれだけで身に付くものではない。

　長く生きていると──とは言っても、エルフの寿じゆ命みように比べればまだまだ私も若造なのだが──稀まれに、こういう者達と出会うのだ。成るべくして成る、才能を持った者達に。

「（──天てん賦ぷというやつだな。若々しく、荒あらいが故に荒波の様な力を持っている）」

　私があの域に到とう達たつしたのは、幾いくつくらいの時であったか。その武才に僅かな嫉しつ妬とを覚える。ああいう者こそが、その時代を作ってゆくのかと。

「刷り込んだかのように速く、流りゆう麗れいな反応──まるで、何百年も磨みがいてきたみてぇな老ろう獪かいさだな。お前さん、一体何者だ？」

　だが、今は私もまた、新しい時代を回す歯車が一つだ。

　何者かなんて、私自身ですら分からない。ただ今この場で、この男と殴なぐりあえる。この人生など、それだけで構わない。

「何でも良いではないか。今この時がある、それだけで十分」

「──違ちげぇねえ」

　故に、この出会いを尊び、全てをぶつけ合う。それが、武術家の闘いというものだ。

　互いに口角を笑えみに染め、どちらともなく構えを取る。

　語る言葉はもはや要いらない。示し合わせるでもなく同時に地を蹴り、互いが互いを攻こう撃げき範はん囲いの中に捉とらえた。

　瞬間的な攻撃力を増すため、ダグラスの手に魔力が光る。すると、空に幾つもの光条が走り、拳けん打だが私の元へと殺さつ到とうした。

　一撃ごとが砲ほう丸がんの様なそれを、私は時に捌さばき、時にかわす。防ぎきれぬ一撃は正面から受け止めた。ダメージこそ軽けい微びなものの、殺しきれなかった勢いが、私の身体を後ろへと押しやった。

　地面に線を描きつつも体勢を保つ。この攻撃速度と威力──ストライカーとしては超ちよう一いち流りゆうの域に達している。遠からずチェスターの域に足を踏ふみ入れるかも知れぬ程ほどの才。

　しかし──まだチェスターの方が上を行っている。

　自らの拳打によって生まれた距離を殺すべく、拳を振ふり被かぶりながらダグラスが地を蹴る。ただの踏み込みだというに、その一蹴りは熊くまをも殺しそうだ。轟ごう音おんが爆はぜ、短くは無い距離が噓うそのように溶とけてゆく。

　先ほどの連打ではなく、明確な殺意を込めた攻城砲が如き一撃が迫せまるのを視認した。あれを受ければ、戦せん闘とう不能も生ぬるい。私とて直撃を許されぬ一撃。

　だが、甘い。威力だけならチェスターの全力にも比ひ肩けんするが、そんな大おお振ぶりを受けるものか。

　迫る一撃を見た私は、腕から力を抜ぬいた。極限の脱だつ力りよく──しかしそれは一いつ瞬しゆんのこと。液体と化した重金属アダマントの様な筋肉は、意志を受けて蛇へびと化す！

　──我流「夜蛇やかがち」。夜や闇いんに溶ける黒蛇が如く、我が右の手が搔かき消え──同時に、景気の良い破は裂れつ音が響ひびいた。

　所謂いわゆるカウンター。向かう勢いを飲み込んだ蛇が、正面からダグラスの顔を捕とらえる。

　痛みと衝しよう撃げきで止まったダグラスの身体へ、追つい撃げきを加えんと脚を薙なぐ。だが思いのほか立て直しが早く、瞬しゆん時じに後ろへ飛びのかれたことで脚は空を切った。

「──ッがは！　すげえな、打撃もイけるクチってか！」

　顔が吹ふき飛んでいてもおかしくない衝しよう突とつだった筈はずだと言うに、体勢を整えたダグラスは笑っていた。ダメージは大きいようだが、今ので沈しずまぬか。凄すさまじいまでの頑がん強きようさだな。

　衝撃に震ふるえる手を二度三度振るい、感覚を確かめる。僅かに痺しびれが残るが、問題なし！

　ダメージに身体を揺らすダグラスに追撃を加えるべく、体勢を低く身体を弾いた。緩かん急きゆうをつけた足運びで入りを隠かくし、拳を握にぎる。よほど良く見ていなければ緩急により私の姿が消えたように見えるはずだが、かなり眼めを使い込んでいるようだ、ダグラスの瞳ひとみはしっかりと私を捉えていた。

　しかし、そこまでのようだ。ポーカーフェイスは苦手な様で、その表情はまだ殴り合いは勘かん弁べんしろ、と語っていた。

　──故に、連撃。夜蛇やかがちの技術を応用し、高速かつ複雑な拳を打ち込んでゆく。

　体勢の整わぬダグラスは、これに対し防禦に徹てつすることで答えを出す。先ほどの一撃が尾おを引いているようだ、その笑みは苦い。それでも楽しそうなのは、武ぶ闘とう家の性さがだな。

　だが、大たい勢せいは決した。殺到する乱らん撃げきを上う手まく捌いて行くダグラスだが、我が拳は既すでに鉄の雨が如し。さしものダグラスとて、無限の体力を持つわけは無い。このまま削けずってゆけば、盤ばん面めんは返せぬものとなろう。

　連撃の最中、折り重なるダメージにダグラスがついに膝ひざを突いた。自らの絶望的な隙すきに眼を見張るダグラス。当然私とてこの機会を見み逃のがすことは無い。これが止とどめの一撃と、右の拳に僅かなタメを作った。

　──その瞬間、であった。第六感とでも言うものなのだろうか、片時すらダグラスから眼を離はなさなかった私の瞳に、映ってはならぬ光景が映る。

「全員動くなッ！」

　低い男の叫さけびが木霊こだますると同時に、私の視界が横へと引き伸のばされていく。

　刹せつ那な、頰ほおに走る重く鋭するどい痛みと強きよう烈れつな吐はき気け。──気を取られ、一撃を許したか……！

　強烈な力で引かれる様な浮ふ遊ゆう感かんを味わいながら、何とか空で体勢を立て直し、地面を介かいしてバランスを取り戻もどす。

　──が、強烈なダメージが身体を支配する。確しつかりと両の足を大地に根ざしているというに、まるでまだ宙空に居るかのようだ。

　膝が笑う中、私は第二撃に備えることも忘れ、声の方へと顔を向けた。──そこには、セリアの首に手を回した人攫さらいの姿があった。

　……闘たたかいに集中するあまり、警けい戒かいを怠おこたったか！　回る視界と自分の浅はかさに、反へ吐どを吐きそうになる。なんとしても守らねば成らぬ存在の命を握られるとは、何たる不覚……！

　見れば、私と同じ想おもいを抱いだいているのだろう。怒いかりに顔を歪ゆがめるシェリルが拳を握り締しめ、立ちつくしているのが見えた。

　非常に不ま味ずい状況だ。先ほどとは違ちがい、距離もあればダグラスも居おり、何よりも私が大きなダメージを受けているが故に力ずくの奪だつ還かんが出来ない。

「へ、へへ……良いい子だ……！　俺の言いたいこた分かるよな？　動くんじゃねえぞ？　動けば、このガキの首をヘシ折る。俺にだって、そのくらいは出来るんだぜ」

　何ど処こまでも腹を立たせる。先ほど昏こん倒とうさせた大多数の男達を含ふくめ、全員殺しておけばよかったのかも知れぬ。

　だが今となってはそれも後こう悔かいの域は出ない。それでセリアを救えるのならば喜んでするが、状況が変わることは無い。

「おいダグラス、チンタラやってんなよ！　わざわざ俺の手ぇ煩わずらわせやがって！　そのガキを止めてる間にやっちまえ！　そいつが居なきゃ、幾らでもなんとでもなるんだろォ！」

「──ひっ」

　男の怒ど声せいに、セリアが小さく息を吞のむ。可哀かわい想そうに、さぞ怖こわかろう。出来ることならば代わってやりたいが、私に人質としての価値は無い。

　私は一度死んだ身だとはいえ、命は惜おしい。惜しいが──若い友人の為ために命を捨てるのならば、吝やぶさかではない。しかしこの状じよう況きようでそれをしたとて、事態は好転しない。このまま奴らに囚とらわれ、売られ飼われて過ごす生など、死んだも同然であろう。

　それを救えるのはこの場には私しかおらず、さりとて私は動けない。

　……手て詰づまりというやつか。私の不始末でこんな状況を招いてしまい、セリア達に顔向けが出来ない。

　そんな中だった。気のせいかと思うほどか細く、か弱い声が私の耳に届いたのは。

「す、スラヴァくん……私は、いいよ……大だい丈じよう夫ぶだから、悪い人達をやっつけてよ……」

　思わず、うつむかせた頭を上げる。一番言わせたくない言葉を、セリアが言ってしまったからだ。

　違う、そうじゃあないのだ。セリアが居なくば、この場に意味が無いのだ。

　幼子になんて決断をさせてしまったのだ。これ以上、私を情けなくさせないでくれ。

　様々な想おもいが巡めぐっては消える。なんと情け無い男なのだ、私は。これがシジマ流を継ついでいたなど、何の冗じよう談だんだというのだ。

　拳を握る事しか出来ない自分に嫌いや気けがさした──その瞬しゆん間かんだった。

「あァ？　どうしたんだよダグラス、お前はさっさとあっちのガキを──」

「誰だれがンな事しろっつった？　その嬢じようちゃんは関係ねェだろ、さっさと放せや」

　重そうに体を揺らしながら、ふらつく足取りのダグラスが、セリア達の元へと歩み寄っていく。

　……耳を疑う言葉に、嚙かみ締めた口が開く。

「……何言ってやがる？」

「だから、闘いの邪じや魔まァすんなって言ってんだよ」

　どうやら我が耳を信じられぬのはあの外げ道どうも同じようだ。

　それはそうだ。この場でダグラスが何を言っているか分かる者は、ダグラスをおいて他にはいないだろう。

　怒りに染まったその声に、外道もダグラスの言葉が気分で出た適当な言葉でないことを悟さとったのだろう。震えながらに、外道は一歩後ずさった。

「ふ、ふざけんなよォ!?　てめえ、俺達を裏切るつもりかよ！」

　怒声を放ちながらも、その表情は絶望に染まっている。

　魔ま人じんという種族を恐おそれてか、それともダグラスの積み上げてきた何かを恐れてか──どちらにせよ、心強い仲間というのは、手を返せば最悪の敵となるらしい。

　ついに木に背を預けることとなり、逃にげ場を失う外道。構わずにダグラスが距きよ離りを詰つめ、手を伸ばせば届く距離へと納めた。

「裏切るたぁ面おも白しろいことを言うねえ。……お前も悪党の端はしくれだったら分かるだろ？　俺らには義理も義務もねえ。あるのは不義理と無秩ちつ序じよだけだ。裏切りなんて言葉をホザく権利は、俺らにはねえよ。お前らは俺を用心棒として使い好き勝手をして、俺はお前らに近付く敵を食くらっていた。お互たがいに利用価値があるからツルんでただけだ。だから──こんなに美う味まそうな奴やつとの勝負を邪魔したのが許せねえ。最後通告だ、そのガキを放しな。邪じや魔ま者ものを俺がどうするか、お前は知ってるだろ？」

　右手の甲こうを上げ、何かを摑つかむような動作と共に、骨の動く快音が響く。

　それを見た外道は──理り不ふ尽じんに涙なみだを流しながら、見苦しく叫ぶ。

「うるせぇ、うるせえよ！　大体、俺ァお前が負けそうだと思ってたからコイツを人質にしようとしたんだぜ!?　それを──あ？」

　だが、必死の叫びもダグラスには届かない。

　魔ま力りよくを研とぎ合わせることで刃やいばとなった手刀が、外道の首を胴どう体たいと分かつ。直後、外道の体から血が噴ふん出しゆつし、力なく崩くずれ落ちる。

　目の前で起きた惨さん劇げきに、セリアが気を失い、倒たおれこむところをダグラスが受け止めた。

「そんなこたァわかってるっての。けど言ったよな、邪魔すんなって。自分の手で除のかせてもらったぜ、邪魔になる奴をな。──これを聞いてる奴らに言っとく！　次こんな真ま似ねしてみやがれ、なぁんも言わずにコイツと同じメにあわせてやっからな！」

　心底苛いら立だった様子で、ダグラスが叫ぶ。未いまだ立っている人攫い共全員に聞こえるよう張り上げられた声は、男達を竦すくみあがらせる。

　セリアを抱かかえたダグラスが、シェリルの元へと歩き、幼い少女の身体からだを預ける。

「じゃあ、確かに返したぜ。嬢ちゃんは──結構強いんだ、こいつらに近付く奴らをブチのめしてやりな」

　……まさか、な。セリアを取り戻すに、一番の障害と思っていた男自らが、セリアを渡わたしてくれるとは。ようやくふらつきを抑おさえた私の元へと、ダグラスが歩み寄る。

　そして、互いに間合いに入らぬ位置で脚あしを止めた。

「悪いな、邪魔が入っちまって。あのまま行ってりゃ、お前さんの勝ちだったのによ」

　まるで、そのまま終わらなかったことを悔くいるように、歯を食いしばるダグラス。

　──悔くやしかろうな。第三者の横やりによって、負けていた筈の試合を拾わされる。一対一の正々堂々を尊ぶ我々にとっては、ただ負けるよりも辛つらかろう。

　少年ながら、武に対する真しん摯しな姿勢に、感心せざるを得ない。魔人だというのに、いや魔人だからこそか、戦せん闘とうに対しては何処までも気高い男よ。

　そんな男と拳こぶしを交えることが出来る今に、何処までも胸が熱くなる。誰が与あたえてくれたものかも分からぬが、私に今を与えてくれた者が居るのならば、まずは感謝を叫びたい。

　しかしそれが誰か分からぬ以上、それをすることは出来ない。故に、今の私を見ていることを願い──武を、捧ささげたい。

　天を仰あおぎ、私は構えを変えた。拳は腰こしの内に握りこんだ、打だ撃げきの構えだ。受けに徹した「流水」の構えとは違い、打撃を意識したこれは、シジマ流では「波は濤とう」と呼んでいる。

　どちらかと言えば、私は受けの戦法を得意としている。

　だが私は、何を差し置いてもこの男と拳を付き合わせてみたかった。

「先ほどの一いち撃げき、可か也なり効いた。そんな男とどうしても殴なぐり合いの喧けん嘩かをしてみたい。──構えよダグラス＝ブラード。我が全ぜん霊れいの拳を以もつて相手をしたい」

　生あい憎にくと、言葉は得意ではない。故ゆえに語るのは、この拳を以てだ。

　正面から私の目を見み据すえたダグラスの眼が丸くなる。しかしそれも一いつ瞬しゆん。言葉を飲み込んだダグラスが、痛つう烈れつな笑えみを貼はり付けた。

　ダグラスの腰が落ちる。取った構えは、先ほどと同じく、打撃を意識したあの構え。

「いーい男だねえ、アンタ。受けて立つ。これしか知らない男の拳、受けてみやがれ」

　笑いながらに、爆はぜる火薬を想起させる気き迫はくが放たれる。

　我ながら情け無いことに、凄すさまじいのを一発貰もらってしまったため、余力は殆ほとんど無い。

　だがそれはダグラスも同じだ。全力を出せるのは、今しかない。これほどの男の全力、見ずに終われるものか！

　再び森に静せい寂じやくが訪れる。この場に居る者達以外は、小動物はおろか肉食の大きな獣けものもこの場から離れているのだろう。

　あるのはただ、張り詰めた空気だけ。何時まで続くとも分からぬ静寂の中、糸を切ったのは、同時であった。今しかない、というタイミングが重なったのだろう。あえて長めに置いておいた距離が蒸発し、互いの拳が振ふり上げられていることを確信する。

　正直に言えば、私は打撃を得手とはしていない。代わりにそれを受け、利用する技術は師し匠しようから余すところ無く受うけ継いだと思っている。故にこそシジマの受け技わざは最強だと思うし、今後もそれを主に戦っていくのだろうと思う。

　だが、華はな々ばなしい打撃に憧あこがれる事が無かったわけではない。寧むしろ強敵達のそれを受け、吞み込み利用してきた私だからこそ、それへの憧れは人一倍強い。

　──今こそ解き放つ。長きに亘わたり思おもい描えがき、出会ってきた全てを集めた一撃を！

　限界まで身体に注ぎ込んだ魔力を、更さらに吹ふき込んでゆく。限界を超こえた魔力が、肉体の耐たい久きゆうを超えた力を漲みなぎらせる。筋肉が千切れ飛ぶ音を聞きながら、私はそれでも魔力を注ぎ込んでゆく。

　そして、身体が弾はじけ飛ぼうという瞬間──私が唯ゆい一いつ使える拳以外の技術、治ち癒ゆの魔ま術じゆつを全開で動員した。

　破は滅めつと再生、聖せい邪じやの天てん秤びんが平へい衡こうを取ったとき、私とダグラスの拳が交差する。

　膨ぼう大だいな熱量を孕はらんだ、火山の噴ふん火かの如ごとき一撃が、私が纏まとう桜色の魔力を掠かすめた。

　すれ違った拳は互いが互いの目標を目指して進み──

「おおおおおおッ！」

「だらあぁぁぁぁぁッ！」

　地が割れ溶よう岩がんが爆ぜるかのような、人を叩たたこうとしたとは思えぬ轟ごう音おんが響ひびき渡った。

　二つの影かげが交わり、時間が止まる。静寂が訪れ、一瞬が永遠に引き伸のばされる。

　私の拳はダグラスの腹を捉とらえ、ダグラスの拳は──私の頰ほおを抉えぐっていた。

「……悔しいねえ、一歩、届かなかったか」

　ダグラスの口の端はしが、痛快な笑みに染まり、そこから紅あかい雫しずくが垂れる。

　ほんの一筋の血が呼び水になったかのよう。ダグラスは勢い良く血を吐はき出し、両りよう膝ひざを地に付けた。

　そのまま、見えざる力に引かれるかのごとく、ダグラスは地に伏ふした。

「お、うおおおおおおお！　やりやがった！　すっげぇよスラヴァ！」

　事態の収束をいち早く確認したのは、実力的には一番劣おとるはずのシドであった。なまじ腕うでに覚えがあり、状況が分かるよりかも、現状を正しく把は握あく出来たのかもしれない。

　──そう、私は勝ったのだ。体力も魔力も枯こ渇かつし、息は切れ膝を付けているものの、私は倒れたダグラスを見下ろしていた。

　ふと、ダグラスを打ち倒した腕を見やる。震ふるえる拳を握にぎると、体全体に激痛が走った。やはり、未だ完成の目は見えぬ、か。

　……試し製せい桜おう花か。私は、この技をそう名付けた。

　肉体に魔力を限界以上に注ぎ込むことで実力以上に強化を施ほどこし、反動で崩れ去らんとする肉体を回復の魔術で押し止めるという、半ば自じ爆ばくのようなシジマ流裏の奥おう義ぎ──桜花。

　師と共に構想を練ったものの、不可能・不必要と判じ蔵に死蔵していたそれを、私が持てる全てで取り繕つくろった出で来き損そこないの技だ。

　今にして思えば、よくもまあこんなぶっつけ本番でこんなものを使う気になったものだと、我ながら呆あきれてしまう。

　だがどうしても、かつて私が憧れたような技を使うこの少年と、拳を合わせたかった。そんな、気持ちの良い少年を見やる。私の全てを賭かけた一撃を受けたダグラスは──ごく僅わずかながら、呼気があった。なんと……今の技を受けてもまだ息があるか。一体何をどうすればこの若さでここまでたどり着くのか。嫉しつ妬とを通り越こして呆れてしまう。

　──勝負を分けたのは刹せつ那なにも満たぬ僅かな差だった。しかし眼めを疑うような速度での攻こう防ぼうにおける刹那はあまりにも大きく──私の拳は、ダグラスの腹を捉えていた。

　ダグラスの拳は私の頰を抉り飛ばし、されど肉を削そぎ落とすのみで帰結した。

　後ほんの少し──指先にも満たぬ差で、拳は骨を打ち、私の命を奪うばっていただろう。

　試製桜花を受けてなお生きていた少年に感謝しつつ、私は限界を感じ、腰を下ろそうとする。その瞬間だった。

「スぅぅぅぅラヴァくううんっ！」

「何──おがっ!?」

　凄まじい勢いで身体がなぎ倒され、痛む筋肉に悲鳴を上げる。

　すわ敵の攻こう撃げきかと疑ったが、そこには殺意も害意も無く──安あん堵どと嬉うれしさが入り混じった、少女の声に、私は攻撃の主が誰であるかを知った。

「セリア、気付いたのか」

「うんっ！　私、スラヴァくんとあの人が向かい合ってるときに起きて、シェリルちゃんに聞いて……それで、それでぇっ！」

「うぐっ!?　す、すまんがちと手加減をしてはくれぬか……？」

　心配ゆえの行動だろうが、今や全身が傷口のようなものである私には、か弱い少女の抱ほう擁ようですらが熊くまの絞しめ以上に厄やつ介かいなもの。

　痛みに苦く悶もんの声を上げつつ、それでも私は、セリアの背に手を回した。

「──心配を、かけたな」

「……うんっ」

　頭を撫なでつつ顔を上へと向けると、そこにはシェリルとシドもやってきていた。

　親指を立てるシドに、同じように返し、両手を上げるシェリルに微笑ほほえみかける。

　私の不注意からこんな事に巻き込んでしまって、心苦しいばかりだ。だが、この笑え顔がおを取り戻もどせたことに、それ以上の安堵を感じてしまう。

「さて、皆みんなで帰ろう。すまないがシドや、肩かたを貸してくれるか？」

「おお！　任せてくれよ！」

　シドに肩を借りて立ち上がる。歩くこともままならんとは、思いのほか反動が大きいな。

　やはり出来損ないの技を更に中ちゆう途と半はん端ぱな形で使うというのは無茶があったか、魔力が回復するまでは動けんな、これは。

　幸い、ここは大して深くは無い場所だ。子供の脚でもすぐに出ることが出来よう。

　あちらの方から来たのだ──と。シドに指示をしようとした、その時であった。

「待ちやがれ！」

　数人──正しくは七人ほど残った男達が、道を塞ふさぐように立ちふさがっている。

　……そういえば、こやつらが残っていたか。くそ、相手をしてやりたいが今の私では何にも出来ぬ。

　正直に言えば、存在を忘れているわけではなかった。しかし、幸いに此方こちらにはシェリルが居る。孫まご娘むすめほどの年ねん齢れいの少女の手を借りるというのは気が引けるが、七人程度ならシェリルの前では数にもならん。

「……善意から言っておくと、退のいておいた方が身のためだと思うが。この子の活かつ躍やくは見ていただろう？」

　今の私にはシェリルを制止する力は無い。今事を構えるのならば、命の保証は出来ぬ。

　半ば呆れた顔で言うと、男達は下げ卑びた笑いを見せた。

　……なんだ？　自信に満みち溢あふれた顔は。まさかあれだけの惨劇を見ていなかったのか？

　訝いぶかしむ私の顔を見ながらも、男達は自信を崩さずに、懐ふところの中へと手を入れた。

　──まさか！

「これ、なんだか知ってるか？　まあガキのおめえらは知らないと思うが──へへ、終わりだよ、お前ら。もう逃にがしやしねえ、お前らだけは生かしちゃ帰さねえぞ！」

　懐から一いつ斉せいに、ドス黒い血の塊かたまりのような──「昏くらい色の結けつ晶しよう」が取り出される。

　……思わず嚙かんだ唇くちびるから、血が滴したたり落ちる。そうだ、考えてもみれば私達は、この気配を頼たよりにここまで来たのだった！

　余力を残さなかったことに、頭を叩きたくなる。いや、あの状じよう況きようから余力を残して勝つことが出来たかどうかはわからないが、それでも全力を尽つくす場面ではなかった。

　今ここで闘えるのはシェリルのみ。幼子に託たくす──とかそういう話ではない。一人二人なら結晶を使った男が相手でも問題は無かろうが、シェリルではこれほどの人数を捌さばくことが出来ない。

　何か打開策は無いかと、必死に頭をめぐらせる。しかし、何も考え付かず、焦あせりのみが支配する。虚きよを打たれているうちに、男達は結晶を、飲み下してしまった。

　鼓こ動どうするように体を震わせ、魔ま力りよくを変質させていく男達。

　……今度ばかりは、詰つみかも知れぬ。状況を悟さとった私は、せめてこの子達だけでも逃にがそうと、シドから離はなれ、何とか時間を稼かせごうとする。

　──その瞬しゆん間かん、目の前に影が立ちふさがる。見慣れた銀の髪かみを揺ゆらす少女──シェリルだ。

「待て、シェリル……さしものお前でも、この数は──！」

　ふらつく中、必死にシェリルを制止する。しかし、様子がおかしい。

　確かにシェリルの放つ魔力は、時として禍まが々まがしく感じる時がある。だが今のシェリルは、狂きよう気きの魔力でさえも鼻で笑うような──凍こおりつくことで海が凪ないだかのような零れい度どに包まれていたのだ。

　ただならぬ何かを感じ、言葉を詰まらせる。眼前に立つ少女の魔力は強いという印象よりも、只ひた管すらに凶きよう悪あくであった。私ですら、恐きよう怖ふを感じるほどに。

　変態を終えた男達ですら、何かを感じたのか、攻撃の意志を失ったかのように足を後ろへと押しやる。

　恐怖に震えるかのようでもあるそれに、シェリルはゆっくりと、何ど処こまでも冷たく言い放った。

「──邪じや魔ま、消えて？」

　何処までも無感情に、それだけを言うと──男達は、例外なく膝から崩くずれ落ちた。

「なっ……!?」

　あまりに異様な光景に、我が目を疑う。倒たおれた男達は皆みな虚うつろな目をして、その意識を落としていた。

　見たところ、シェリルは何もしていない。ただ一言呟つぶやいただけだ。

　だのに男達は脳を抉られたかのように虚ろな表情で目を剝むき、昏こん倒とうしていた。

　男達を一いち瞥べつしたシェリルが、私へと振り向むく。

　その様子は──何い時つもどおりの、静かな無む邪じや気きへと戻っていた。

「……いこう？」

　さも何も無かった、と言わんばかりに、シェリルは歩き出す。

　その雰ふん囲い気きに異様なものを感じながらも、私は再びシドに肩を抱だかれて歩き始めた。

　……離れた位置にある昏い石の結晶を感知し、使用者を一声で昏倒させる。

　シェリルや、お前は何者なのだ？　言葉を飲み込んだ私は、代わりに息を吐いた。

　彼女がどういう存在であれ、そのおかげで助かったのは確かだ。ならば今は、皆揃そろって帰れることを感謝しよう。

　胸中に黒いもやを残しつつ、私達は来た道を戻り始めた。

　時折シドやシェリルに道を示しつつ、四人揃った初めての休日は過ぎていく。

　結局街にたどり着く頃ころには空は暗くなりゆく最中であり、どの道休日は潰つぶれざるを得なかった、と思った。

　揺れる帰りの馬車に身体からだを虐いじめられつつ、私は目を瞑つぶる。

　……ダグラスといい、あの結晶といい、一体この世はどうなっているのやら。

　山積みになった考えを整理していくこともせず、私は疲つかれに引かれ、眠ねむりに落ちてゆくのであった。








第十五話　拳こぶしの原点









　アルファレイア総合アカデミーの昼下がり。子供達が活気に満ちる昼食の時間。

　最近の生活環かん境きようの変化に、昼だと言うに未いまだ眠ねむ気けが取れぬ私は、昼食の揚あげた魚をナイフで切りながら眼を忙せわしなく開閉させていた。

　ダグラスの激げき闘とうから、三日が経たった。セリアやシドは、最初の頃こそショックを隠かくせない様子だったが、結局は全員で無事に帰ることが出来たという結末からか、今では笑えみを取り戻していた。私の方はと言うと、少しばかり無理をしすぎたようで──空っぽになってしまった魔力を溜たまるそばから身体の治ち療りように充あて、という生活を繰くり返しているためか、ずっと疲れ気味である。その甲か斐いもあって今は運動も出来るほど回復したが、対価として眠くて仕様が無かった。

　隣となりに座るセリアとシドは、普ふ段だん見せぬ私の様子をからかいつつ、笑っている。

　大して気にするわけでもないが、情けない事よな。昔の私であれば、ここまではなっていないと思うのだが。子供の身体というのはどうにも眠気に弱いようだ。なんだかんだと言っても今の私は子供の身体。無理をすると、ツケを払はらう時は非常に早くやってくる。

　セリアやシドとの雑談を楽しみながら、私は未だ慣れぬ子供の身体に嘆たん息そくした。

　とはいえ、そんな身体だからこそ彼らのような友人が出来たのもまた事実。眠気に身を抱かれながらも、セリアやシドとの会話に微笑が浮かぶ。

　いつかシェリルもこの様な輪に加えてやりたい。いやしかし、あの日の帰りはシェリルとセリアの距きよ離りも縮まっていたし夢ではないか？　などと思いつつも──ふと投げかけられたセリアからの質問に、私は少しだけ動きを止めた。

「ねえねえ、スラヴァくんもシドくんも、何か将来の夢ってある？」

「……将来の夢？」

「うん。何になりたいー、とか。何をしたい、とかかなー。私はね、役者さんになりたいなー。いっぱい楽しい劇を演じて、みんなを笑顔にするの！」

　漠ばく然ぜんとした質問に思わず言葉を反復した私に、セリアが満面の笑みで言う。

　将来の夢、か。セリアは、十二にして演劇役者になるという夢があるらしい。

　十二歳では人間もエルフもそう変わらぬ年とし頃ごろである。夢があるとは立派なことだ。

「俺は冒ぼう険けん者だな！　誰だれも行った事ない秘境を見っけて、すげー冒険者になるんだ！」

　シドは、前々から言っていたがやはり冒険者になりたいらしい。

　非常に子供らしく……また、立派な夢だ。その為ための努力も惜おしまずに続けている。

　私の夢とはなんであろうか。いざこうして問われてみると、どう答えたものかと逡しゆん巡じゆんする。

「スラヴァくんの夢は？　やっぱり、武術家になりたかったりする？」

「む、そうだな──確かに、どういう道に進みたいかと問われれば、やはり武に携たずさわって生きてゆきたいな」

　もともと学のない人間だ。頭を使う夢とは、私には向かないと思う。

　しかし武術家を目指すかどうかと言うと、これもまた違ちがう気がする。

　意志を持ち、拳を磨みがけば誰だってその日から武術家だ。強いかどうかは二の次。強くなりたいという、強い心こそが武術家に一番必要なもの。師し匠しようはそう、言っていた。

　ならばこの時点でも、私はとうに武術家と言えるはずだ。少なくとも前世では武術家として名の知れていた私だ、今いま更さら武術家を目指すというのも、何か違う気もする。

　一度は「将来」を迎むかえた私には、少し答えづらい質問だな。

　中々深い事を聞いてくれる。私は何かを夢見たことはあっただろうか。

　役者や冒険者になりたいと思ったことは無い。金を稼ぎたいと思った事もなかったし、歴史に残ってやろうという気き概がいもない。

　──だが、武術家にはなっていた。それは何な故ぜなのか。

「一番に、なりたい」

　そんな事は既すでに分かっていた事だ。私は、最強に。世界で一番強い男になりたかった。

　ぽつりと呟くこととなった、心中の吐と露ろ。

　深く考えるまでも無い。子供の頃に抱いた夢を、未いまだに見ている途と中ちゆうだったという訳だ。

「スラヴァにしちゃ珍めずらしい答えだなぁ。一番とかってのに興味あるとは思わなかったぜ」

　意外そうに笑ったのはシドだ。言われてみれば、我ながら珍しい一言かも知れぬ。

「だが、シドとて一度は夢見た事は無いか？　何の分野でもいい、世界で一番という──頂点に輝かがやく自分を、夢見た事は無いか？」

「そんなん──あるさ。今だって、世界一の冒険家になってやる！　って思ってるぜ！」

　──そう。そんなもの、男なら誰でも一度は夢見ること。

　私はただ、くだらない夢を捨てられぬだけだ。……まるで赤子。幼少の頃にふと握にぎりしめた拳を未だ開けずにいるとは、なんとも不器用な事よな。

「そういうものだ。私も同じく、一度見た夢を目指して、まだ夢を見ている最中なだけ。くく、思えば簡単な事よ」

　何故最強を目指すのか。それを考えた事がないわけではない。

　けれどやはり、こうだ。何かがしたいから最強になるのではなく、最強になりたいから何かをする。人は目的と行動が逆だと笑うのかもしれぬが、私にとってはこれでよいのだ。

「ふーん……でも私にはちょっとわからないかなー」

　笑う私とシドを見て、セリアは首を傾かしげている。

　こればかりは男の特権だ、セリアには分かるまいて。

　時折女性の身でもこうした夢を持つ者はいると聞くが──会って話を聞いてみたい気もするな。なんとなく愉ゆ快かいになり、口に運ぶ食事が美う味まく感じる。

　将来の夢について熱く語るシドに相あい槌づちを打ちながら、私達は食事を終えた。

「ふいー、やっぱ美味いなー」

　腹を擦さすり息いきを吐つくシドを見ながら、私は食器を回収しやすいよう、セリアとシドの食器を回収して重ねていく。

「気になったんだけどね、スラヴァくんは何で一番になりたいの？」

　すると、重ねられる食器の音にセリアの声が混じる。

「……む？」

「さっき一番になりたいって言ってたでしょ？　シドくんは冒険者で一番になりたいって。じゃあスラヴァくんは何で一番になりたいのかなーって」

「ああ──その事か」

　そういえば、先ほどは一番になりたい、としか言わなかったか。

　さてどう答えたものか。なんとなく気き恥はずかしさを感じてしまい、私は一いつ瞬しゆんだけ目を丸くした。まあ、隠す必要も無いのだがな。

「そうさなあ……薄うす々うすは分かっていると思うが、やはり武の道を極きわめると言った所か。シドも考えた事は無いか、世界で一番強い自分と言うものを」

「え？　俺か？　そりゃあるよ。やっぱ男なら一度は思うんじゃねーのか？」

　シドに同意を求めつつ、私は拳を固めて見せる。

「男ならば時期に差はあれど、人間でも獣じゆう人じんでもエルフでも魔ま人じんでも──きっとこうして拳を固める。一番強くなりたいと、思い思いの『格かつ好こ良いい自分』を描えがいて。……しかし誰も彼も別の道を見つけるだとか、様々な理由で固めた拳を開いて、新しい何かを摑つかもうとする。だが、武術家という奴やつらはこの拳を開く事が出来ないのだ。倒れても負けても怪け我がをしても、何があっても開く事が出来ない。だからそれを振ふりまわすしかないのかも知れん。──まあ、つまるところ子供なのさ。最初に抱いた夢を捨てる事が出来ず、誰よりも負まけず嫌ぎらいで──だからきっと、楽しいのだろうな」

　握った拳を、ゆっくりと開いていく。開いた拳の様に、こうしてあっさりと最強という二文字を諦あきらめる事が出来たのならば、今いま頃ごろは少し違う人生を歩んでいたのだろうな。

　だがおかげ様で、この閉じた拳でも摑めたものは多くあった。

　アルマやチェスター、最近ではシェリルもそうであるし、この友人達も。

　シド達には説明し忘れたが、もう一つあったな。死ぬ間際までそれを出来ないくらいに、後こう悔かいするという事が苦手なのも、武術家の特とく徴ちようの一つである。

「……なんか、なんとなくしかわかんねぇけど深い？　こと言ってんだなあ」

　私が言う事の全てをかみ砕くだく事は出来ないようだが、シドは感かん慨がい深げな顔をしていた。

　少年とはいえど彼もまた男なのだ。全ては無理でも、理解出来ない道理は無い。

　そんな様に、私は少しだけ笑ってしまった。

　楽しい時間は早くに過ぎていく。時計の針は、もうじき食事の時間が終わるという事を告げていた。

「メシが終わって、休み時間も終わったら授業か……面めん倒どうなんだよなあ、魔ま法ほうの授業は」

「だが冒険者には魔法も必要なのではないか？　学んでおかねば、後悔するやもしれぬぞ」

「わかってらぁ。だから面倒だけど頑がん張ばってるんだよ」

　事実、シドは良く頑張っている。口は世辞にも良いとは言えず、頭も良くは無いが、まっすぐと目標に向かう努力は大したものだ。

「シドくん頑張ってるんだねー。スラヴァくんは、なにか頑張ってみたりしてる？　武術で一番強くなりたいんでしょ？」

　うなだれるシドに朗ほがらかな笑え顔がおを向け、セリアは次いで私を見み据すえてきた。

　……正直に言えば、最近は「頑張れる」機会も減ってきてしまっているな。

「少し事情があって今は少し足止めを食くらっている最中だ。……だが、強くなりたいという想おもいは、誰にも負けないつもりだよ。『夢』をこの手に摑むまで、邁まい進しんし続けるつもりだ」

　悪意は無いのだろうが、耳の痛い言葉に笑って見せ、拳を固める。

　軋きしみを上げる程ほどに強く握られた拳。そう、強くなりたいという想いは、誰にも負けない。

『私』が死んでから三十年が経った今、どれだけ武術の世界は変わっているのだろう。

　世界は広い。きっとチェスターみたいな馬ば鹿かも、どこかにはいるはずだ。それを思うと楽しみで仕方がない。

「あははー、そっかー。……うーん。ごめんね、スラヴァくん」

　私が笑みを浮うかべているのとは対照的に、何故だかばつの悪そうな顔で、セリアが笑う。

　──その瞬しゆん間かんだった。

「話は聞かせてもらったぞスラヴァ！」

　教室の入り口に供えられた両開きのドアが勢い良く開く。

　両手で豪ごう快かいに扉とびらを押し開けたのは、長い蒼そう髪はつを揺ゆらすエルフの女性──アルマだった。

「いやあ、先生は嬉うれしいよスラヴァ。君が強さに対してそこまでの想いを持っているとは思わなかった」

　これ以上無いくらいの満面の笑みで、ゆっくりと歩み寄るアルマ。

　──一体何事か？　見るまでも無く上じよう機き嫌げんなアルマの怪け訝げんな様子に、思わず顔を顰しかめる。

「君の武術に懸かける想いは確かに立派だ！　だがなスラヴァ、最強を志す上では、シジマ流について学ぶことは必要不可欠だぞ！　どうだ、休み時間を利用して最強への道の第一歩を踏ふみ出すつもりはないか？」

　どうやら、いつものように私をシジマ流の門下に誘さそいに来たようだが──あまりにも良いタイミングに、ふとセリアを見る。

　きっちりと合わされた両手の奥に、ウインクつきで申し訳なさそうな顔をするセリアと眼めが合った。

　その瞳ひとみに、ごめんね、というセリアの言葉が想起させられ、私は事態を把は握あくした。

　……なるほど、これは確かに役者も目指そうな。状じよう況きようから考えるに、私はハメられたようだ。言げん質ちをとり、退路を塞ふさぐためだろう。

　いや、参った。シジマ流に入るも何も、一度は師し範はんすら務めていたのだがな。

　弟子に弟子入りとは何かの冗じよう談だんか。私が直接教えたアルマに弟子入りをしたところで、流石さすがに学ぶことは無い。

　──だが、我が娘むすめのこの嬉しそうな顔を見よ。ついに尻尾しつぽを捕つかまえたと、高こう揚ようし、高潮しておる。勝手な理由で我が身を隠かくしている私が、無下に出来ようはずが無い。

　それに、この会話の後でアルマの誘いを断るなど、不自然この上ないのは確かだ。エルフにとっては最強の代名詞であるアルマの誘いを断るなど、エルフの武術家からは袋ふくろ叩だたきにされてもおかしくは無いのだから。

「はあ、分かりました。お誘いに感謝致いたします」

「──ッほ、本当か!?　嬉しいぞスラヴァ！　さ、さあ！　そうと決まれば善は急げだ！　早速行こうじゃないか！」

　まったく、嬉しそうな顔をしおって。もしアルマに尻尾でも付いていれば、千切れんばかりに振るっているのだろうな、などと思いつつ手を引くアルマに従って歩く。

　少しばかり面倒なことになったが、まあよいか。

　思えば娘と二人きりで話すのは久しぶりだ。鼻から息を出しつつ、私は諦めたように笑えみを浮かべた。




　　　　◆




「ふふふ、ついに一対一で話をする機会が出来たなスラヴァ」

　アルマに手を引っ摑まれた私は、武術の授業を行う講堂に来ていた。

　これ以上ないほど満足そうな笑顔を湛たたえるアルマは、聞くまでもなく上機嫌だと分かる。

　……まあ、私も良い弟子の候補を捕まえれば機き嫌げんも良くなろうというものだが──

「少し強引ではありませんか？」

　そう、少し強引が過ぎる。私的には構わないのだが、まさか誰だれ彼かれ構わず同じ事をしていないだろうな。娘の素行を咎とがめるべく、ここは釘くぎを刺さしてやらねばなるまい。

　勿もち論ろん気持ちはわかるので、あまりしつこく言う事はしない。私とてアルマの才を見つけた時は、シジマの技わざを残せると大層喜んだものだ。

　だが本人にやる気がなくば、どれほどの才があったところで無用の長物。考える時間を与あたえ、二度断れば技を教える事は諦めようと当時の私は考えていた。

　結果として、アルマはシジマの技を継ついでいる。しかしアルマの答え次し第だいでは、アルマが歴史に名を残す事は無かっただろう。

　強くなったところで何が貰もらえる訳でもないこの道、何よりも大切なのは本人のやる気だ。弟子を取るというのは、あっさりとしている方が良いと私は思う。

「確かに、少し強引かもしれないな。けれど、君の持つ才能はそれほどの価値があるのだと思ってくれ。とは言っても、今いま更さらながら今回は強引が過ぎたと反省しているよ。……これじゃあ師し匠しように怒おこられてしまう。少し焦あせっているのかも知れない」

　他ならぬその師匠が目の前にいるとは思わぬだろうが……その師匠的には、改める気があるのならば、まあ良いかと思っている。反省はしているようだしな。

　しかし──いざこうして考える機会を与えられてみると、前世の私は本当に武術ばかり教えていたのだな。思い返せばもう少しいろいろな事を教えてやればよかったか。……何の因果か、今では私が教えを受けているのだが。

「……まだ焦るような時ではないでしょう。人間ならばともかく、エルフに生を受けた以上、まだまだ長い時間があります」

　そんな気まずさから、焦るアルマに、まだその時ではないと伝える。

　そう、アルマはエルフなのだ。齢よわい百歳と少しの──まだまだ若いエルフ。

　人間であれば棺かん桶おけに半分以上入っているような歳としだが、エルフで言う百歳とは、人間でいう二は十た歳ちやそこいら。慌あわてる必要は何も無い。

「はは、そうだな。励はげまされるとは、まだまだ私も未熟だ。……次からは気を付けるよ。

　でも一回だけで良いから、君にシジマの技に触ふれてみて欲しかったんだ。次からはあまり無理強じいをしないようにする。約束しよう」

　心なしか、少しだけ瞳を潤うるませたアルマは、私に向けて笑う。

　……私はこの子に、思うよりもずっと大きなものを背負わせてしまったのかも知れぬ。

　エルフというのは基本的にのんびりとした者が多い。だのにアルマは、本来ゆっくりと物事を進めるエルフでは、珍めずらしいほど事を急いでいる。

　それはひとえに、私の遺のこした言葉が原因なのではないか？

　──いや、事実そうなのだろう。師であり父であった男の遺ゆい言ごんを守らんと、必死に急いでいるのだろう。ならばそれは私がアルマに掛かけた呪じゆ縛ばくなのではないか。

　……だとするならば、ひどく悪い事をしたと思う。

「それじゃ、少し身体を動かそうか。声を掛けさせてもらう事はあるかも知れないが、しつこい勧かん誘ゆうはこれで終わりにする。だからお願いだ、一回だけ私にチャンスをくれないか？」

　縋すがるようなその視線に、私は静かに頷うなずいた。

　少し考える事が増えそうだ。

　私が背負わせたものの重さで、アルマはしっかりと立てていないのではないだろうか。

　彼女にとってはたった一人の親である私だ、その言葉の重さというのは、私には想像もつかない。

　今生でのしがらみを増やしたくない故ゆえ、アルマには正体を隠すつもりでいたが……

　──もう少しあとの話にはなるだろうが、いつか必ず正体を明かそうと、そう思う。

「まずは、もう一回だけ『映うつし木この葉は』を見せてくれないか？　型を演じるだけでいい。初めに見たときから、ずうっと気になっていたんだ」

「分かりました」

　ゆっくりと息を吸い込み、眼を瞑つむる。

　基き礎そにして、応用。シジマ流の全てを詰つめ込んだ基本の技。

　流し、崩くずし、投げる。この技を知らずして、他の技を極きわめる事は成らぬ。

　意識を集中させた私は「流水」の構えを取る。思えば、幾いく度どこの技を繰くり返してきただろうか。日々の修練で、この技をなぞらぬ時は無かった。

　……未いまだ極まらぬ、果てなき道。まるで武の道を象しよう徴ちようしているようではないか。

　空間に仮想の敵を映し、突つき出される拳こぶしをイメージする。

　まっすぐに、貫つらぬくように繰り出される幻げん影えいの腕うでに添そわせるように我が手を動かすと、仮想敵の拳は力の向きを操あやつられ、重心を四方へと散らす。不安定になった重心は、地に降ろす均きん衡こうの根を枯からし、地面との繫つながりを不確かに変えた。

　両の足が確しつかりと地に付かぬ体勢など、錨いかりを下ろさぬ船が如ごとし。鋭するどい入りで足を払はらえば、力を要せずとも相手は容易に宙へと舞まう。

　あらゆる支えを失ったことで、宙を回る仮想の敵。

　腰こしを中心にして縦に回転する頭を捉とらえ、そのまま──地面にたたきつける。

　──映うつし木この葉は、ここに成れり。手を一切抜ぬいていない、今の私に出来る最高の演えん舞ぶだ。これは、親としての責任を果たせず逝いった、私なりの誠意でもある。

　──これで気付かれてしまうのならば、気付かれてしまえばいい。

　正体を明かすつもりは未まだ無いが、それでもアルマがこの幼き身の奥に潜ひそむ者に気付けたのならば──

　娘を想おもう気持ちは私とて当然にある。しかし私にとって強さとは全てなのだ。

　そう想っていたはずだったのだが──歳をとったか、天てん秤びんの重さは何い時つしか釣つり合っていたようだ。

　もし気付くのならば、気付かれても構わぬと、そう思わせるほどに。

「（さて、どう出るか）」

　技を終えた後も油断なく続けていた構えを解き、息をゆっくりと吐はき出す。

　何も言えずに固まるアルマの瞳を、しっかりと正面から見み据すえる。

「いかがでしたか、先生」

　時の止まった彫ちよう刻こくのような、華きや奢しやな肢し体たいがぴくりと震ふるえた。

「──そんな、まさか……」

　その表情は、驚きよう愕がくに染まっている。

　私の技とて未だ完成には至らぬ未熟だが、それでも、ここまで達した者は我が師匠イワオ＝シジマを除いては、私の他に居ないはず。

　であるならば、アルマは何を想起したか。

　静まり返った講堂。ただ小さな二つの息遣づかいのみが、静せい寂じやくを濁にごしていた。

　やがてアルマは、言葉の代わりに私へゆっくりと歩み寄った。

　私の肩かたに艶つややかな細指が掛けられ、僅わずかな力が籠こもる。

「師匠……？　師匠、なのですか……？」

　その言葉にどれだけの想いが込められているか──流石の私でも、感じて取った。

　縋るようにして崩れ落ちた我が娘に、手を回していいものかと思案する。

　力なく震える、現代の武神。その小さな、少女の肩。

　……私は迷った末に手を回した。小さく肩が振ふるえ、アルマは私の服を握にぎり締しめる。

　その力は弱々しく──私に良く懐なついていたアルマが、私に飛びついてきたのを思い出す。

「──すまない、私は何を言っているんだろう。な、何で泣いているんだ、私は……」

　自らの頰ほおを濡ぬらす涙なみだに気付いたアルマは、酷ひどく焦っているようだ。かつて見た技の記き憶おくと、過去の私への想いが互たがいを否定しあっているのだろう。

　涙が溢あふれる都度、それを拭ぬぐうアルマ。だが、涙は切れない。

　今にも壊こわれてしまいそうな純じゆん粋すいさを持つ、硝子ガラスの背中。今すぐにでも正体を打ち明けたくもあるが──今の私には、まだやることが残っている。

「先生」

「……な、なん、だ？」

　アルマの肩を抱だいたまま、私は空に顔を向ける。

「暫しばしの時をください。私はこの学校を卒業したら、世界を見て回りたいと思っています。最強を目指すに当たって、私はこの目であらゆる武を確かめたい」

　アルマは応えない。言葉に続きがあることを察し、暗に続きを促うながしているのだろう。

　私が語るのは──少年の夢のように幼い、我が夢の話。世界を見て回りたい。強い武芸者に会いたい。そして──拳を交えたい。

　口にすれば、齢百を超こえた男の夢としてはなんと幼き夢であろうか。

　だが叶かなえたい。この夢を。

「しかし、必ずや私はエルフの国へと戻もどります。先生のお言葉には──その時を以もつて答えたい。いかがでしょうか」

　アルマの顔を起こし、私は真しん摯しな瞳ひとみで、そう宣言した。

　涙を湛えながらも、ぽかんと口を開けるアルマ。

　人間であれば長く、エルフであれば短い。であるならば、私にとっては長いのか短いのか──アルマにとっては、どうなのだろうか。

　三十年も放ほうっておいてしまった娘むすめを、さらに待たせて答えを示さずにおくのは、心苦しい。だが私はこの目で、先へと進んだ世界を見てみたかった。

　故に、答えはきっと出す。それが先になろうとも。

　一いつ瞬しゆん足たりとも離はなさずに合わせられる瞳。言葉ではなく、目でその偽いつわり無き心を伝える。

「スラヴァ……そうか、ありがとう」

　すると、やがてアルマは笑みを作った。拭った涙は、もう止まっている。

「それじゃあ──いずれ来るその時を楽しみに待っていようかな」

　精せい一いつ杯ぱいの笑え顔がおを作ったアルマは、何かを振り切ったように私から離れた。

　具体的な時間も示さぬとは、なんともまあ自分に甘きことか。──少しばかり、爺じじいの道楽を許してくれ。

「よし、後のちに君がシジマの門を叩たたきたくなるよう、私も精しよう進じんしないとな！　先生が泣いていたことは内ない緒しよだぞ？」

「ええ、胸の内に潜めておきましょう」

　くすりと笑いを漏もらす。この子は昔から自分の弱いところを隠かくしたがる節があったな。

　そういえば、この子とゆっくりと話したのなど、何時以来のことであろうか。

　今では毎日のように顔を合わせているというに、何な故ぜだかひどく懐かしく感じる。

「時間を取らせて悪かったなスラヴァ。もう昼休みの時間も残り少ない。教室に帰ろうか」

「そうですね。では──これで」

「うん──それでは、また」

　アルマに背を向け、私は歩き出した。そう、まだ立ち止まるわけにはいかぬ。腰を下ろすのは、もう少しだけ歩いてからでも良い筈はずだ。

　──こうして、アルマの勧誘はなりを潜めることとなった。

　学校に在ざい籍せきする非常に長い期間も、修行やチェスターの相手をしていれば、不思議と短く感じるもので──私もまた、エルフなのだと実感させられた。

　そして──




　　　　◆




「今日をもって、君たちはこのミラフィア国立アルファレイア総合アカデミーを卒業します。ここから先の道は、貴方あなた達が自分で見据え、歩く道です。しっかりと自分の目で見定めた上で、力強く一歩一歩を踏ふみしめていって欲しいと、先生はそう思います」

　時は満ち、未だ幼く見える少年少女は、それぞれの道を歩き出す。

　私もまた、自らの信ずる道を歩き始めることとなったのだ。

　──武に身を捧ささげて百と余年。

　エルフに生を受け、やり直す武者修行。

　ここに私は、その第一歩を踏み出すこととなった。








エピローグ









「夜明け──か」

　硝子の奥に見える、瑠る璃り色いろの空を見ながら、私はふと呟つぶやいた。

　何時も起きるころに見ている空と、今目に映る空の色は変わり無い。

　だというのに、無む性しようにその空が感かん慨がい深く思えるのは、私自身が心中の色を空に映しているからなのだろうと思う。

　アカデミーを卒業し、両親に許可を得て、必要な道具を買い集め──

　はやる心を抑おさえながらも準備を終えた私は、今日ようやく門出を迎むかえる。

　二度目の生を迎えても、決して捨てることの出来なかった、不確かな言葉への渇かつ望ぼう。

　小さくなったこの手に、最強という名を摑つかむために踏み出す第一歩。それこそが、今日という日なのだ。

　今日をもって、私は旅に出る。世界を回り、未だ見ぬ武芸者と拳を交えるための旅だ。

　時には刃やいばと拳をあわせることも、魔ま法ほうで生み出された焰ほのおを前にすることもあるだろう。

　様々なしがらみに搦からめ捕られていた前世とは違ちがい、無名な子供というこの身の軽さに、思わず心が躍おどってしまう。

「おう、やっぱり起きてたか。ジジイの朝は早はえェな」

　私が空を眺ながめ思案に耽ふけっていると、乾かわいた音と共に腐くされ縁えんの声がした。

「お互い様さまだろう。お前こそ、早起きするような者には見えぬが」

「喝かつ喝かつ喝かつ、まァ俺も歳を取ったってぇことさ」

　そう言うチェスターの手には、二つのカップが携たずさえられていた。

　恐おそらくは紅茶か珈琲コーヒーか、未だ湯気が出ている。私が起きているかどうかも確認せずに持ってきたのか。

　──私は旅立ちの前日である昨日から、チェスターの屋や敷しきに泊とまっていた。

　使っていない部屋が幾いくつもある屋敷だ。それ故ゆえかシェリルの癇かん癪しやくにあわせていつでも彼女が部屋を移れるよう、多くの場所は常に整えているらしく、あっさりと泊まれるようになったのを覚えている。

「ホラよ、受け取んな」

「礼を言う」

　歩み寄ってきたチェスターから、湯気の立つカップを受け取る。中に注がれていたのは、琥こ珀はく色いろの液体──どうやら紅茶のようだ。

　嗜し好こう品ひんの良し悪あしは私にはわからないが、花の芳ほう香こうのような、胸の内で膨ふくらむようなこの香かおりは好かずにはいられない気品がある。

　する、と僅かな音を立て、未だ熱い琥珀色の液体を喉のどに通すと、永えい劫ごう続くのではないかとすら思える、気品溢れる香りが鼻び腔こうを擽くすぐり──しかし、その熱を感じさせず、雪解けのように儚はかなく消えていく。

「うむ、美う味まいな」

「そうか、まあ俺が淹いれたんだから当然だな。最近じゃこれも趣しゆ味みでな。よく淹れんだ。……ま、茶葉もいいンだけどよ」

　使用人がいるにも拘かかわらず自分で淹れるという事は、言うとおりに趣味なのだろう。

　不思議と安らぐ柔やわらかな自然の甘みに、暖かな息を吐はく。

　成る程ほど。嗜好品というものにはあまり手を出すことはなかったが、これはこれで案外深い道なのだろうな。

「俺も歳をとった所せ為いか、こんなことが最近は楽しくてな。──お前さんも折角世界を見て回るんだ。闘う事以外にも楽しい事ってなァ、有るもんだと思うぜ」

　共に変わり行く空を見ていたチェスターが、苦い顔で言いながら頭を搔かいている。この男がこうするのは、大体言いづらい事を言っている時だ。

　……闘う以外の趣味、か。

「あァ、折角二度目の人生なんだ、たっぷり楽しみなよ」

　友であり、最強の宿敵でもある男からの忠告。いい歳をして、ああのこうの喧けん嘩かをするが──チェスターもチェスターなりに私のことを案じてくれているのだろう。

　……私が生きている頃ころ。チェスターはこのような趣味は持っていなかったはず。

　私がいなくなり、多々考えることもあったのだろうか。

「──そうだな。留め置く」

「おうよ、人生楽しんだモン勝ちだぜ」

　渋しぶい顔を一転させて、快活な笑えみを浮うかべるチェスター。

　つい私も釣つられて笑ってしまう。この男は、こういう所があるから憎にくめんな。

　しかし趣味、か。考えたことも無かったが、これも確かにいい機会かも知れぬ。

　師し匠しようはそういえば釣りを趣味にしていたか。……思えば、まこと拳けんのみの人生であったのだな。

「それにシェリルも連れてくンだ。ちっとは楽しい事も経験させてやってくんな」

　そう。それに、シェリルも私の旅に同行することになっている。

　暗い道を歩んできた彼女に、少しは外の世界というものも体験させてやらねばならぬ。

「……しかし、良いのか？　大切な孫まご娘むすめを、私なんぞに預けてしまっても」

「お前さん以外にゃ、預けるモンかい。お前さんだから預けるんだ。それとも何か？　いまさらになって嫌いやとは言わせねェぜ」

　元々、私がこの旅に出ることが出来るのは、チェスターのお陰かげが大きい。

　一度旅に出てしまえば路銀を稼かせぐ手段は幾らでもあるが、旅に出るにあたっての初期費用は、このチェスターが出してくれているのだ。

　額はさほど大きくないが、それでもアカデミーを卒業したばかりの子供が稼ぐにはやや面めん倒どうをこうむる金額。試算では貯ためるまでに約一ヶ月──その期間を早めてくれたのが、他ならぬこの男なのだ。

　勿もち論ろん私としては返すつもりではあるが、チェスターはその金額を返さずとも良いと言う。代わりにとつけた条件こそが──旅にシェリルを同行させることであったのだ。

「嫌ではないが、ジジ馬ば鹿かのお前に、シェリルが居ないという状じよう況きように耐たえられるのかと思うてな」

　シェリルの同行は、元々私から申し出るつもりではあった故に構わないのだが──どう説得するかと悩なやんでいた相手から聞く事になるとは思わず、面食くらったものだ。

　しかし未いまだ信ずることが出来ぬ。

　まさかこのジジ馬鹿からそんな申し出をするとは思わなんだ。

「阿あ呆ほう、耐えられる訳があるかい。毎日涙なみだで枕まくらを濡ぬらすわ」

　どうやらチェスターにとっても苦く渋じゆうの決断であったらしいのだが。

　前世で拳をあわせていた宿敵とは思えぬ、言うまでも無い悲しみに満ちた表情。

「……こんな男に負け越こしたのか、私は」

　なんだか情けなくなり、思わず心中の言葉が吐ついて出た。

　──まあ、負けに見合う収しゆう穫かくはあったのだがな。

　在学中に培つちかったものは、エルフの一いつ般ぱん常識や、学友との仲だけではない。

　この男から得たものは、私の歩む道において重要な導しるべとなるであろう。

「空ぁ……明るくなってきやがったな」

「ああ。そろそろシェリルを起こした方がよいか？」

「そうさなァ。……ちッ、全く寂さびしくなりやがる。最愛の孫娘と──最高のダチが、同時に旅に出るなんてな」

　チェスターの言葉に、私は動きを止めた。最高の親友……か。

　言った自分が恥はずかしくなったか、頰ほおを朱しゆに染める宿敵に、ふと笑みが零こぼれる。

「くく、おいチェスター」

「笑うなや。突つっ込むな。かなり恥ずかしいぜ、これ」

　口をへの字に曲げるチェスターの目を、見み据すえる。

　意い趣しゆ返しとしては自じ爆ばく技わざもよいところだが、まあ今回くらいは甘んじよう。

「行ってくるぞ、我が最高の友よ。土産みやげを持ってくるから──帰ってきたら、また茶でも淹れてくれ」

　私にしては珍めずらしく──犬歯をむき出しにして笑ってみせる。

　拳を突き出し、握にぎりこぶしをチェスターに向けると、面食らったと言わずに語るチェスターの顔が、笑みに染まっていく。

「おうよ、行って来い。手ぶらで帰ってくんじゃねえぞ」

　何かを摑んで来い、と。言外に語るチェスターの顔は、酷ひどく嬉うれしそうだった。

　突き出した拳に、チェスターの拳が打ち付けられる。この男とは長い付き合いだが、友情を語り合ったのはこれが初めてかもしれぬ。

　言われずとも判わかっている。帰る頃には、お前など及およびもつかぬ高みに上のぼってやるさ。

「ああ、行ってくる。……では、まずは姫ひめ君ぎみを起こさねばな」

「だなァ。……あー、今からでもシェリルは置いてかねぇか？」

「お前から言い出した事だ、いい加減腹をくくれ。シェリルはこの旅を楽しみにしていたと思うが、その楽しみをふいにさせたいか？」

「汚きたねェなァ……それを言われちゃ、何も言えんわ」

　未練たらたらの宿敵に苦々しくも微笑ほほえましい感情を覚えつつも、私の顔は笑みに染まっていた。




　　　　◆




「食料良し、寝しん具ぐ良し。着き替がえも良し──」

　時に連れられ日は昇のぼり、太陽が職務を果たす頃。

　私はチェスター邸ていの前で荷物の確認をしていた。

　街に出れば稼ぎ口は幾つもあるが、そこに行くまでの収入は無い。

　チェスターから借りた金は有るものの、これはのっぴきならない時まで取っておく事にしている。

　であるならば、収入を得ることが出来るようになるまで、用意した荷物は私にとっては──いや、私達にとっては生命線となる。念のためと昨日に次いで今日も確認をしたが、どうやら問題はなさそうだ。

　元々そこまで多い荷物でも無い──と。私が荷物の確認を終えるころ、見覚えの無い一ひと際きわ大きな袋ふくろを発見する。

　はて、斯か様ような袋は荷物にあったか。記き憶おくを思い返していると、袋がもぞりと動き出した。

　この場で十中八九察しは付いていたが、あえてその光景を見守る。

　すると、袋から勢い良く銀雪の様な髪かみが飛び出した。

「私……良し」

　袋から顔だけを出して、シェリルは頰を緩ゆるませた。

　落ち着いているときの気だるげな瞳ひとみで、しっかりと私を見据えるシェリル。

　不器用な動きで袋から抜ぬけ出したシェリルは、小動物のような足取りで私に寄ってくる。

「忘れちゃ、ダメ」

「忘れてなどいないさ。それよりも、チェスターに挨あい拶さつは済ませたか？」

「まだ。……行ってくるから、待っててね？」

　兎うさぎの様に跳はねながら、見送りに来ていたチェスターに駆かけて行くシェリル。

　未だ表情は気だるげなものが残るが、ここのところは随ずい分ぶんと明るくなったものだ。

「あいさつ……してきたよ？」

　思案に耽ふけっていた私を、シェリルの声が呼び戻もどす。

　気がつけば、シェリルはチェスターを連れて私の元へと戻ってきていた。

「暫しばしの別れは済んだか？」

「正直まだ未練があらァ。けどまあ、言っててもしょうがねえってな」

　どうやらチェスターはこの場になっても寂しさを捨てられぬようだ。

「それでは、次に会うのは何時になるか──それまで」

「ああ、シェリルを頼たのんだぜ。目め一いつ杯ぱい楽しい旅にしてやってくれ」

「善処しよう」

　二人でシェリルに視線を送る。シェリルは、自分の荷物を楽しそうに確認していた。

　後姿しか見えぬが、その様は今にも踊おどりだしそうなほど楽しそうだ。これは期待に釣り合う旅にしてやらねばな。

「お祖じ父いちゃん、行ってくるね？」

「おォ……シェリルよう、なるだけ早く帰ってきてくれよなァ！」

　最も早はや隠かくそうともしない涙をハンカチで拭ぬぐいつつ、チェスターは腕うでを振ふっている。

　これが『見えざる鬼おにの牙きば』と呼ばれた男だとは……孫とは恐おそるべき存在よ。

「よし、それでは行こうか、シェリル」

「うんっ！」

　満面の笑みで、シェリルは応えた。

　荷物を背負い、私はチェスター邸の門に手をかける。ゆっくりと押し開けた門から、一歩を踏ふみ出す。

「達者でなァ！」

　後ろからかけられるチェスターの声に、つい顔が綻ほころんでしまう。

　背を向けたまま手を振るい、私は歩みを進めた。

　やがて、チェスター邸が風景と化すころ、私はふと空を見上げた。

　夜明けとは違ちがう、輝かがやかんばかりの青が広がっていて、日の明るさがつい目を細めさせる。

　……歩き出したのだな。二度目の人生を。

　言いようの無い実感に包まれながら、私は視線を戻し、歩き出した。

「ねえスラヴァくん……最初は、どこに行くの？」

「そうさな……最初はアルファレイアの城下町で、いくらか路銀を稼ぐことになろう。

　路銀が貯まれば、山間の街ナトゥーシャを目指すこととしよう」

　チェスターの話では、山間に拓ひらけた街ナトゥーシャには優すぐれた拳けん士しがいるという。

　アルファレイアで適当に路銀を稼ぎ、まずはナトゥーシャを目指す。

　後は、路銀を稼いでは優れた武芸者のいる街を尋たずねる。情報が無ければ、行く先を雲に任せてもいいだろう。

　まだ見ぬ場所、知らぬ技、名も知れぬ敵。そして、世に蔓延はびこるという昏くらい色の結けつ晶しよう。驚おどろくほどに考えることは多く、そして──我ながら未熟な身よ。まだまだ考えることが多い現状が、なんとも楽しくて仕方が無い。

　未だ見ぬ強敵に思いを馳はせながら──私は、拳を握り締しめる。

　今ここに、私はようやく己おのが道の第一歩を踏み出したのだ。

















あとがき









　まずはこの本を手にとってくださった皆みな様さまに、お礼を申し上げます。

　この本を出版する機会を与あたえてくださった担当さん。

　何気なく小説を書く機会をくださった小説家になろう様。

　小説家になろう様で応おう援えんしてくださった読者様、そしてイラストを担当して下さったbun150様の多大なるご厚情に感謝いたします。

　思い返してみるとこの本を出版するにあたって私は非常に多くの方々にご支し援えんいただいているのですね。どの方が欠けてもこうしてあとがきを書いているような事はなかったと思います。本当にありがとうございました。




　思えば物語を書き始めてからはや十年が経過いたしました。十年前というと、丁度中学生に入って少しが経過した頃ころ。文字通りの中二病を患わずらって以来十年間ずっと「くっ、また暴れ出しやがった……」している訳ですね。

　執しつ筆ぴつという言葉が未だに遠く思えるほどモノカキとしては未熟な私ですが、物語を書き始めた頃は俗ぞくにいう台本形式というヤツでしたので、それでも成長はしているのでしょう。

　そんな私がこうして一冊の本を出版させていただけることになるとは、世の中わからないものです。

　夢というのもためらうほど遠くにあった場所が、今現実になっている。それも色々と支えて下さった皆様のおかげです。




　こうして一冊、という単位で本を書き終えて思ったのは、「好きってスゴイ」ということでした。

　もともと好こう奇き心しんが強く、目移りしやすい私はなにか一つの事を継けい続ぞくするというのが苦手でした。

　正直に言いますと、一冊という形でも物語に一つの区切りを付けたのは初めてだったりします。

「武に身を捧げて百と余年。エルフでやり直す武者修行」を書いている際にも、新作の格かく闘とうゲームにうつつを抜ぬかしてみたり、天あま翔かける龍りゆうを極限に征せい伐ばつしに行ったりと色々な誘ゆう惑わくがありました。

　意志の弱い私はそれらの誘惑に千鳥足の如ごとくふらふら。

　しかしこうして一冊を仕上げる事が出来た時は「ああやっぱり小説書くのが好きなんだなあ」と思ったものです。




　……と、色々と述べましたが、その上でも私が一冊小説を書き上げられるかは怪あやしいと思っていました。やはり自分自身未熟なのもありますし、憧あこがれの「風の聖痕ステイグマ」を出版されてます富ふ士じ見み書しよ房ぼう様からの出版という事でのプレッシャーもありましたので。

　それでも私がこうして本を完成させる事ができたのは、先に挙げました方々のご厚情と、叔お母ばの存在が大きいと思うのです。

　社会に出ていてもおかしくない年ねん齢れいの私は、未だ学生の身です。それで肩かた身みの狭せまい思いもしました。

　そんな時、こうしたお話がきた時に応援してくれたのが叔母でした。

　焦あせりを感じている私にまだ若いのだから焦ることはないと言ってくれたからこそ、こうして頑がん張ばれたような気がします。

　出来ることならば応援してくれた叔母にこの本を手にとってもらいたかったのですが、残念ながらそれは叶かないませんでした。

　でもどこかで見てくれていたらいいなあ……と思っています。




　最後に、もう一度皆様への感謝を述べてあとがき、ひいては「武に身を捧げて百と余年。エルフでやり直す武者修行」の一巻を締しめくくろうと思います。

　本当にありがとうございました！

　なんか感謝してばかりいますが、きっと世の中そういうふうに出来ているのでしょう。

　それでは、またどこかでお会い出来ることを楽しみにしています！





赤石あかし　赫かつ々かく












武ぶに身みを捧ささげて百ひやくと余よ年ねん。

エルフでやり直なおす武む者しや修しゆ行ぎよう








赤石あかし赫かつ々かく
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